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１１ 目目 的的

この法人は、原爆障害の研究及び原爆被爆者の健康管理の対策並びに原爆被爆者の援護の対策に

ついて審議し、その推進を図るとともに、原爆被爆者をはじめとする住民の健康の維持増進に寄与

することを目的とする。
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原爆被爆者の生活・健康・医療に関する相談及び原爆被爆者に対する援護を行う事業

広島市健康づくりセンターの運営管理

原爆被爆者の健康診断及び住民の健診事業の受託

その他目的達成に必要な事業

３３ 沿沿 革革

昭和 年 月 日原子爆弾攻撃によって潰滅的な被害を蒙った広島市の被爆生存者達は、永い

占領期間中悲惨な状態のまま放置されていたが、昭和 年の講和条約の締結、占領政治の終結を契

機として「被爆者を救え」という声がおこった。

なかでも日頃ケロイド患者に接する広島市医師会・外科会に属する医師たちは、広島市医師会を

動かして県・市当局に働きかけた。その結果、昭和 年 月、原爆障害者の医療を組織的に推進す

るために、広島県・広島市をはじめ、県・市医師会、大学医学部、官公立病院等が一体となって、

「広島市原爆障害者治療対策協議会」 略称「原対協」 を結成して活動を開始、昭和 年 月には

「財団法人広島原爆障害対策協議会」に改組し、被爆者の健康診断、健康管理に関する調査研究、

援護に取り組んできた。

平成元年 月、「広島市総合健康センター」への移転後は、一般市民を対象とする健康診査や健康

増進事業、健康教育事業を加え、被爆者をはじめ全ての市民の健康の維持・増進、被爆者の福祉向

上のために各種事業を実施している。平成 年 月には、広島県知事から公益財団法人として認

定を受け、「公益財団法人広島原爆障害対策協議会」に移行した。

昭和 年 月 「広島市原爆障害者治療対策協議会」 略称「原対協」 の設立

事務局を広島市社会課内に設置

昭和 年 月 被爆者の合同診察を開始

月 原爆障害者の実態調査を実施

月 事務局を広島市民病院内に移設

昭和 年 月 原爆乙女 名の渡米治療に協力

昭和 年 月 「財団法人広島原爆障害対策協議会」 略称「広島原対協」 に改組、認可

月 原爆病院の完成とともに事務局を同病院内に移設

昭和 年 月 第 回保健文化賞、厚生大臣の表彰を受賞

昭和 年 月 原対協援護事業として原爆被爆者のうち生活困窮者を救済するため、生活援護金の給

付を開始

月 お年玉付郵便葉書寄付金の配分団体に指定
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この法人は前項の目的を達成するために次の事業を行う。

原爆被爆者の健康管理及び健康指導を行う事業

原爆被爆者の障害及び健康管理に関する研究

原爆被爆者の生活・健康・医療に関する相談及び原爆被爆者に対する援護を行う事業

広島市健康づくりセンターの運営管理

原爆被爆者の健康診断及び住民の健診事業の受託

その他目的達成に必要な事業

３３ 沿沿 革革

昭和 年 月 日原子爆弾攻撃によって潰滅的な被害を蒙った広島市の被爆生存者達は、永い

占領期間中悲惨な状態のまま放置されていたが、昭和 年の講和条約の締結、占領政治の終結を契

機として「被爆者を救え」という声がおこった。

なかでも日頃ケロイド患者に接する広島市医師会・外科会に属する医師たちは、広島市医師会を

動かして県・市当局に働きかけた。その結果、昭和 年 月、原爆障害者の医療を組織的に推進す

るために、広島県・広島市をはじめ、県・市医師会、大学医学部、官公立病院等が一体となって、

「広島市原爆障害者治療対策協議会」 略称「原対協」 を結成して活動を開始、昭和 年 月には

「財団法人広島原爆障害対策協議会」に改組し、被爆者の健康診断、健康管理に関する調査研究、

援護に取り組んできた。

平成元年 月、「広島市総合健康センター」への移転後は、一般市民を対象とする健康診査や健康

増進事業、健康教育事業を加え、被爆者をはじめ全ての市民の健康の維持・増進、被爆者の福祉向

上のために各種事業を実施している。平成 年 月には、広島県知事から公益財団法人として認

定を受け、「公益財団法人広島原爆障害対策協議会」に移行した。

昭和 年 月 「広島市原爆障害者治療対策協議会」 略称「原対協」 の設立

事務局を広島市社会課内に設置

昭和 年 月 被爆者の合同診察を開始

月 原爆障害者の実態調査を実施

月 事務局を広島市民病院内に移設

昭和 年 月 原爆乙女 名の渡米治療に協力

昭和 年 月 「財団法人広島原爆障害対策協議会」 略称「広島原対協」 に改組、認可

月 原爆病院の完成とともに事務局を同病院内に移設

昭和 年 月 第 回保健文化賞、厚生大臣の表彰を受賞

昭和 年 月 原対協援護事業として原爆被爆者のうち生活困窮者を救済するため、生活援護金の給

付を開始

月 お年玉付郵便葉書寄付金の配分団体に指定

ⅠⅠ 公公益益財財団団法法人人広広島島原原爆爆障障害害対対策策協協議議会会のの概概況況
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昭和 年 月 第１回「原子爆弾後障害研究会」を開催

昭和 年 月 「広島原爆被爆者福祉センター」建設工事落成

月 「広島原爆被爆者福祉センター」落成とともに事務局を同センター内に移設

月 第 回「原子爆弾後障害研究会」を開催

月 被爆者健康診断、職業補導、生活相談等の業務を関始

月 『広島原爆医療史』を発刊

昭和 年 月 「広島原爆被爆者健康管理所」を開設

月 第 回「原子爆弾後障害研究会」を開催

昭和 年 月 「広島原爆被爆者福祉センター」の暖房設備工事完成

月 オデルカ・カメラを搭載した健康診断車「平和号」で被爆者の胃出張検診を開始

昭和 年 月 第 回「原子爆弾後障害研究会」を開催し研究講演集『 年のまとめ』を発刊

昭和 年 月 精密健康診断車 ひかり号 を購入

月 日本自転車振興会・島根県・広島市・江津市の補助金を受け、「原爆被爆者有福温泉療

養研究所」を建設、被爆者の入湯療養を開始

昭和 年 月 「広島原爆被爆者福祉センター」の新館増築工事並びに旧館改造工事落成

月 第 回「原子爆弾後障害研究会」を開催

月 自動分析機 オートアナライザー を設置

昭和 年 月 日本自転車振興会・広島県・広島市の補助金の交付を受け、「原爆被爆者有福温泉療

養研究所」暖房設備工事等完成

月 テレビジョン 線カメラを設置

月 勤労被爆者のため、広島原爆被爆者福祉センターで日曜健診を開始

続広島原爆医療史『被爆者とともに』を発刊

昭和 年 月 子宮がん検診を開始

月 「原爆被爆者有福温泉療養研究所」の増築工事落成

月 第 回「原子爆弾後障害研究会」を開催

昭和 年 月 「広島原爆被爆者福祉センター」の増改築、空調設備改良工事完成

月 第 回「原子爆弾後障害研究会」を開催

「広島原爆被爆者福祉センター」開設 周年記念展示会を開催

昭和 年 月 全自動化学分析装置 ハイゼルマーク 、自動血球計算装置 コールターカウンター を

設置

昭和 年 月 広島市の周辺町村合併にともなう被爆者健診対象者の大幅増加 約 人 により、

出張健診班を 班編成

月 第 回「原子爆弾後障害研究会」を開催

月 被爆二世の不安を除去するため、被爆者の子に対する健康診断を開始 広島市委託事

業

昭和 年 月 自動血球計算装置搭載健康診断車 号車 を購入

月 広島県・広島市からの助成により「原爆被爆者有福温泉療養研究所」の冷房設備工事

完成

月 肺機能検査機 パンスパイロコンピューター を設置

昭和 年 月 勤労被爆者のため月 回夜間健診を開始

月 第 回「原子爆弾後障害研究会」を開催

昭和 年 月 胃集検用テレビレントゲン設置及び自動血球計算装置を増設

昭和 年 月 第 回「原子爆弾後障害研究会」を開催

昭和 年 月 車両競技公益資金記念財団・広島県・広島市の補助を受け、「原爆被爆者有福温泉療

養研究所」の浴室増改築等工事完成

線テレビジョン設置及び胸部一般撮影用 線装置を更新整備

月 勤労被爆者のため月 回日曜出張健診を開始

昭和 年 月 被爆者の胃検診 昭和 年に名称を｢胃がん検診｣に変更 を開始 広島市委託事業

月 第 回「原子爆弾後障害研究会」を開催

昭和 年 月 国の施策による被爆者二世健康診断を開始

月 自動血球分類装置 を設置

昭和 年 月 第 回「原子爆弾後障害研究会」を開催

月 「広島原爆被爆者福祉センター」開設 周年記念パネル展示会を開催

月 広島県・広島市の補助を受け「原爆被爆者有福温泉療養研究所」の屋根防水改修その

他工事完成

昭和 年 月 自動血球計算装置搭載健康診断車 号車 を購入

昭和 年 月 第 回「原子爆弾後障害研究会」を開催

昭和 年 月 自動血球計算装置搭載健康診断車 号車 を更新整備

昭和 年 月 第 回「原子爆弾後障害研究会」を開催

月 広島県・広島市の補助金の交付を受け、「原爆被爆者有福温泉療養研究所」の車庫上

屋根新設工事等完成

昭和 年 月 コンピューテッドラジオグラフィ 立位専用システム 設置及び胃透視用 線テ

レビ装置更新整備

昭和 年 月 コンピューテッドラジオグラフィ 臥位専用システム 設置及び一般撮影用 線

装置更新整備

月 被爆者の肺がん検診を開始 広島市委託事業

月 第 回「原子爆弾後障害研究会」を開催

月 車両競技公益資金記念財団・広島県・広島市の補助金の交付を受け、「原爆被爆者有

福温泉療養研究所」の食堂拡張工事等施設整備工事完成

昭和 年 月 コンピューテッドラジオグラフィ 、 専用 線透視撮影台及び 用光ディ

スク画像ファイル装置を設置

月 国の施策による被爆者のがん検診 胃がん、肺がん、乳がん、子宮がん、多発性骨髄腫

を開始

平成元年 月 自動血球計算装置 コールターカウンター を更新整備及びフィルムデジタイザー、光

ディスク画像ファイル装置を設置

月 第 回「原子爆弾後障害研究会」を開催

月 新規事業の受託に対応するため、寄附行為の一部を改正

「広島市総合健康センター」への移転に当たり、「広島原爆被爆者福祉センター」の

施設を広島市に寄贈

「広島市総合健康センター」の開館に伴い、診療所名を「広島原爆障害対策協議会健

康管理・増進センター」に改称

老人保健法健康診査及び結核定期健康診断を開始

専用 線透視撮影台及び心電図自動解析データファイリングシステムを設置

平成 年 月 老人保健法基本健康診査 安佐南区、安佐北区、安芸区を除く ・結核定期健康診断の

集団健診及び老人保健法・被爆者の出張がん検診 安佐南区、安佐北区、安芸区を除く

を開始

－ 2 －



昭和 年 月 車両競技公益資金記念財団・広島県・広島市の補助を受け、「原爆被爆者有福温泉療

養研究所」の浴室増改築等工事完成

線テレビジョン設置及び胸部一般撮影用 線装置を更新整備

月 勤労被爆者のため月 回日曜出張健診を開始

昭和 年 月 被爆者の胃検診 昭和 年に名称を｢胃がん検診｣に変更 を開始 広島市委託事業

月 第 回「原子爆弾後障害研究会」を開催

昭和 年 月 国の施策による被爆者二世健康診断を開始

月 自動血球分類装置 を設置

昭和 年 月 第 回「原子爆弾後障害研究会」を開催

月 「広島原爆被爆者福祉センター」開設 周年記念パネル展示会を開催

月 広島県・広島市の補助を受け「原爆被爆者有福温泉療養研究所」の屋根防水改修その

他工事完成

昭和 年 月 自動血球計算装置搭載健康診断車 号車 を購入

昭和 年 月 第 回「原子爆弾後障害研究会」を開催

昭和 年 月 自動血球計算装置搭載健康診断車 号車 を更新整備

昭和 年 月 第 回「原子爆弾後障害研究会」を開催

月 広島県・広島市の補助金の交付を受け、「原爆被爆者有福温泉療養研究所」の車庫上

屋根新設工事等完成

昭和 年 月 コンピューテッドラジオグラフィ 立位専用システム 設置及び胃透視用 線テ

レビ装置更新整備

昭和 年 月 コンピューテッドラジオグラフィ 臥位専用システム 設置及び一般撮影用 線

装置更新整備

月 被爆者の肺がん検診を開始 広島市委託事業

月 第 回「原子爆弾後障害研究会」を開催

月 車両競技公益資金記念財団・広島県・広島市の補助金の交付を受け、「原爆被爆者有

福温泉療養研究所」の食堂拡張工事等施設整備工事完成

昭和 年 月 コンピューテッドラジオグラフィ 、 専用 線透視撮影台及び 用光ディ

スク画像ファイル装置を設置

月 国の施策による被爆者のがん検診 胃がん、肺がん、乳がん、子宮がん、多発性骨髄腫

を開始

平成元年 月 自動血球計算装置 コールターカウンター を更新整備及びフィルムデジタイザー、光

ディスク画像ファイル装置を設置

月 第 回「原子爆弾後障害研究会」を開催

月 新規事業の受託に対応するため、寄附行為の一部を改正

「広島市総合健康センター」への移転に当たり、「広島原爆被爆者福祉センター」の

施設を広島市に寄贈

「広島市総合健康センター」の開館に伴い、診療所名を「広島原爆障害対策協議会健

康管理・増進センター」に改称

老人保健法健康診査及び結核定期健康診断を開始

専用 線透視撮影台及び心電図自動解析データファイリングシステムを設置

平成 年 月 老人保健法基本健康診査 安佐南区、安佐北区、安芸区を除く ・結核定期健康診断の

集団健診及び老人保健法・被爆者の出張がん検診 安佐南区、安佐北区、安芸区を除く

を開始
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月 磁気共鳴画像診断装置 を設置

平成 年 月 夜間健診を中止

月 被爆者の大腸がん検診を開始 広島県・市委託事業

月 第 回「原子爆弾後障害研究会」を開催

月 線骨密度測定装置及び超音波診断装置を設置

平成 年 月 被爆者・老人保健法の安芸区の出張がん検診を開始

月 コンピューテッドラジオグラフィ を更新整備

月 自動血球計算装置搭載健康診断車 号車 を更新整備

月 「原爆被爆者有福温泉療養研究所」の内部・外部改修工事等施設整備工事完成

月 国の施策による被爆者の大腸がん検診を開始

月 老人保健法による大腸がん検診を開始

平成 年 月 被爆者・老人保健法の安佐南区・安佐北区の出張がん検診を開始

月 第 回「原子爆弾後障害研究会」を開催

月 胃集検用 線撮影装置 デジタルラジオグラフィ を更新整備

平成 年 月 事務局組織改正。 課 室を 課 室制に改める。

月 コンピューテッドラジオグラフィ を更新整備

月 自動血球計算装置搭載健康診断車 号車 を更新整備

平成 年 月 被爆者の骨粗鬆症検診を開始 広島市委託事業

月 原爆被爆 周年記念特別講演会を開催

第 回「原子爆弾後障害研究会」を開催

月 内視鏡デジタルファイリングシステムを更新整備

月 用 線透視撮影装置を更新整備

月 市民を対象とする骨粗鬆症検診を開始 広島市委託事業

平成 年 月 老人保健法による肺がん集団検診を開始

月 用 線透視撮影装置を更新整備

月 既設 装置をバージョンアップ

平成 年 月 市民を対象とするマンモグラフィによる乳がん検診を開始 広島市委託事業

月 第 回「原子爆弾後障害研究会」を開催

月 線骨密度測定装置を更新整備

月 「原爆被爆者有福温泉療養研究所」の浴室・浴槽等改修工事完成

平成 年 月 糖尿病予防対策事業を開始

「原爆被爆者有福温泉療養研究所」の屋上陸屋根防水工事完成

コンピューテッドラジオグラフィ 及び心電図データマネジメントシステムを

更新整備

月 型肝炎ウイルス検査 肝がん検診 を開始 広島市委託事業

平成 年 月 第 回「原子爆弾後障害研究会」を開催

月 システム 線テレビ装置を整備

平成 年 月 超音波診断装置を更新整備

平成 年 月 装置を更新整備

月 第 回「原子爆弾後障害研究会」を開催

平成 年 月 デジタル超音波診断装置を更新整備

月 自動血球計算装置を更新整備

月 「原爆被爆者有福温泉療養研究所」の冷暖房設備改修工事完成

平成 年 月 市民の 型肝炎ウイルス検査 肝がん検診 に 型肝炎ウイルス検査を追加 広島市委

託事業

月 第 回「原子爆弾後障害研究会」を開催

月 内視鏡検査システムを更新整備

平成 年 月 乳房 線撮影装置を更新整備

線画像診断のオンラインネットワークシステムを更新整備

月 第二次 線画像診断のオンラインネットワークシステムを整備

月 全自動血球計算装置搭載健診車を更新整備

平成 年 月 第 回「原子爆弾後障害研究会」を開催

月 総合健診電算システムを更新整備

月 乳房Ｘ線撮影装置を整備

月 医用画像情報システムサーバーソフトウエアを拡張整備

平成 年 月 職業補導事業を廃止

月 マンモグラフィによる被爆者乳がん検診を開始

老人保健法基本健康診査に生活機能評価を追加して実施

月 デジタル 線透視撮影装置更新整備

月 被爆者健診に対する基本健康診査 生活機能評価 の実施

月 全自動血球計算装置搭載健診車更新整備 １号車
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月 第 回「原子爆弾後障害研究会」を開催

月 Ｘ線 撮影装置整備

車両競技公益資金記念財団・広島県・広島市の補助金の交付を受け、「原爆被爆者

有福温泉療養研究所」外壁・厨房等の施設改善工事完成

平成 年 月 特定健康診査・特定保健指導を開始 広島市委託事業

月 超音波診断装置更新整備

月 装置のアップグレード整備

平成 年 月 医用画像情報システム更新整備

月 デジタル胃集検Ｘ線透視撮影装置更新整備

月 日曜健診（第１・第３日曜日）を午前のみの実施とし、第 日曜日に胃がん・肺がん

検診を開始

月 第 回「原子爆弾後障害研究会」を開催

月 女性特有のがん検診（無料クーポン券）の開始（広島市委託事業）

平成 年 月 医用画像情報システムビュワー更新整備
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月 広島原爆被爆者福祉センター開設 周年記念パネル展を開催
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平成 年 月 広島市健康づくりセンター１階（乳がん・子宮がん検診エリア等）改修工事完成

月 超音波画像診断装置更新整備

月 広島県知事の認定を受け、「公益財団法人広島原爆障害対策協議会」に移行

月 土曜健診を第 ・第 ・第 土曜日の実施に変更し、全ての土日健診（第 ・第 ・

第 土曜日及び第１・第３日曜日）で胃がん・肺がん検診を開始

平成 年 月 電子内視鏡ビデオ情報システム更新整備

画像制御装置更新整備

月 被爆者一般健診会場において肺がん検診の同時実施を開始

人間ドック等健診業務を開始（広島市医師会臨床検査センターから移管）

月 第 回「原子爆弾後障害研究会」を開催

月 電子内視鏡システム更新整備

月 「原爆被爆者有福温泉療養研究所」を廃止

平成 年 月 医用画像情報システム更新整備

月 広島市健康づくりセンター１階（総合受付・一般健診エリア）改修工事

月 生理検査波形システム更新整備

月 内視鏡情報管理システム更新整備

平成 年 月 総合健診システム稼働

月 健康増進事業終了

月 上部消化管汎用ビデオスコープ増設

月 第 回「原子爆弾後障害研究会」を開催

月 乳房用Ｘ線撮影装置更新整備

平成 年 月 働く世代への大腸がん検診（無料クーポン券）の終了（広島市委託事業）

月 内視鏡による被爆者胃がん検診を開始

月 自動血球計算装置更新整備

月 健診業務 と情報処理系 を分離したシステム構築

平成 年 月 内視鏡による市民胃がん検診を開始

月 第 回「原子爆弾後障害研究会」を開催

月 上部消化管汎用ビデオスコープ増設

平成 年 月 集団健診会場において市民の骨粗鬆症検診を開始（広島市委託事業）

月 撮影装置更新整備

月 超音波画像診断装置更新整備

平成 年 月 装置更新整備

特定健康診査及び市民の集団大腸がん検診を安芸区で開始

令和元年 月 第 回「原子爆弾後障害研究会」を開催

令和 年 月 土曜健診を第 ・第 土曜日に実施（第 土曜日は中止）

月 超音波画像診断装置更新整備

令和 年 月 医用画像情報システム等更新整備

月 夜間の集団検診（健康診査、肺がん・大腸がん・乳がん検診）を開始（広島市委託

事業）

協会けんぽ被扶養者を対象とする集団検診（特定健康診査、胃がん・肺がん・大腸

がん・乳がん・子宮頸がん検診）を開始

月 第 回「原子爆弾後障害研究会」を開催

月 将来構想検討委員会の設置

令和 年 月 総合健診システム更新整備

月 Ｘ線骨密度測定装置更新整備

月 超音波画像診断装置更新整備

月 将来構想検討委員会より答申書の提出

令和 年 月 上部消化管汎用スコープ更新整備

公益財団法人広島原爆障害対策協議会創立 周年記念講演会を開催

月 第 回「原子爆弾後障害研究会」を開催

月 情報セキュリティシステム更新整備

令和 年 月 マンモグラフィ 整備

－ 6 －



平成 年 月 広島市健康づくりセンター１階（乳がん・子宮がん検診エリア等）改修工事完成

月 超音波画像診断装置更新整備

月 広島県知事の認定を受け、「公益財団法人広島原爆障害対策協議会」に移行

月 土曜健診を第 ・第 ・第 土曜日の実施に変更し、全ての土日健診（第 ・第 ・

第 土曜日及び第１・第３日曜日）で胃がん・肺がん検診を開始

平成 年 月 電子内視鏡ビデオ情報システム更新整備

画像制御装置更新整備

月 被爆者一般健診会場において肺がん検診の同時実施を開始

人間ドック等健診業務を開始（広島市医師会臨床検査センターから移管）

月 第 回「原子爆弾後障害研究会」を開催

月 電子内視鏡システム更新整備

月 「原爆被爆者有福温泉療養研究所」を廃止

平成 年 月 医用画像情報システム更新整備

月 広島市健康づくりセンター１階（総合受付・一般健診エリア）改修工事

月 生理検査波形システム更新整備

月 内視鏡情報管理システム更新整備

平成 年 月 総合健診システム稼働

月 健康増進事業終了

月 上部消化管汎用ビデオスコープ増設

月 第 回「原子爆弾後障害研究会」を開催

月 乳房用Ｘ線撮影装置更新整備

平成 年 月 働く世代への大腸がん検診（無料クーポン券）の終了（広島市委託事業）

月 内視鏡による被爆者胃がん検診を開始

月 自動血球計算装置更新整備

月 健診業務 と情報処理系 を分離したシステム構築

平成 年 月 内視鏡による市民胃がん検診を開始

月 第 回「原子爆弾後障害研究会」を開催

月 上部消化管汎用ビデオスコープ増設

平成 年 月 集団健診会場において市民の骨粗鬆症検診を開始（広島市委託事業）

月 撮影装置更新整備

月 超音波画像診断装置更新整備

平成 年 月 装置更新整備

特定健康診査及び市民の集団大腸がん検診を安芸区で開始

令和元年 月 第 回「原子爆弾後障害研究会」を開催

令和 年 月 土曜健診を第 ・第 土曜日に実施（第 土曜日は中止）

月 超音波画像診断装置更新整備

令和 年 月 医用画像情報システム等更新整備

月 夜間の集団検診（健康診査、肺がん・大腸がん・乳がん検診）を開始（広島市委託

事業）

協会けんぽ被扶養者を対象とする集団検診（特定健康診査、胃がん・肺がん・大腸

がん・乳がん・子宮頸がん検診）を開始

月 第 回「原子爆弾後障害研究会」を開催

月 将来構想検討委員会の設置

令和 年 月 総合健診システム更新整備

月 Ｘ線骨密度測定装置更新整備

月 超音波画像診断装置更新整備

月 将来構想検討委員会より答申書の提出

令和 年 月 上部消化管汎用スコープ更新整備

公益財団法人広島原爆障害対策協議会創立 周年記念講演会を開催

月 第 回「原子爆弾後障害研究会」を開催

月 情報セキュリティシステム更新整備

令和 年 月 マンモグラフィ 整備

－ 7 －



１１ 組組 織織 図図

２２ 役役 員員・・評評 議議 員員

公益財団法人広島原爆障害対策協議会 役員名簿 （令和 年 月 日現在）

役 職 氏 名 職 名

会 長 松 村 誠 広島県医師会長

副 会 長 長 﨑 孝 太 郎 医療法人厚生堂長崎病院理事長

副 会 長 山 本 匡 広島市医師会長

常務理事 沢 近 紀 夫 沢近医院長

常務理事 横 山 行 男 医療法人横山内科医院長

常務理事 長 敏 伸 広島原爆障害対策協議会事務局長

理 事 服 部 登 広島大学大学院医系科学研究科分子内科学教授

理 事 南 部 克 徳 広島市健康福祉局原爆被害対策部長

理 事 上 田 久 仁 子 広島市健康福祉局保健部長

理 事 関 野 弘 美 広島県健康福祉局被爆者支援課長

監 事 望 戸 洋 一般財団法人広島市都市整備公社監事

監 事 福 原 千 史 福原リハビリテーション整形外科・内科医院長
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課

公益財団法人広島原爆障害対策協議会 評議員名簿 （令和 年 月 日現在）

氏 名 職 名

安 達 伸 生 広島大学病院長

板 本 敏 行 県立広島病院長

岩 崎 学 広島市健康福祉局保健医療担当局長

瓜 生 賢 広島市歯科医師会長

大 久 保 雅 通 内科・糖尿病 久安医院長（広島市内科医会）

北 原 加 奈 子 広島県健康福祉局長

國 重 俊 彦 広島原爆被爆者援護事業団理事長

坂 井 浩 明 日本赤十字社広島県支部事務局長

佐 藤 修 治 広島市医師会副会長

豊 見 雅 文 広島県薬剤師会長

東 幸 仁 広島大学原爆放射線医科学研究所長

秀 道 広 広島市民病院長

古 川 善 也 広島赤十字・原爆病院長

母 谷 龍 典 広島市議会議長

（ 音順）

３３ 職職 員員

（令和 年 月 日現在、単位：人）

職種 人員 人員 職種 人員

事 務 局 長 所 長 館 長

事 務 職 員 7 （2）［4］ 副 所 長 事 務 職 員

検 査 技 師 1（1） 部 長 栄 養 士 嘱 託

自動車運転手 2［2］ 常 勤 医 師

非常勤医師

読 影 委 員

9（4）<1>

19（9）［1］

7［2］

9（2）<1>［7］

小計 11（3）［6］ 110（15）<2>［10］ 小計

合計
125（18）

<9>［16］

注1：（　）は本会再雇用職員で別掲

注2：＜　＞は嘱託職員で別掲

注3：［　］は無期転換職員で別掲

小計

事務局 健康管理・増進センター 健康科学館

職種

医

師

看 護 師

検 査 技 師

放 射 線 技 師

栄 養 士

薬 剤 師

事 務 職 員
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役 職 氏 名 職 名

会 長 松 村 誠 広島県医師会長

副 会 長 長 﨑 孝 太 郎 医療法人厚生堂長崎病院理事長

副 会 長 山 本 匡 広島市医師会長

常務理事 沢 近 紀 夫 沢近医院長

常務理事 横 山 行 男 医療法人横山内科医院長

常務理事 長 敏 伸 広島原爆障害対策協議会事務局長

理 事 服 部 登 広島大学大学院医系科学研究科分子内科学教授

理 事 南 部 克 徳 広島市健康福祉局原爆被害対策部長

理 事 上 田 久 仁 子 広島市健康福祉局保健部長

理 事 関 野 弘 美 広島県健康福祉局被爆者支援課長

監 事 望 戸 洋 一般財団法人広島市都市整備公社監事

監 事 福 原 千 史 福原リハビリテーション整形外科・内科医院長

教

育

課

管

理

課

看

護

科

総

務

課

ⅡⅡ 組組 織織

理 事 会

評 議 員 会

監 事

健
康
管
理
・
増
進
セ
ン
タ
ー

健

康

科

学

館

検

査

科

事

務

局

放

射

線

科

精
密
健
診
科

放

射

線

科

会 長

副会長

総
合
健
診
科

科

常務理事

理 事

総
合
受
付
課

ド
ッ
ク
健
診
科

健
康
管
理
課

経

理

課

公益財団法人広島原爆障害対策協議会 評議員名簿 （令和 年 月 日現在）

氏 名 職 名

安 達 伸 生 広島大学病院長

板 本 敏 行 県立広島病院長

岩 崎 学 広島市健康福祉局保健医療担当局長

瓜 生 賢 広島市歯科医師会長

大 久 保 雅 通 内科・糖尿病 久安医院長（広島市内科医会）

北 原 加 奈 子 広島県健康福祉局長

國 重 俊 彦 広島原爆被爆者援護事業団理事長

坂 井 浩 明 日本赤十字社広島県支部事務局長

佐 藤 修 治 広島市医師会副会長

豊 見 雅 文 広島県薬剤師会長

東 幸 仁 広島大学原爆放射線医科学研究所長

秀 道 広 広島市民病院長

古 川 善 也 広島赤十字・原爆病院長

母 谷 龍 典 広島市議会議長

（ 音順）

３３ 職職 員員

（令和 年 月 日現在、単位：人）

職種 人員 人員 職種 人員

事 務 局 長 所 長 館 長

事 務 職 員 7 （2）［4］ 副 所 長 事 務 職 員

検 査 技 師 1（1） 部 長 栄 養 士 嘱 託

自動車運転手 2［2］ 常 勤 医 師

非常勤医師

読 影 委 員

9（4）<1>

19（9）［1］

7［2］

9（2）<1>［7］

小計 11（3）［6］ 110（15）<2>［10］ 小計

合計
125（18）

<9>［16］

注1：（　）は本会再雇用職員で別掲

注2：＜　＞は嘱託職員で別掲

注3：［　］は無期転換職員で別掲

小計

事務局 健康管理・増進センター 健康科学館

職種

医

師

看 護 師

検 査 技 師

放 射 線 技 師

栄 養 士

薬 剤 師

事 務 職 員
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広島市総合健康センターは、原爆被爆者を含めたすべての市民の健康をまもる拠点施設として、

広島市と広島市医師会と本協議会の三者協力のもとに建設されたものであり、本協議会は、平成元

年 月、この広島市総合健康センターの開館に伴い、国泰寺町の原爆被爆者福祉センターから移転

した。

この敷地及び建物は広島市と広島市医師会がそれぞれ区分所有する合築施設であり、広島市が設

置する施設は、「広島市健康づくりセンター」と称せられている。

本協議会は広島市が設置した「広島市健康づくりセンター」の管理運営を広島市から指定管理者

の指定を受け、その業務を行っている。

１ 所 在 地 広島市中区千田町三丁目 番 号

２ 敷 地 ㎡（広島市 ㎡、広島市医師会 ㎡）

３ 建 物 鉄筋コンクリート造 地下 階、地上 階建 延べ ㎡

利 用 区 分 面 積

健康管理・増進センター専用 ㎡

事 務 局 専 用

健 康 科 学 館 専 用

広島市・原対協事業共用部分

広 島 市 医 師 会 専 用

広島市・広島市医師会共用部分

合 計

４ 事 業 費 約 億円（広島市約 億円、広島市医師会約 億円）

ⅢⅢ 施施 設設
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本協議会は、長年にわたり被爆者や市民の健康管理及び健康の維持増進に取り組んできており、

被爆者健診では広島市全体の実施件数の約 分の （令和 年度 ％）を本協議会が担っている。

しかし、被爆者の減少・高齢化、市民の健診ニーズの多様化、他の医療機関の健診機能の充実が

進んでいる。

こうした環境の中、令和 年度も引き続き、１）「被爆者の健康診断・健康管理事業」、「被爆者の

健康管理に関する調査研究事業」及び「被爆者の援護福祉事業」、２）「市民の健康診断・健康管理

事業」、３）「検査・診療事業」、４）「人間ドック健診事業」、５）広島市の指定管理者として本協議

会が入居している「広島市健康づくりセンターの管理運営」及び「健康教育事業・子育て支援事業」

等を行う。

事業の実施にあたり、受診者・利用者へのサービスと受診リピート率の向上に努めるとともに、

健診・検査事業の精度管理の向上や検査機器等の更新整備、職員の資質向上を図るため、各種研修

に職員を積極的に参加させることにも取り組む。

また、持続的な組織運営のため事業規模に見合った人員配置を図る。

１１ 被被爆爆者者のの健健康康診診断断・・健健康康管管理理事事業業（（公公益益事事業業１１））

（１）健康診断の実施

① 被爆者健康診断の実施

ア 広島市健康づくりセンターでは、平日のほか、祝日を除く第２・第４土曜日及び第１・

第３日曜日 ※ にも各種検診を実施する。（胃がん検診の内視鏡検査は平日のみ、乳が

ん・子宮がん検診は第３日曜日のみ実施。）

（※）４月は第３日曜日のみ実施、８月は実施しない。

イ 広島市健康づくりセンターでの施設健診のほか、公民館・集会所等での出張健診を以下

のとおり実施する。

また、被爆者の高齢化等を考慮し、地域の特性に応じて出張健診会場までの送迎を行

う。

一 般 検 査 回 胃 が ん 検 診 回

婦 人 科 検 診 回

② 被爆二世健診の実施

広島市健康づくりセンター及び出張健診会場において実施する。

③ 出張健診の日程等は、広島市の広報紙及び本協議会のホームページで周知を図る。

また、被爆者定期健康診断未受診者に対して受診勧奨通知を発送して受診促進を図る。

【実施目標】

一 般 検 査 件 精 密 検 査 件

胃がん検診 線 件 胃がん検診 内視鏡 件

肺 が ん 検 診 件 乳 が ん 検 診 件

子 宮 が ん 検 診 件 大 腸 が ん 検 診 件

多発性骨髄腫検診 件 骨 粗 鬆 症 検 診 件

被爆二世健康診断 件

（２）健康管理の推進

① 各種検診データを基に、広島大学大学院医系科学研究科、同原爆放射線医科学研究所、

公益財団法人放射線影響研究所等の協力のもと、悪性新生物の早期発見に努める。

ⅣⅣ 令令和和６６年年度度事事業業計計画画

－ 11 －



② 糖尿病・動脈硬化症・高血圧等の生活習慣病及び骨粗鬆症について、健診結果に基づ

き、必要に応じて保健指導、栄養指導を行う。

（３）健康診断医療機器等の整備

検査機器の老朽化に対応するため、内視鏡システム等の更新を行う。

（４）被爆者健康管理資料の作成等

受診者の健診資料（健康診断個人票・心電図所見・がん症例報告等）を集計して統計資料を

作成する。

また、本協議会が長年集積してきた膨大な健診結果等について、関係機関と協議のもと、取

り扱いを検討する。

２２ 被被爆爆者者のの健健康康管管理理にに関関すするる調調査査研研究究事事業業（（公公益益事事業業１１））

（１）調査研究の継続実施

被爆者の糖代謝に関する研究、睡眠の量および質と各種疾患についての横断ならびに縦断調

査等、令和５年度以前に実施したものを引き続き研究する。研究成果は原子爆弾後障害研究

会、関係各学会等のほか、随時医学雑誌、会報その他機関紙等に発表する。

（２）文献の収集

原子爆弾後障害に関する医学論文等を整理保管する。

（３）第６４回原子爆弾後障害研究会の開催

令和６年度は長崎市において、「第６４回原子爆弾後障害研究会」が開催されるので、広島

市側の窓口として研究会開催を支援する。

３３ 被被爆爆者者のの援援護護福福祉祉事事業業（（公公益益事事業業２２））

（１）被爆者相談の実施

被爆者の相談に応じ、関係行政機関と連携して、各種援護措置の説明等を行う。

（２）援護措置の実施

「原爆被爆者援護規程」に基づいて本協議会独自で次の援護措置を行う。

① 生活困窮者に対する援護金支給

② 被爆身体障害者等に対する見舞金支給

③ 福祉用具貸与・購入費利用料補助

④ その他必要と認める経費の一部補助

４４ 市市民民のの健健康康診診断断・・健健康康管管理理事事業業（（公公益益事事業業１１））

（１）高齢者医療確保法に基づく特定健康診査等の実施

① 特定健康診査等の実施

ア 広島市健康づくりセンターでは、平日のほか、祝日を除く第２・第４土曜日及び第１・
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② 糖尿病・動脈硬化症・高血圧等の生活習慣病及び骨粗鬆症について、健診結果に基づ

き、必要に応じて保健指導、栄養指導を行う。

（３）健康診断医療機器等の整備

検査機器の老朽化に対応するため、内視鏡システム等の更新を行う。

（４）被爆者健康管理資料の作成等

受診者の健診資料（健康診断個人票・心電図所見・がん症例報告等）を集計して統計資料を

作成する。

また、本協議会が長年集積してきた膨大な健診結果等について、関係機関と協議のもと、取

り扱いを検討する。

２２ 被被爆爆者者のの健健康康管管理理にに関関すするる調調査査研研究究事事業業（（公公益益事事業業１１））

（１）調査研究の継続実施

被爆者の糖代謝に関する研究、睡眠の量および質と各種疾患についての横断ならびに縦断調

査等、令和５年度以前に実施したものを引き続き研究する。研究成果は原子爆弾後障害研究

会、関係各学会等のほか、随時医学雑誌、会報その他機関紙等に発表する。

（２）文献の収集

原子爆弾後障害に関する医学論文等を整理保管する。

（３）第６４回原子爆弾後障害研究会の開催

令和６年度は長崎市において、「第６４回原子爆弾後障害研究会」が開催されるので、広島

市側の窓口として研究会開催を支援する。

３３ 被被爆爆者者のの援援護護福福祉祉事事業業（（公公益益事事業業２２））

（１）被爆者相談の実施

被爆者の相談に応じ、関係行政機関と連携して、各種援護措置の説明等を行う。

（２）援護措置の実施

「原爆被爆者援護規程」に基づいて本協議会独自で次の援護措置を行う。

① 生活困窮者に対する援護金支給

② 被爆身体障害者等に対する見舞金支給

③ 福祉用具貸与・購入費利用料補助

④ その他必要と認める経費の一部補助

４４ 市市民民のの健健康康診診断断・・健健康康管管理理事事業業（（公公益益事事業業１１））

（１）高齢者医療確保法に基づく特定健康診査等の実施

① 特定健康診査等の実施

ア 広島市健康づくりセンターでは、平日のほか、祝日を除く第２・第４土曜日及び第１・

第３日曜日 ※ にも実施する。

（※）４月は第３日曜日のみ実施、８月は実施しない。

イ 健康づくりセンターでの施設健診のほか、公民館・集会所等での集団健診を 回実施

する。

② 特定保健指導の実施

特定健康診査等の健診結果に基づき、生活習慣病のリスクが高く、特定保健指導を受ける

必要があると判定された者については、結果説明に続いて特定保健指導の受診を勧奨する。

【実施目標】

特定健康診査等 ※ 件

後期高齢者健康診査 件

特定保健指導 件

（※）医療保険未加入者分及び被用者保険加入被扶養者分を含む。

（２）健康増進法に基づくがん検診等の実施

① がん検診等の実施

ア 広島市健康づくりセンターでは、平日のほか、祝日を除く第２・第４土曜日及び第１・

第３日曜日 ※ にも各種検診を実施する。（胃がん検診の内視鏡検査は平日のみ、乳がん・

子宮頸がん検診は第３日曜日のみ実施。）

（※）４月は第３日曜日のみ実施、８月は実施しない。

イ 健康づくりセンターでの施設検診のほか、公民館・集会所等での集団検診を以下のとお

り実施する。

肺がん検診 単独 回 胃 が ん 検 診 回

婦 人 科 検 診 回（うち 回は乳がん検診のみ）

ウ 上記イのうち、受診機会の拡大のため、５大がん検診 ※ と特定健康診査等の同時実施

を 回、休日の集団検診を 回 ※ ）、夜間の集団検診 ※ を 回実施する。

（※ ）胃がん・肺がん・乳がん・子宮頸がん・大腸がん検診

（※ ）うち１５会場は５大がん検診と特定健康診査等の同時実施

（※ ）肺がん・大腸がん・乳がん検診及び特定健康診査等

② 集団検診の日程等は、広島市及び本協議会のホームページで周知を図る。

また、がん検診未受診者に対して受診勧奨通知を発送して受診促進を図る。

【実施目標】

胃がん検診 Ｘ線 件 胃がん検診 内視鏡 件

肺 が ん 検 診 件 乳 が ん 検 診 件

子宮頸がん検診 件 大 腸 が ん 検 診 件

骨 粗 鬆 症 検 診 件 肝炎ウイルス検査 件

風しん抗体検査 件

（３）感染症法に基づく結核健康診断の実施

【実施目標】

結 核 健 康 診 断 件

（ 才以上の肺がん検診との同時検査： 件を含む。）

（４）健康管理資料の保管

受診者の健診資料（心電図所見・がん症例報告等 を整理・保管する。
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５５ 広広島島市市健健康康づづくくりりセセンンタターーのの管管理理運運営営事事業業（（公公益益事事業業３３））

令和４年４月からの５年間、広島市から指定管理者の指定を受け、協定書等に基づき広島市健

康づくりセンターの管理運営、健康科学館での健康教育事業及び子育て支援事業を行う。

（１）健康教育事業

健康に関する最新情報を分かりやすく正確に提供するとともに、教育研修等を積極的に行

い、日常における健康管理について正しい知識の普及を図る。

【年間入館者数目標】 人

① 健康科学展示施設の運営

・ 企画展開催 年 回

・ パネル展 年 回

② 健康ライブラリーの運営

・ 図書及びビデオを利用した学習の場の提供

③ 健康に関する研修等の実施

・ 主催による研修会・イベント 年 回

④ ボランティア（ヘルスサポーター）の養成・育成

・ ボランティア養成講座（６課程） 年１回

・ ボランティア育成講座 年 回

・ ボランティアの活動 年 回

③ 健康に関する情報の収集・提供

・ 広報誌「健康科学館ニュース」の発行（年７回）

・ インターネットによる健康情報の提供を行う。

（２）子育て支援事業

① ファミリー・サポート・センター事業

会員同士の子育てに関する相互援助活動により、仕事と子育ての両立支援や地域における

子育て支援機能の充実を図る。

・ 提供会員と依頼会員とのマッチングの実施

・ 提供会員希望者への講習会の実施 年 回

② つどいの広場事業

子育て家庭の保護者と子どもが気軽につどい、あそびと育児相談などを行う常設の場を提

供し、子育ての負担感の軽減や地域の子育て支援の充実を図る。

【年間利用者数目標】 人

・ 子育てに関する講習会の実施 年 回

③ パパとママの育児教室の開催

夫婦が協力して子育てを行うため、育児における夫婦の役割や育児全般について講義・実

習を行い、家庭における育児能力の向上を図る。

・ 開催回数 年 回

６６ 検検査査診診療療及及びび人人間間ドドッックク健健診診等等のの事事業業（（収収益益事事業業））

（１）検査診療等の事業

本協議会の健診等において、悪性疾患等が疑われた者に確定診断等のための詳細な検査（Ｃ

－ 14 －



５５ 広広島島市市健健康康づづくくりりセセンンタターーのの管管理理運運営営事事業業（（公公益益事事業業３３））

令和４年４月からの５年間、広島市から指定管理者の指定を受け、協定書等に基づき広島市健

康づくりセンターの管理運営、健康科学館での健康教育事業及び子育て支援事業を行う。

（１）健康教育事業

健康に関する最新情報を分かりやすく正確に提供するとともに、教育研修等を積極的に行

い、日常における健康管理について正しい知識の普及を図る。

【年間入館者数目標】 人

① 健康科学展示施設の運営

・ 企画展開催 年 回

・ パネル展 年 回

② 健康ライブラリーの運営

・ 図書及びビデオを利用した学習の場の提供

③ 健康に関する研修等の実施

・ 主催による研修会・イベント 年 回

④ ボランティア（ヘルスサポーター）の養成・育成

・ ボランティア養成講座（６課程） 年１回

・ ボランティア育成講座 年 回

・ ボランティアの活動 年 回

③ 健康に関する情報の収集・提供

・ 広報誌「健康科学館ニュース」の発行（年７回）

・ インターネットによる健康情報の提供を行う。

（２）子育て支援事業

① ファミリー・サポート・センター事業

会員同士の子育てに関する相互援助活動により、仕事と子育ての両立支援や地域における

子育て支援機能の充実を図る。

・ 提供会員と依頼会員とのマッチングの実施

・ 提供会員希望者への講習会の実施 年 回

② つどいの広場事業

子育て家庭の保護者と子どもが気軽につどい、あそびと育児相談などを行う常設の場を提

供し、子育ての負担感の軽減や地域の子育て支援の充実を図る。

【年間利用者数目標】 人

・ 子育てに関する講習会の実施 年 回

③ パパとママの育児教室の開催

夫婦が協力して子育てを行うため、育児における夫婦の役割や育児全般について講義・実

習を行い、家庭における育児能力の向上を図る。

・ 開催回数 年 回

６６ 検検査査診診療療及及びび人人間間ドドッックク健健診診等等のの事事業業（（収収益益事事業業））

（１）検査診療等の事業

本協議会の健診等において、悪性疾患等が疑われた者に確定診断等のための詳細な検査（Ｃ

Ｔ・ＭＲＩ・内視鏡・超音波検査等）を行い、治療が必要な場合には、外部医療機関等と連携

して最善の方策を進める。

また、広島市医師会員からの依頼に基づき生体検査（ＣＴ・ＭＲＩ・超音波検査等）を行う。

（２）人間ドック健診等の事業

事業所・健康保険組合等からの委託を受け、人間ドック健診や事業所健診等を行うほか、全

国健康保険協会管掌健康保険加入事業所を対象に生活習慣病予防健診を実施する。

また、メンタル面での健診メニューとしてストレスチェックを実施する。

【実施目標】

人 間 ド ッ ク 健 診 件

生活習慣病予防健診 件

事 業 所 健 診 件

ストレスチェック 件

（３）その他の健診等の事業

① 軽度認知症等の早期発見に係る検査を実施する。

【実施目標】

もの忘れチェックテスト（早期認知機能低下の早期発見） 件

ロコモチェック（運動機能低下の早期発見） 件

② 各種予防接種の実施

広島市健康づくりセンターにおいて各種予防接種（インフルエンザワクチン等）を行う。

③ 各種オプション検査の実施

市民の健診・検査に対して、本協議会独自のオプション検査を実施する。

④ 他の医療機関からの依頼に基づき、胃内視鏡検査の二重読影を行う。

７７ 放放射射線線被被曝曝者者医医療療のの国国際際協協力力事事業業へへのの協協力力

（１）放射線被曝者医療国際協力推進協議会への協力

「放射線被曝者医療国際協力推進協議会（ＨＩＣＡＲＥ）」の主要推進団体として、被曝者医

療を学ぶために来日した外国の研修生の受入れ等の事業実施に協力する。

（２）来日被爆者の健康診断、医療相談等の実施

来日した被爆者の健康診断及び医療相談、被爆者手帳の取得に必要な手続きの相談など、在

外被爆者への支援を行う。
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収収 支支 予予 算算 書書

令和 年 月 日から令和 年 月 日まで （単位：千円）

ⅤⅤ 令令和和６６年年度度予予算算

収益事業等会計

公益１ 公益２ 公益３

健康診断・
調査研究事業

援護福祉事業
健康教育・

子育て支援事業

Ⅰ　一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

　　(1) 経常収益

　　　　基本財産運用益

　　　　特定資産運用益

　　　　事業収益

　　　　受取寄付金

　　　　雑収益

　　　　経常収益計

　　(2) 経常費用

　　　　事業費

　　　　管理費

　　　　経常費用計

　　　当期経常増減額 △ 70,806 △ 7,226 △ 9,431 △ 87,463 △ 20,557 △ 4,845 △ 112,865

　２．経常外増減の部

　　(1) 経常外収益

　　　　経常外収益計

　　(2) 経常外費用

　　　　固定資産除却損

　　　　経常外費用計

　　　　当期経常外増減額 △ 32 △ 32 △ 8 △ 40

　　　他会計振替前
　　　当期一般正味財産増減額

△ 70,838 △ 7,226 △ 9,431 △ 87,495 △ 20,565 △ 4,845 △ 112,905

　　　　他会計振替額

　　　税引前
　　　当期一般正味財産増減額

△ 70,838 △ 7,226 △ 9,431 △ 87,495 △ 20,565 △ 4,845 △ 112,905

　　　　法人税、住民税及び事業税

　　　当期一般正味財産増減額 △ 70,838 △ 7,226 △ 9,431 △ 87,495 △ 20,565 △ 4,916 △ 112,976

　　　一般正味財産期首残高 △ 40,601 △ 53,334 △ 97,513

　　　一般正味財産期末残高 △ 47,827 △ 62,765 △ 102,429

Ⅱ　指定正味財産増減の部

　　　当期指定正味財産増減額

　　　指定正味財産期首残高

　　　指定正味財産期末残高　

Ⅲ　正味財産期末残高 △ 47,827 △ 62,765 △ 102,429

科　目

公益目的事業会計

合　計法人会計
人間ドック
健診等事業

小　計共　通
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収収 支支 予予 算算 書書

令和 年 月 日から令和 年 月 日まで （単位：千円）

ⅤⅤ 令令和和６６年年度度予予算算

収益事業等会計

公益１ 公益２ 公益３

健康診断・
調査研究事業

援護福祉事業
健康教育・

子育て支援事業

Ⅰ　一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

　　(1) 経常収益

　　　　基本財産運用益

　　　　特定資産運用益

　　　　事業収益

　　　　受取寄付金

　　　　雑収益

　　　　経常収益計

　　(2) 経常費用

　　　　事業費

　　　　管理費

　　　　経常費用計

　　　当期経常増減額 △ 70,806 △ 7,226 △ 9,431 △ 87,463 △ 20,557 △ 4,845 △ 112,865

　２．経常外増減の部

　　(1) 経常外収益

　　　　経常外収益計

　　(2) 経常外費用

　　　　固定資産除却損

　　　　経常外費用計

　　　　当期経常外増減額 △ 32 △ 32 △ 8 △ 40

　　　他会計振替前
　　　当期一般正味財産増減額

△ 70,838 △ 7,226 △ 9,431 △ 87,495 △ 20,565 △ 4,845 △ 112,905

　　　　他会計振替額

　　　税引前
　　　当期一般正味財産増減額

△ 70,838 △ 7,226 △ 9,431 △ 87,495 △ 20,565 △ 4,845 △ 112,905

　　　　法人税、住民税及び事業税

　　　当期一般正味財産増減額 △ 70,838 △ 7,226 △ 9,431 △ 87,495 △ 20,565 △ 4,916 △ 112,976

　　　一般正味財産期首残高 △ 40,601 △ 53,334 △ 97,513

　　　一般正味財産期末残高 △ 47,827 △ 62,765 △ 102,429

Ⅱ　指定正味財産増減の部

　　　当期指定正味財産増減額

　　　指定正味財産期首残高

　　　指定正味財産期末残高　

Ⅲ　正味財産期末残高 △ 47,827 △ 62,765 △ 102,429

科　目

公益目的事業会計

合　計法人会計
人間ドック
健診等事業

小　計共　通

１１ 健健康康診診断断事事業業

被爆者健康診断

原爆被爆者の健康管理のため、広島県・広島市及び島根県、大阪府、東京都、山口県の委託を

受けて、原子爆弾被爆者に対する援護に関する法律に基づく原爆被爆者の健康診断を行っている。

検査項目は下表のとおりである。

健診種別及び検査項目（令和５年度）

種 別 検 査 項 目

一般検査
問診等・ＣＲＰ検査・血液一般検査・尿検査・血圧測定

※医師が必要と認める場合、肝機能検査、ヘモグロビン 検査

精密検査 血液生化学検査・心電図検査・各種画像検査・運動器の検査等

が ん 検 診

胃 が ん 検 診 問診・胃部Ｘ線撮影 又は 胃内視鏡検査

肺 が ん 検 診 問診・胸部Ｘ線撮影、喀痰細胞診検査

乳 が ん 検 診 問診、マンモグラフィによる画像診断

子 宮 が ん 検 診 問診・視診、内診、細胞診（頸部）

多発性骨髄腫検診 問診・血液検査（血清蛋白分画検査）

大 腸 が ん 検 診 問診・便潜血二日法

骨粗鬆症検診 問診・骨塩定量検査（ＤＥＸＡ法）

一般検査は、毎年、前期・後期の２回行う定期健康診断のほかに、年２回を限度として申請によ

る健康診断が受診できる。一般検査の結果、必要があると認められた場合に、精密検査を実施する。

また、申請による健康診断のうち１回をがん検診として受診できる。

ア 被爆者一般・精密検査の実施

被爆者一般検査・精密検査は、広島市健康づくりセンターでの施設健診のほか、市内の公民

館、集会所での出張健診を実施している。

広島市健康づくりセンターでは、毎月第 ・第 土曜日及び第 ・第 日曜日の休日にも健診

を実施（ 月及び 月の土曜日及び日曜日は 月の第 日曜日を除き実施しない。）しており、

出張健診は年間 回の日曜健診を実施している。被爆者一般・精密検査の年度別実施状況は表

のとおりである。

ⅥⅥ 令令和和 年年度度事事業業実実績績
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表１ 一般・精密検査の年度別実施状況 （単位：人，％）

年 度
＊ 手帳更新

年度

一般検査 精密検査

受診件数（Ｂ）

精検受診率

（Ｂ） （Ａ） ％

一般及び精密検査

延べ受診件数受診件数（Ａ） 要精検者数

昭和

平成元

令和元
◎

◎

－
－
－
－
－
－

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※ 精密検査受診者数が一般検査受診者数より多いのは、一般検査を他の医療機関で受診し、精密検査のみ本協議会で実施した人数を含んでいるためである。

◎ 新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響により、受診者数が減少している。

（単位：人）

年　齢 男　性 女　性 計

（歳） (％) (％) (％)

76～79

80～89

90～

計

（単位：日，人）

日数 受診者数 日数 受診者数 日数 受診者数

△ 152

△ 130

区　分

施設健診

出張健診

計

令和5年度（A） 令和4年度（B） 比較増減（A）－（B）

（単位：日，人，％）

日数 対象者数 受診者数 受診率 日数 対象者数* 受診者数 受診率 日数 対象者数 受診者数

中 区 △ 442 △ 28

東 区 △ 3 △ 389 △ 39

南 区 △ 577 △ 17

西 区 △ 201 △ 14

安 佐 南 区 △ 3

安 佐 北 区

安 芸 区 △ 118 △ 116

佐 伯 区 △ 1

計 △ 645

（対象者数は、年間の延べ被爆者健診通知数）

区　分
令和5年度（A） 令和4年度（B） 比較増減（Ａ）－（Ｂ）

イ 令和 年度被爆者一般・精密検査実施状況

令和 年度の一般検査の受診者数は 人、精密検査の受診者は 人であった。詳細

は以下のとおりである。

ｱ 一般検査

令和 年 月 日から令和 年 月 日までの 年間の当施設及び延 回の出張健診

会場での一般検査受診者延数は表２ａ・ｂに示すとおり、男性 人、女性 人、計

人で、前年度との比較では 人の減少 男性 人増加、女性 人減少 である。年

齢構成は、男性、女性ともに 歳代がピークとなっている。平均年齢±標準偏差は男性

± 歳、女性 ± 歳、全体では ± 歳である。健診会場別に受診者をみる

と、施設は 人 ％ 、出張健診会場は 人 ％ であり、前年度に比し、施設健

診は 人の減少、出張健診は 人の増加である。

出張健診の区別の受診状況は表２ｃに示すとおり、受診率は安芸区が ％と最も高く、

次いで安佐北区 ％、佐伯区 ％であり、全体では ％である。

表２ 被爆者 一般検査

ａ 受診者数

ｂ 健診会場別実施状況

ｃ 出張健診区別実施状況
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表１ 一般・精密検査の年度別実施状況 （単位：人，％）

年 度
＊ 手帳更新

年度

一般検査 精密検査

受診件数（Ｂ）

精検受診率

（Ｂ） （Ａ） ％

一般及び精密検査

延べ受診件数受診件数（Ａ） 要精検者数

昭和

平成元

令和元
◎

◎

－
－
－
－
－
－

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※ 精密検査受診者数が一般検査受診者数より多いのは、一般検査を他の医療機関で受診し、精密検査のみ本協議会で実施した人数を含んでいるためである。

◎ 新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響により、受診者数が減少している。

（単位：人）

年　齢 男　性 女　性 計

（歳） (％) (％) (％)

76～79

80～89

90～

計

（単位：日，人）

日数 受診者数 日数 受診者数 日数 受診者数

△ 152

△ 130

区　分

施設健診

出張健診

計

令和5年度（A） 令和4年度（B） 比較増減（A）－（B）

（単位：日，人，％）

日数 対象者数 受診者数 受診率 日数 対象者数* 受診者数 受診率 日数 対象者数 受診者数

中 区 △ 442 △ 28

東 区 △ 3 △ 389 △ 39

南 区 △ 577 △ 17

西 区 △ 201 △ 14

安 佐 南 区 △ 3

安 佐 北 区

安 芸 区 △ 118 △ 116

佐 伯 区 △ 1

計 △ 645

（対象者数は、年間の延べ被爆者健診通知数）

区　分
令和5年度（A） 令和4年度（B） 比較増減（Ａ）－（Ｂ）

イ 令和 年度被爆者一般・精密検査実施状況

令和 年度の一般検査の受診者数は 人、精密検査の受診者は 人であった。詳細

は以下のとおりである。

ｱ 一般検査

令和 年 月 日から令和 年 月 日までの 年間の当施設及び延 回の出張健診

会場での一般検査受診者延数は表２ａ・ｂに示すとおり、男性 人、女性 人、計

人で、前年度との比較では 人の減少 男性 人増加、女性 人減少 である。年

齢構成は、男性、女性ともに 歳代がピークとなっている。平均年齢±標準偏差は男性

± 歳、女性 ± 歳、全体では ± 歳である。健診会場別に受診者をみる

と、施設は 人 ％ 、出張健診会場は 人 ％ であり、前年度に比し、施設健

診は 人の減少、出張健診は 人の増加である。

出張健診の区別の受診状況は表２ｃに示すとおり、受診率は安芸区が ％と最も高く、

次いで安佐北区 ％、佐伯区 ％であり、全体では ％である。

表２ 被爆者 一般検査

ａ 受診者数

ｂ 健診会場別実施状況

ｃ 出張健診区別実施状況

－ 19 －



（単位：人）

(％) (％) (％)

76～79

80～89

90～

計

計

受診者数 
要精検者数

年　齢

（歳）

男　性

受診者数 
要精検者数

女　性

受診者数 
要精検者数

（単位：人）

年　齢

（歳） (％) (％) (％)

76～79

80～89

90～

計

男　性 女　性 計

（単位：人，％）

受診率 受診率 受診率

76～79

80～89

90～

計

年　齢

（歳）

男　性 女　性

精検受診者数
要精検者数 要精検者数 

精検受診者数
要精検者数 

精検受診者数

計

ｄ 要精検率

ｲ  精密検査

令和 年度の精密検査受診者延数は表３ａに示すとおり、男性 人、女性 人、

計 人であり、前年度に比し男性は 人の増加、女性は 人の減少、全体では

人減少している。

精密検査受診者に対して実施した主な検査項目は表３ｃに示すとおり、白血球分類が最も

多く、次に、肝機能検査、血糖検査、心電図、 、 、 の順である。

健診（検診）や精密検査の結果、何らかの疾病を有し、これに対して治療の必要な者を要

治療者とし、経過観察、追加検査及び食生活指導の必要な者を要経過観察者として、これら

の精密検査受診者に対する比率をみたのが表３ｄ・ｅである。要治療者については、男性で

は高血圧、脂質異常症、糖尿病の順に多くみられ、女性では高血圧、脂質異常症、骨粗鬆症

の順である。要経過観察者についてみると、男性では高血糖、動脈硬化症、脂質異常症の順

に多くみられ、女性では、脂質異常症、高血糖、動脈硬化症の順である。

表３ 被爆者 精密検査

ａ 受診者数

ｂ 要精検者に対する精密検査受診率
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（単位：人）

(％) (％) (％)

76～79

80～89

90～

計

計

受診者数 
要精検者数

年　齢

（歳）

男　性

受診者数 
要精検者数

女　性

受診者数 
要精検者数

（単位：人）

年　齢

（歳） (％) (％) (％)

76～79

80～89

90～

計

男　性 女　性 計

（単位：人，％）

受診率 受診率 受診率

76～79

80～89

90～

計

年　齢

（歳）

男　性 女　性

精検受診者数
要精検者数 要精検者数 

精検受診者数
要精検者数 

精検受診者数

計

ｄ 要精検率

ｲ  精密検査

令和 年度の精密検査受診者延数は表３ａに示すとおり、男性 人、女性 人、

計 人であり、前年度に比し男性は 人の増加、女性は 人の減少、全体では

人減少している。

精密検査受診者に対して実施した主な検査項目は表３ｃに示すとおり、白血球分類が最も

多く、次に、肝機能検査、血糖検査、心電図、 、 、 の順である。

健診（検診）や精密検査の結果、何らかの疾病を有し、これに対して治療の必要な者を要

治療者とし、経過観察、追加検査及び食生活指導の必要な者を要経過観察者として、これら

の精密検査受診者に対する比率をみたのが表３ｄ・ｅである。要治療者については、男性で

は高血圧、脂質異常症、糖尿病の順に多くみられ、女性では高血圧、脂質異常症、骨粗鬆症

の順である。要経過観察者についてみると、男性では高血糖、動脈硬化症、脂質異常症の順

に多くみられ、女性では、脂質異常症、高血糖、動脈硬化症の順である。

表３ 被爆者 精密検査

ａ 受診者数

ｂ 要精検者に対する精密検査受診率

（単位：件）

検査項目 実施件数 検査項目 実施件数

白 血 球 分 類 甲 状 腺 超 音 波 検 査

肝 機 能 検 査 Ｍ Ｒ Ｉ

血 糖 検 査 眼 底 検 査

心 電 図 心 臓 超 音 波 検 査

ＴＳＨ（ＣＬＥＩＡ） 胃 内 視 鏡 検 査

Ｆ ｅ ｅ Ｔ Ｆ ｅ ｅ Ｔ

Ｃ Ａ Ｖ Ｉ 大 腸 内 視 鏡 検 査

頸 動 脈 超 音 波 検 査 尿 沈 査

Ｃ Ｔ スパイロメトリー検査※

抗 Ｔ Ｐ Ｏ 抗 体 ブ ド ウ 糖 負 荷 試 験

腹 部 超 音 波 検 査 免 疫 グ ロ ブ リ ン

※　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点より、令和2年4月16日より検査を中止している。

ｃ 精密検査における主な検査項目と実施件数
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（単位：件）

例数 (％) 例数 (％) 例数 (％)

感 染 症 そ の 他

胃 癌

肺 癌

多 発 性 骨 髄 腫

結 腸 ・ 直 腸 癌

乳 癌

前 立 腺 癌

膀 胱 癌

甲 状 腺 癌

食 道 癌

そ の 他

良 性 新 生 物 そ の 他

糖 尿 病

甲 状 腺 腫

甲 状 腺 機 能 低 下 症

甲 状 腺 機 能 亢 進 症

脂 質 異 常 症

高 尿 酸 血 症

そ の 他

貧 血

そ の 他

パ ー キ ン ソ ン

そ の 他

高 血 圧

高 血 圧 性 心 疾 患

虚 血 性 心 疾 患

そ の 他 の 心 疾 患

脳 血 管 障 害

動 脈 硬 化 症

そ の 他 の 循 環 器 疾 患

肺 炎

慢 性 気 管 支 炎

喘 息

肺 気 腫

肺 線 維 症

そ の 他

胃 潰 瘍

十 二 指 腸 潰 瘍

肝 機 能 障 害

そ の 他

腎 炎

腎 不 全

前 立 腺 肥 大

尿 路 感 染 症

そ の 他

リ ウ マ チ 様 関 節 炎

骨 粗 鬆 症

そ の 他

そ の 他 そ の 他

総被検者数

皮 膚 ・ 筋 骨 格 系

疾 患

消化器疾患

泌 尿 ・ 生 殖 器

疾 患

呼 吸 器 疾 患

血 液 疾 患

精 神 障 害 ・

神 経 感 覚 器 疾 患

内 分 泌 ・ 代 謝

疾 患

循 環 器 疾 患

疾病区分 病　名
男　性 女　性 計

悪性新生物
（ 治療中・経過観察を含む）

ｄ 要治療者の疾病分類
（単位：件）

例数 (％) 例数 (％) 例数 (％)

陳 旧 性 肺 結 核

そ の 他

多 発 性 骨 髄 腫

その他の悪性新生物

その他の良性新生物

高 血 糖

甲 状 腺 腫

その他の内分泌疾患

脂 質 異 常 症

そ の 他 の 代 謝 疾 患

貧 血

そ の 他

精 神 障 害

神 経 感 覚 器 疾 患

高 血 圧

高 血 圧 性 心 疾 患

虚 血 性 心 疾 患

そ の 他 の 心 疾 患

脳 血 管 障 害

動 脈 硬 化 症

その他の循環器疾患

喘 息

肺 気 腫

肺 線 維 症

そ の 他

胃 炎

胃 ポ リ ー プ

肝 機 能 障 害

そ の 他

腎 炎

血 尿

蛋 白 尿

尿 糖

そ の 他

皮 膚 疾 患

リ ウ マ チ 様 関 節 炎

骨 粗 鬆 症

その他の骨関節疾患

そ の 他 そ の 他

皮 膚 ・ 筋 骨 格系

疾 患

総被検者数

消 化 器 疾 患

泌 尿 ・ 生 殖 器

疾 患

循 環 器 疾 患

呼 吸 器 疾 患

血 液 疾 患

精 神 障 害 ・

神経感覚器疾患

新 生 物

内 分 泌 ・ 代 謝

疾 患

疾病区分 病　名
男　性 女　性 計

感 染 症

ｅ 要経過観察者の疾病分類
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（単位：件）

例数 (％) 例数 (％) 例数 (％)

感 染 症 そ の 他

胃 癌

肺 癌

多 発 性 骨 髄 腫

結 腸 ・ 直 腸 癌

乳 癌

前 立 腺 癌

膀 胱 癌

甲 状 腺 癌

食 道 癌

そ の 他

良 性 新 生 物 そ の 他

糖 尿 病

甲 状 腺 腫

甲 状 腺 機 能 低 下 症

甲 状 腺 機 能 亢 進 症

脂 質 異 常 症

高 尿 酸 血 症

そ の 他

貧 血

そ の 他

パ ー キ ン ソ ン

そ の 他

高 血 圧

高 血 圧 性 心 疾 患

虚 血 性 心 疾 患

そ の 他 の 心 疾 患

脳 血 管 障 害

動 脈 硬 化 症

そ の 他 の 循 環 器 疾 患

肺 炎

慢 性 気 管 支 炎

喘 息

肺 気 腫

肺 線 維 症

そ の 他

胃 潰 瘍

十 二 指 腸 潰 瘍

肝 機 能 障 害

そ の 他

腎 炎

腎 不 全

前 立 腺 肥 大

尿 路 感 染 症

そ の 他

リ ウ マ チ 様 関 節 炎

骨 粗 鬆 症

そ の 他

そ の 他 そ の 他

総被検者数

皮 膚 ・ 筋 骨 格 系

疾 患

消化器疾患

泌 尿 ・ 生 殖 器

疾 患

呼 吸 器 疾 患

血 液 疾 患

精 神 障 害 ・

神 経 感 覚 器 疾 患

内 分 泌 ・ 代 謝

疾 患

循 環 器 疾 患

疾病区分 病　名
男　性 女　性 計

悪性新生物
（ 治療中・経過観察を含む）

ｄ 要治療者の疾病分類
（単位：件）

例数 (％) 例数 (％) 例数 (％)

陳 旧 性 肺 結 核

そ の 他

多 発 性 骨 髄 腫

その他の悪性新生物

その他の良性新生物

高 血 糖

甲 状 腺 腫

その他の内分泌疾患

脂 質 異 常 症

そ の 他 の 代 謝 疾 患

貧 血

そ の 他

精 神 障 害

神 経 感 覚 器 疾 患

高 血 圧

高 血 圧 性 心 疾 患

虚 血 性 心 疾 患

そ の 他 の 心 疾 患

脳 血 管 障 害

動 脈 硬 化 症

その他の循環器疾患

喘 息

肺 気 腫

肺 線 維 症

そ の 他

胃 炎

胃 ポ リ ー プ

肝 機 能 障 害

そ の 他

腎 炎

血 尿

蛋 白 尿

尿 糖

そ の 他

皮 膚 疾 患

リ ウ マ チ 様 関 節 炎

骨 粗 鬆 症

その他の骨関節疾患

そ の 他 そ の 他

皮 膚 ・ 筋 骨 格系

疾 患

総被検者数

消 化 器 疾 患

泌 尿 ・ 生 殖 器

疾 患

循 環 器 疾 患

呼 吸 器 疾 患

血 液 疾 患

精 神 障 害 ・

神経感覚器疾患

新 生 物

内 分 泌 ・ 代 謝

疾 患

疾病区分 病　名
男　性 女　性 計

感 染 症

ｅ 要経過観察者の疾病分類
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ウ 被爆者がん検診等の実施

被爆者がん検診 胃がん・肺がん・乳がん・子宮がん・多発性骨髄腫 は、被爆者の高齢化に伴

う健康不安の増大等に対し、健康不安を解消するとともに健康管理の充実を図るため、昭和

年度から原子爆弾被爆者の医療等に関する法律（平成 年、原子爆弾被爆者に対する援護に関

する法律に移行）に基づく被爆者健康診断の一環として導入されたものである。これは希望に

よる健康診断 回のうち 回をがん検診として受診できることになっている。

平成 年度から、胃がん・肺がん・乳がん・子宮がん検診を安佐南区、安佐北区及び安芸区

を除く出張健診会場で実施し、平成 年度から安芸区、平成 年度から安佐南区、安佐北区の

出張健診会場においても実施している。

平成 年度から大腸がん検診を実施し、平成 年度から広島市の施策として骨粗鬆症検診を

施設において実施している。

平成 年度から、乳がん検診に乳房Ｘ線検査（マンモグラフィ）が必須項目となった。

平成 年 月から、胃がん検診は胃部Ⅹ線検査か胃内視鏡検査を選択できるようになった。

平成 年度から、乳がん検診の視触診を廃止。

被爆者がん検診等の推移は表４、被爆者がん検診等の年度別実施状況は表５に示すとおりで

ある。

表４ 被爆者がん検診等の推移

検診会場

検診

施設検診

出 張 検 診

中区・東区・南

区・西区・佐伯区
安 芸 区

安佐南区

安佐北区

胃 が ん 検 診

昭和 年 月～
平成 年 月～ 平成 年 月～ 平成 年 月～

肺 が ん 検 診

乳 が ん 検 診

子 宮 が ん 検 診

多発性骨髄腫検診 昭和 年 月～

大 腸 が ん 検 診 平成 年 月～ 平成 年 月～

骨 粗 鬆 症 検 診 平成 年 月～
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ウ 被爆者がん検診等の実施

被爆者がん検診 胃がん・肺がん・乳がん・子宮がん・多発性骨髄腫 は、被爆者の高齢化に伴

う健康不安の増大等に対し、健康不安を解消するとともに健康管理の充実を図るため、昭和

年度から原子爆弾被爆者の医療等に関する法律（平成 年、原子爆弾被爆者に対する援護に関

する法律に移行）に基づく被爆者健康診断の一環として導入されたものである。これは希望に

よる健康診断 回のうち 回をがん検診として受診できることになっている。

平成 年度から、胃がん・肺がん・乳がん・子宮がん検診を安佐南区、安佐北区及び安芸区

を除く出張健診会場で実施し、平成 年度から安芸区、平成 年度から安佐南区、安佐北区の

出張健診会場においても実施している。

平成 年度から大腸がん検診を実施し、平成 年度から広島市の施策として骨粗鬆症検診を

施設において実施している。

平成 年度から、乳がん検診に乳房Ｘ線検査（マンモグラフィ）が必須項目となった。

平成 年 月から、胃がん検診は胃部Ⅹ線検査か胃内視鏡検査を選択できるようになった。

平成 年度から、乳がん検診の視触診を廃止。

被爆者がん検診等の推移は表４、被爆者がん検診等の年度別実施状況は表５に示すとおりで

ある。

表４ 被爆者がん検診等の推移

検診会場

検診

施設検診

出 張 検 診

中区・東区・南

区・西区・佐伯区
安 芸 区

安佐南区

安佐北区

胃 が ん 検 診

昭和 年 月～
平成 年 月～ 平成 年 月～ 平成 年 月～

肺 が ん 検 診

乳 が ん 検 診

子 宮 が ん 検 診

多発性骨髄腫検診 昭和 年 月～

大 腸 が ん 検 診 平成 年 月～ 平成 年 月～

骨 粗 鬆 症 検 診 平成 年 月～

表５ 被爆者がん検診等年度別実施状況 （単位：件）

年 度 胃がん検診※ 肺がん検診 乳がん検診
子宮がん

検 診

多発性骨髄

腫 検 診

大腸がん

検 診

骨粗鬆症

検 診

昭和

平成元

令和元

◎

◎

（ ）

※ 胃がん検診は、平成 年 月から、胃部Ｘ線検査か胃内視鏡検査を選択できるようになった。

内は胃内視鏡検査の受診者数 内数

◎ 新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響により、受診者数が減少している。

昭和 年度までの胃がん検診、肺がん検診と平成 年度の大腸がん検診は、広島市独自の法外援護事

業として委託を受けて実施したものであり、昭和 年度以降（大腸がん検診は平成 年度以降）は国の

制度として、広島県・広島市及び島根県、大阪府、東京都、山口県の委託を受けて実施したものである。
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（単位：人 ）

(％) (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％)

男

性

女

性

計

有所見率：有所見例数/精検受診者数×100

性

精　　検　　所　　見

胃癌 非上皮性腫瘍 その他のがん 胃腺腫 胃ポリープ 胃潰瘍 その他 正常

有所見例数

（単位：人 ）

(％) (％) (％) (％) (％) (％)

要精検率：要精検者数/受診者数×100 精検受診率：精検受診者数/要精検者数×100

男　　　　性 女　　　　性

精検受診者数要精検者数
受診者数受診者数 受診者数

計

精検受診者数要精検者数精検受診者数要精検者数

（単位：人 ）

(％) (％) (％) (％) (％) (％)

要精検率：要精検者数/受診者数×100 精検受診率：精検受診者数/要精検者数×100

受診者数
要精検者数 精検受診者数

男　　　　性 女　　　　性 計

受診者数
要精検者数 精検受診者数

受診者数
要精検者数 精検受診者数

エ 令和４年度被爆者がん検診等実施状況 令和 年 月末までの追跡調査の結果

令和 年度の時点で被爆者対象年齢は 歳以上である。

ｱ  胃がん検診

胃がん検診の胃部Ｘ線検査における受診者数は表６ａに示すとおり、男性 人、女性

人、計 人である。要精検率は男性 ％、女性 ％、計 ％、精検受診率はいずれ

も ％である。要精検率は女性に比し男性がやや高率である。

精検結果は表６ｂに示すとおりである。胃部Ｘ線検査では、有所見率は男性 ％、女

性 ％である。主な所見の内訳は、胃潰瘍 ％、胃ポリープ ％、非上皮性腫瘍

％、胃癌 ％である。

胃がん検診の胃内視鏡検査における受診者数は表６ａに示すとおり、男性 人、女性

人、計 人である。

精検結果は表６ｂに示すとおり、有所見率は男性 ％、女性 ％、計 ％であ

り、男性が女性よりやや高率である。主な所見の内訳は、非上皮性腫瘍 ％、胃癌 ％、

その他のがん ％である。

令和 年度新たに発見された胃癌症例は、表６ｃに示すとおりである。胃部Ｘ線検査で

は、胃癌症例は男性 例、女性 例、計 例である。胃癌発見率は男性 ％、女性 ％、

計 ％、陽性反応的中度はそれぞれ ％、 ％、 ％である。

胃内視鏡検査では、胃癌症例は男性 例、女性 例、計 例である。胃癌発見率は男性

％、女性 ％、計 ％である。

表６ 被爆者 胃がん検診

ａ 受診者数，要精検者数および精検受診者数

胃部Ｘ線検査

胃内視鏡検査

ｂ 精検結果

胃部Ｘ線検査

－ 26 －



（単位：人 ）

(％) (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％)

男

性

女

性

計

有所見率：有所見例数/精検受診者数×100

性

精　　検　　所　　見

胃癌 非上皮性腫瘍 その他のがん 胃腺腫 胃ポリープ 胃潰瘍 その他 正常

有所見例数

（単位：人 ）

(％) (％) (％) (％) (％) (％)

要精検率：要精検者数/受診者数×100 精検受診率：精検受診者数/要精検者数×100

男　　　　性 女　　　　性

精検受診者数要精検者数
受診者数受診者数 受診者数

計

精検受診者数要精検者数精検受診者数要精検者数

（単位：人 ）

(％) (％) (％) (％) (％) (％)

要精検率：要精検者数/受診者数×100 精検受診率：精検受診者数/要精検者数×100

受診者数
要精検者数 精検受診者数

男　　　　性 女　　　　性 計

受診者数
要精検者数 精検受診者数

受診者数
要精検者数 精検受診者数

エ 令和４年度被爆者がん検診等実施状況 令和 年 月末までの追跡調査の結果

令和 年度の時点で被爆者対象年齢は 歳以上である。

ｱ  胃がん検診

胃がん検診の胃部Ｘ線検査における受診者数は表６ａに示すとおり、男性 人、女性

人、計 人である。要精検率は男性 ％、女性 ％、計 ％、精検受診率はいずれ

も ％である。要精検率は女性に比し男性がやや高率である。

精検結果は表６ｂに示すとおりである。胃部Ｘ線検査では、有所見率は男性 ％、女

性 ％である。主な所見の内訳は、胃潰瘍 ％、胃ポリープ ％、非上皮性腫瘍

％、胃癌 ％である。

胃がん検診の胃内視鏡検査における受診者数は表６ａに示すとおり、男性 人、女性

人、計 人である。

精検結果は表６ｂに示すとおり、有所見率は男性 ％、女性 ％、計 ％であ

り、男性が女性よりやや高率である。主な所見の内訳は、非上皮性腫瘍 ％、胃癌 ％、

その他のがん ％である。

令和 年度新たに発見された胃癌症例は、表６ｃに示すとおりである。胃部Ｘ線検査で

は、胃癌症例は男性 例、女性 例、計 例である。胃癌発見率は男性 ％、女性 ％、

計 ％、陽性反応的中度はそれぞれ ％、 ％、 ％である。

胃内視鏡検査では、胃癌症例は男性 例、女性 例、計 例である。胃癌発見率は男性

％、女性 ％、計 ％である。

表６ 被爆者 胃がん検診

ａ 受診者数，要精検者数および精検受診者数

胃部Ｘ線検査

胃内視鏡検査

ｂ 精検結果

胃部Ｘ線検査

（単位：人 ）

(％) (％) 発見率(％) 陽性反応的中度(％)

 2.0㎞以内直接被爆群

 2.1㎞以上直接被爆群

入   市 ・ 他   群

計

 2.0㎞以内直接被爆群

 2.1㎞以上直接被爆群

入   市 ・ 他   群

計

 2.0㎞以内直接被爆群

 2.1㎞以上直接被爆群

入   市 ・ 他   群

計

要精検率：要精検者数/受診者数×100 精検受診率：精検受診者数/要精検者数×100

発見率：がん症例数/受診者数×100 陽性反応的中度：がん症例数/要精検者数×100

計

男

性

女

性

性 被 曝 状 況 受診者数
要精検者数 精検受診者数 胃癌症 例

（単位：人 ）

(％) (％) 発見率(％) 陽性反応的中度(％)

 2.0㎞以内直接被爆群

 2.1㎞以上直接被爆群

入   市 ・ 他   群

計

 2.0㎞以内直接被爆群

 2.1㎞以上直接被爆群

入   市 ・ 他   群

計

 2.0㎞以内直接被爆群

 2.1㎞以上直接被爆群

入   市 ・ 他   群

計

要精検率：要精検者数/受診者数×100 精検受診率：精検受診者数/要精検者数×100

発見率：がん症例数/受診者数×100 陽性反応的中度：がん症例数/要精検者数×100

計

男

性

女

性

性 被 曝 状 況 受診者数
要精検者数 精検受診者数 胃癌症 例

（単位：人 ）

(％) (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％)

男

性

女

性

計

有所見率：有所見例数/受診者数×100

性 受診者数

精　　検　　所　　見 有所見例数

胃癌 非上皮性腫瘍 その他のがん 胃腺腫 胃ポリープ 胃潰瘍 その他 正常

胃内視鏡検査

ｃ 被爆状況別に見た胃癌発見率

胃部Ｘ線検査

胃内視鏡検査

ｲ  肺がん検診

肺がん検診の受診者数は表７ａに示すとおり、男性 人、女性 人、計 人で

ある。要精検率は男性 ％、女性 ％、計 ％、精検受診率はそれぞれ ％、 ％、

％である。

精検結果は表７ｂに示すとおり、有所見率は男性 ％、女性 ％、計 ％で男性

が女性に比し高率である。主な所見の内訳は、肺気腫 ％、肺線維症 ％、肺炎 ％、

肺癌 ％、である。
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(単位：人)

(％) (％) 発見率(％) 陽性反応的中度(％)

 2.0㎞以内直接被爆群

 2.1㎞以上直接被爆群

入   市 ・ 他   群

計

 2.0㎞以内直接被爆群

 2.1㎞以上直接被爆群

入   市 ・ 他   群

計

 2.0㎞以内直接被爆群

 2.1㎞以上直接被爆群

入   市 ・ 他   群

計

要精検率：要精検者数/受診者数×100 精検受診率：精検受診者数/要精検者数×100

発見率：症例数/受診者数×100 陽性反応的中度：癌症例数/要精検者数×100

肺 癌 症 例

男

性

女

性

性 被 爆 状 況
要精検者数

計

精検受診者数
受診者数

（単位：人 ）

(％) (％) (％) (％) (％) (％)

要精検率：要精検者数/受診者数×100 精検受診率：精検受診者数/要精検者数×100

要精検者数 精検受診者数

計

受診者数

男　　　　性 女　　　　性

受診者数
要精検者数 精検受診者数

受診者数
要精検者数 精検受診者数

(％) (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％)

男

性

女

性

計

有所見率：有所見例数/精検受診者数×100

（単位：人 ）

性

精　　検　　所　　見
有所見例数

肺癌 縦隔腫瘍 非結核性抗酸菌症 肺　炎 肺気腫 肺線維症 その他 正常

令和 年度新たに発見された肺癌症例は表７ｃに示すとおり、男性 例、女性 例、計

例である。肺癌発見率は男性 ％、女性 ％、計 ％であり、陽性反応的中度はそれ

ぞれ ％、 ％、 ％である。

表７ 被爆者 肺がん検診

受診者数，要精検者数および精検受診者数

ｂ 精検結果

ｃ 被爆状況別に見た肺癌発見率

ｳ  乳がん検診

乳がん検診の受診者数は表８ａに示すとおり、 人である。要精検率は ％、精検受

診率は ％である。

精検結果は表８ｂに示すとおり、有所見率は ％である。主な所見の内訳は、その他の

良性疾患 ％、良性腫瘍 ％、早期乳癌 ％である。

令和 年度新たに発見された乳癌症例は表８ｃに示すとおり、 例である。乳癌発見率は

％であり、陽性反応的中度は ％である。
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(単位：人)

(％) (％) 発見率(％) 陽性反応的中度(％)

 2.0㎞以内直接被爆群

 2.1㎞以上直接被爆群

入   市 ・ 他   群

計

 2.0㎞以内直接被爆群

 2.1㎞以上直接被爆群

入   市 ・ 他   群

計

 2.0㎞以内直接被爆群

 2.1㎞以上直接被爆群

入   市 ・ 他   群

計

要精検率：要精検者数/受診者数×100 精検受診率：精検受診者数/要精検者数×100

発見率：症例数/受診者数×100 陽性反応的中度：癌症例数/要精検者数×100

肺 癌 症 例

男

性

女

性

性 被 爆 状 況
要精検者数

計

精検受診者数
受診者数

（単位：人 ）

(％) (％) (％) (％) (％) (％)

要精検率：要精検者数/受診者数×100 精検受診率：精検受診者数/要精検者数×100

要精検者数 精検受診者数

計

受診者数

男　　　　性 女　　　　性

受診者数
要精検者数 精検受診者数

受診者数
要精検者数 精検受診者数

(％) (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％)

男

性

女

性

計

有所見率：有所見例数/精検受診者数×100

（単位：人 ）

性

精　　検　　所　　見
有所見例数

肺癌 縦隔腫瘍 非結核性抗酸菌症 肺　炎 肺気腫 肺線維症 その他 正常

令和 年度新たに発見された肺癌症例は表７ｃに示すとおり、男性 例、女性 例、計

例である。肺癌発見率は男性 ％、女性 ％、計 ％であり、陽性反応的中度はそれ

ぞれ ％、 ％、 ％である。

表７ 被爆者 肺がん検診

受診者数，要精検者数および精検受診者数

ｂ 精検結果

ｃ 被爆状況別に見た肺癌発見率

ｳ  乳がん検診

乳がん検診の受診者数は表８ａに示すとおり、 人である。要精検率は ％、精検受

診率は ％である。

精検結果は表８ｂに示すとおり、有所見率は ％である。主な所見の内訳は、その他の

良性疾患 ％、良性腫瘍 ％、早期乳癌 ％である。

令和 年度新たに発見された乳癌症例は表８ｃに示すとおり、 例である。乳癌発見率は

％であり、陽性反応的中度は ％である。

(％) (％)

要精検率：要精検者数/受診者数×100

精検受診率：精検受診者数/要精検者数×100

受診者数
要精検者数 精検受診者数

（単位：人 ）

（単位：人 ）

(％) (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％)

有所見率：有所見例数/精検受診者数×100

有所見例数

精　　検　　所　　見

病期不明

良性疾患悪性腫瘍

進行期

乳癌
その他 正常その他の良性疾患

早期
良性腫瘍

（単位：人 ）

(％) (％) 発見率(％) 陽性反応的中度(％)

要精検率：要精検者数/受診者数×100 精検受診率：精検受診者数/要精検者数×100

発見率：症例数/受診者数×100 陽性反応的中度：癌症例数/要精検者数×100

計

 2.1㎞以上直接被爆群

入   市 ・ 他   群

被 爆 状 況 受診者数
要精検者数 精検受診者数 乳 癌 症 例

 2.0㎞以内直接被爆群

(％)

要精検率：要精検者数/受診者数×100

受診者数
要精検者数

（単位：人 ）

表８ 被爆者 乳がん

ａ 受診者数 要精検者数および精検受診者数

ｂ 精検結果

ｃ 被爆状況別に見た乳癌発見率

ｴ  子宮がん検診

子宮がん検診の受診者数は表９ａに示すとおり、 人である。要精検者数は 人だった。

表９ 被爆者 子宮がん

ａ 受診者数 要精検者数

ｵ  多発性骨髄腫検診

多発性骨髄腫検診の受診者数は表 ａに示すとおり、男性 人、女性 人、計

人である。要精検率は男性 ％、女性 ％、計 ％、精検受診率はそれぞれ ％、

％、 ％である。

精検結果は表 ｂに示すとおり、有所見率は男性 ％、女性 ％、計 ％であ

る。主な所見の内訳は、 ％、骨髄腫 ％、マクログロブリン血症 ％である。

表 ｃに示すとおり、令和 年度新たに発見された新規骨髄腫症例は男性 例、女性 例、

計 例である。新規骨髄腫発見率は男性 ％、女性 ％、計 ％であり、陽性反応的

中度はそれぞれ ％、 ％、 ％である。

令和 年から健診システム更新に伴い専門医のフォロー体制が変更された。
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(単位：人 ）

(％) (％) (％) (％) (％) (％)

要精検率：要精検者数/受診者数×100 精検受診率：精検受診者数/要精検者数×100

要精検者数 精検受診者数

男　　　　性 女　　　　性 計

受診者数
要精検者数 精検受診者数

受診者数
要精検者数 精検受診者数

受診者数

（単位：人 ）

(％) (％) 発見率(％) 陽性反応的中度(％)

 2.0㎞以内直接被爆群

 2.1㎞以上直接被爆群

入   市 ・ 他   群

計

 2.0㎞以内直接被爆群

 2.1㎞以上直接被爆群

入   市 ・ 他   群

計

 2.0㎞以内直接被爆群

 2.1㎞以上直接被爆群

入   市 ・ 他   群

計

今年度新たに発見された癌症例数 要精検率：要精検者数/受診者数×100

精検受診率：精検受診者数/要精検者数×100 発見率：症例数/受診者数×100

陽性反応的中度：癌症例数/要精検者数×100

新規骨髄腫症例
性 被 爆 状 況 受診者数

要精検者数 精検受診者数

女

性

男

性

計

（単位：人 ）

(％) (％) (％) (％) (％) （異常なし） (％) (％)

男

性

女

性

計

有所見率：有所見例数/精検受診者数×100

性

精　　検　　所　　見
有所見例数

骨髄腫 マクログロブリン血症 良性M蛋白血症 その他 M蛋白（-）

表 被爆者 多発性骨髄腫検診

ａ 受診者数 要精検者数および精検受診者数

ｂ 精検結果

ｃ 被爆状況別に見た多発性骨髄腫発見率

ｶ  大腸がん検診

大腸がん検診の受診者数は表 ａに示すとおり、男性 人、女性 人、計 人

である。要精検率は男性 ％、女性 ％、計 ％、精検受診率はそれぞれ ％、 ％、

％である。

精検結果は表 ｂに示すとおり、有所見率は男性 ％、女性 ％、計 ％で女

性が男性に比し高率である。主な所見の内訳は、腺腫 ％、非腫瘍性ポリープ ％、

大腸憩室 ％、大腸癌 ％である。

令和 年度新たに発見された大腸癌症例は表 ｃに示すとおり、男性 例、女性 例、計

例である。大腸癌発見率は男性 ％、女性 ％、計 ％であり、陽性反応的中度は

％、 ％、 ％である。

（単位：人 ）

(％) (％) (％) (％) (％) (％)

要精検率：要精検者数/受診者数×100 精検受診率：精検受診者数/要精検者数×100

要精検者数 精検受診者数

男　　　　性 女　　　　性 計

受診者数
要精検者数 精検受診者数

受診者数
要精検者数 精検受診者数

受診者数

（単位：人 ）

(％) (％) 発見率(％) 陽性反応的中度(％)

 2.0㎞以内直接被爆群

 2.1㎞以上直接被爆群

入   市 ・ 他   群

計

 2.0㎞以内直接被爆群

 2.1㎞以上直接被爆群

入   市 ・ 他   群

計

 2.0㎞以内直接被爆群

 2.1㎞以上直接被爆群

入   市 ・ 他   群

計

要精検率：要精検者数/受診者数×100 精検受診率：精検受診者数/要精検者数×100

発見率：症例数/受診者数×100 陽性反応的中度：癌症例数/要精検者数×100

計

女

性

男

性

性 被 爆 状 況 受診者数
要精検者数 精検受診者数 大　腸　癌　症　例

(％) (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％)

男

性

女

性

計

有所見率：有所見例数/精検受診者数×100

（単位：人 ）

性

精　　検　　所　　見
有所見例数

大 腸 癌 腺 腫 非腫瘍性ポリープ 潰瘍性大腸炎 大腸憩室 その他 正常

表 被爆者 大腸がん検診

ａ 受診者数 要精検者数および精検受診者数

ｂ 精検結果

ｃ 被爆状況別に見た大腸癌発見率
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(単位：人 ）

(％) (％) (％) (％) (％) (％)

要精検率：要精検者数/受診者数×100 精検受診率：精検受診者数/要精検者数×100

要精検者数 精検受診者数

男　　　　性 女　　　　性 計

受診者数
要精検者数 精検受診者数

受診者数
要精検者数 精検受診者数

受診者数

（単位：人 ）

(％) (％) 発見率(％) 陽性反応的中度(％)

 2.0㎞以内直接被爆群

 2.1㎞以上直接被爆群

入   市 ・ 他   群

計

 2.0㎞以内直接被爆群

 2.1㎞以上直接被爆群

入   市 ・ 他   群

計

 2.0㎞以内直接被爆群

 2.1㎞以上直接被爆群

入   市 ・ 他   群

計

今年度新たに発見された癌症例数 要精検率：要精検者数/受診者数×100

精検受診率：精検受診者数/要精検者数×100 発見率：症例数/受診者数×100

陽性反応的中度：癌症例数/要精検者数×100

新規骨髄腫症例
性 被 爆 状 況 受診者数

要精検者数 精検受診者数

女

性

男

性

計

（単位：人 ）

(％) (％) (％) (％) (％) （異常なし） (％) (％)

男

性

女

性

計

有所見率：有所見例数/精検受診者数×100

性

精　　検　　所　　見
有所見例数

骨髄腫 マクログロブリン血症 良性M蛋白血症 その他 M蛋白（-）

表 被爆者 多発性骨髄腫検診

ａ 受診者数 要精検者数および精検受診者数

ｂ 精検結果

ｃ 被爆状況別に見た多発性骨髄腫発見率

ｶ  大腸がん検診

大腸がん検診の受診者数は表 ａに示すとおり、男性 人、女性 人、計 人

である。要精検率は男性 ％、女性 ％、計 ％、精検受診率はそれぞれ ％、 ％、

％である。

精検結果は表 ｂに示すとおり、有所見率は男性 ％、女性 ％、計 ％で女

性が男性に比し高率である。主な所見の内訳は、腺腫 ％、非腫瘍性ポリープ ％、

大腸憩室 ％、大腸癌 ％である。

令和 年度新たに発見された大腸癌症例は表 ｃに示すとおり、男性 例、女性 例、計

例である。大腸癌発見率は男性 ％、女性 ％、計 ％であり、陽性反応的中度は

％、 ％、 ％である。

（単位：人 ）

(％) (％) (％) (％) (％) (％)

要精検率：要精検者数/受診者数×100 精検受診率：精検受診者数/要精検者数×100

要精検者数 精検受診者数

男　　　　性 女　　　　性 計

受診者数
要精検者数 精検受診者数

受診者数
要精検者数 精検受診者数

受診者数

（単位：人 ）

(％) (％) 発見率(％) 陽性反応的中度(％)

 2.0㎞以内直接被爆群

 2.1㎞以上直接被爆群

入   市 ・ 他   群

計

 2.0㎞以内直接被爆群

 2.1㎞以上直接被爆群

入   市 ・ 他   群

計

 2.0㎞以内直接被爆群

 2.1㎞以上直接被爆群

入   市 ・ 他   群

計

要精検率：要精検者数/受診者数×100 精検受診率：精検受診者数/要精検者数×100

発見率：症例数/受診者数×100 陽性反応的中度：癌症例数/要精検者数×100

計

女

性

男

性

性 被 爆 状 況 受診者数
要精検者数 精検受診者数 大　腸　癌　症　例

(％) (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％)

男

性

女

性

計

有所見率：有所見例数/精検受診者数×100

（単位：人 ）

性

精　　検　　所　　見
有所見例数

大 腸 癌 腺 腫 非腫瘍性ポリープ 潰瘍性大腸炎 大腸憩室 その他 正常

表 被爆者 大腸がん検診

ａ 受診者数 要精検者数および精検受診者数

ｂ 精検結果

ｃ 被爆状況別に見た大腸癌発見率
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（単位：人 ）

(％) (％) 発見率(％)

胃がん（胃部X線検査）

胃がん（内視鏡検査）

肺がん

大腸がん

胃がん（胃部X線検査）

胃がん（内視鏡検査）

肺がん

大腸がん

乳がん

子宮がん

胃がん（胃部X線検査）

胃がん（内視鏡検査）

肺がん

大腸がん

乳がん

子宮がん

要精検率：要精検者数/受診者数×100 精検受診率：精検受診者数/要精検者数×100

発見率：症例数/受診者数×100 検査により発見された悪性腫瘍の数

女

性

　がん症例要精検者数 精検受診者数
性 検査種 受診者数

男

性

計

（単位：人 ）

(％)

男

性

女

性

計

有所見率：有所見例数/受診者数×100

軽　度 中等度 高　度
計

性 受診者数

測　定　結　果

減少なし

減少あり

ｷ 被爆者がん検診別に見たがん発見率

被爆者の 大がん 胃・肺・大腸・乳・子宮 検診別に見た発見率を表 に示す。子宮がん

は ％であったが、胃がん 胃部Ｘ線検査 は ％、胃がん 胃内視鏡検査 は ％、肺

がんは ％、大腸がんは ％、乳がんは ％である。

表 被爆者 がん検診別に見たがん発見率

ｸ 骨粗鬆症検診

骨粗鬆症検診は、高齢化に伴う寝たきり被爆者が増加している現状に鑑み、その要員の一

つである骨折を予防し、寝たきりを防止するために、広島市独自の施策として平成 年 月

より実施されている。

令和 年度の受診者数は表 ａに示すとおり、男性 人、女性 人、計 人

である。

骨量の「減少あり」と判定された有所見率は男性 ％、女性 ％、計 ％である。

女性が男性に比して高率であった。被爆状況別にみた結果を表 ｂに示す。

表 被爆者 骨粗鬆症検診

ａ 受診者数および結果

（単位：人 ）

(％)

 2.0㎞以内直接被爆群

 2.1㎞以上直接被爆群

入   市 ・ 他   群

計

 2.0㎞以内直接被爆群

 2.1㎞以上直接被爆群

入   市 ・ 他   群

計

 2.0㎞以内直接被爆群

 2.1㎞以上直接被爆群

入   市 ・ 他   群

計

有所見率：有所見例数/受診者数×100

女

性

計

減少あり

軽　度 中等度 高　度
計

男

性

性 被 爆 状 況 受診者数

測　定　結　果

減少なし

ｂ 被爆状況別に見た骨密度測定結果

－ 32 －



（単位：人 ）

(％) (％) 発見率(％)

胃がん（胃部X線検査）

胃がん（内視鏡検査）

肺がん

大腸がん

胃がん（胃部X線検査）

胃がん（内視鏡検査）

肺がん

大腸がん

乳がん

子宮がん

胃がん（胃部X線検査）

胃がん（内視鏡検査）

肺がん

大腸がん

乳がん

子宮がん

要精検率：要精検者数/受診者数×100 精検受診率：精検受診者数/要精検者数×100

発見率：症例数/受診者数×100 検査により発見された悪性腫瘍の数

女

性

　がん症例要精検者数 精検受診者数
性 検査種 受診者数

男

性

計

（単位：人 ）

(％)

男

性

女

性

計

有所見率：有所見例数/受診者数×100

軽　度 中等度 高　度
計

性 受診者数

測　定　結　果

減少なし

減少あり

ｷ 被爆者がん検診別に見たがん発見率

被爆者の 大がん 胃・肺・大腸・乳・子宮 検診別に見た発見率を表 に示す。子宮がん

は ％であったが、胃がん 胃部Ｘ線検査 は ％、胃がん 胃内視鏡検査 は ％、肺

がんは ％、大腸がんは ％、乳がんは ％である。

表 被爆者 がん検診別に見たがん発見率

ｸ 骨粗鬆症検診

骨粗鬆症検診は、高齢化に伴う寝たきり被爆者が増加している現状に鑑み、その要員の一

つである骨折を予防し、寝たきりを防止するために、広島市独自の施策として平成 年 月

より実施されている。

令和 年度の受診者数は表 ａに示すとおり、男性 人、女性 人、計 人

である。

骨量の「減少あり」と判定された有所見率は男性 ％、女性 ％、計 ％である。

女性が男性に比して高率であった。被爆状況別にみた結果を表 ｂに示す。

表 被爆者 骨粗鬆症検診

ａ 受診者数および結果

（単位：人 ）

(％)

 2.0㎞以内直接被爆群

 2.1㎞以上直接被爆群

入   市 ・ 他   群

計

 2.0㎞以内直接被爆群

 2.1㎞以上直接被爆群

入   市 ・ 他   群

計

 2.0㎞以内直接被爆群

 2.1㎞以上直接被爆群

入   市 ・ 他   群

計

有所見率：有所見例数/受診者数×100

女

性

計

減少あり

軽　度 中等度 高　度
計

男

性

性 被 爆 状 況 受診者数

測　定　結　果

減少なし

ｂ 被爆状況別に見た骨密度測定結果
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オ 原爆被爆二世健康診断の実施

原爆被爆二世の健康面での不安を除く等のために、昭和 年度から、広島市の事業として委

託を受けて健康診断を開始し、昭和 年度からは、財団法人日本公衆衛生協会の事業（国が協

会に委託している事業）、平成 年度からは国が広島県･広島市に委託している健康診断事業

を実施している。また、平成 年度からは東京都の健康診断事業もあわせて委託を受けて行っ

ている。

なお、平成 年度からは多発性骨髄腫検査も実施している。

健康診断は、被爆者の場合と同様に一般検査と精密検査になっている。

原爆被爆二世健康診断の実施状況は表 のとおりである。

表 原爆被爆二世健康診断実施状況 （単位：件，％）

年 度 一般検査 精密検査 精検受診率

昭和

平成元

年 度 一般検査 精密検査 精検受診率

令和元

カ 健康管理の推進

ｱ 悪性新生物の早期発見

広島大学大学院医系科学研究科、同原爆放射線医科学研究所、（公財）放射線影響研究所等

の協力を得て、胃がん・肺がん・乳がん・子宮がん・多発性骨髄腫・大腸がん等の悪性新生

物の早期発見に努めた。

ｲ 生活習慣病の早期発見と指導

増加傾向にある糖尿病・動脈硬化症・高血圧等の生活習慣病及び骨粗鬆症、サルコペニア、

認知症等の早期発見に努めるとともに、必要に応じて適切な保健指導及び栄養指導を行った。

キ 健康診断医療機器等の整備

次のとおり機器を更新・整備した。

・令和 年（ 年） 月 マンモグラフィ画像読影支援システム設置

ク 被爆者健康管理資料の整備

受診者に関する健診資料（カルテ、心電図所見等）を分類整理し保存するとともに、これら

健康診断の実績、結果等について諸統計を作成し、調査研究資料として整備した。

ケ 黒い雨体験者相談・支援事業の補助

広島県・広島市が国からの受託事業として実施する黒い雨体験者に対する医師・臨床心理士・

保健師による相談・支援事業について、医師等の派遣調整、相談会の日程調整及び会場の確保

などの業務を実施した。

なお、令和 年度から開始された黒い雨体験者への被爆者健康手帳の交付に伴い、本事業の

対象者数が著しく減少し、開催を予定していた巡回相談会（ 会場）及び医師等相談会（ 会

場）のいずれにも予約が入らなかったため、広島県・広島市と協議のうえ、全ての相談会を中

止した。
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カ 健康管理の推進

ｱ 悪性新生物の早期発見

広島大学大学院医系科学研究科、同原爆放射線医科学研究所、（公財）放射線影響研究所等

の協力を得て、胃がん・肺がん・乳がん・子宮がん・多発性骨髄腫・大腸がん等の悪性新生

物の早期発見に努めた。

ｲ 生活習慣病の早期発見と指導

増加傾向にある糖尿病・動脈硬化症・高血圧等の生活習慣病及び骨粗鬆症、サルコペニア、

認知症等の早期発見に努めるとともに、必要に応じて適切な保健指導及び栄養指導を行った。

キ 健康診断医療機器等の整備

次のとおり機器を更新・整備した。

・令和 年（ 年） 月 マンモグラフィ画像読影支援システム設置

ク 被爆者健康管理資料の整備

受診者に関する健診資料（カルテ、心電図所見等）を分類整理し保存するとともに、これら

健康診断の実績、結果等について諸統計を作成し、調査研究資料として整備した。

ケ 黒い雨体験者相談・支援事業の補助

広島県・広島市が国からの受託事業として実施する黒い雨体験者に対する医師・臨床心理士・

保健師による相談・支援事業について、医師等の派遣調整、相談会の日程調整及び会場の確保

などの業務を実施した。

なお、令和 年度から開始された黒い雨体験者への被爆者健康手帳の交付に伴い、本事業の

対象者数が著しく減少し、開催を予定していた巡回相談会（ 会場）及び医師等相談会（ 会

場）のいずれにも予約が入らなかったため、広島県・広島市と協議のうえ、全ての相談会を中

止した。
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＊ がん検診、結核健康診断及び骨粗鬆症検診は広島市在住者のみ

高齢者医療確保法・健康増進法等による健康診査等

ア 健康診査等の実施

広島市総合健康センターへ移転した平成元年 月から、住民の健康管理を推進するため、広

島市の委託を受け、高齢者医療確保法に基づく特定健康診査、健康増進法に基づくがん検診、

感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律に基づく健康診断等を実施している。

その概要は表１、検査項目は表２、実施状況は表３のとおりである。

表１ 検診内容・検診区域の推移

検診会場

検診項目
施設検診

集 団 検 診

中区・東区・南

区・西区・佐伯区
安芸区 安佐南区 安佐北区

老 健 法 基 本 健 康 診 査 元． ～ ． ～ ． ～ ＊ ． ～ ＊◇

特定健康診査・健康診査 ～ ～ ～△ ～＊ ～＊

胃 が ん 検 診

元． ～

． ～ ． ～ ． ～

肺 が ん 検 診 ． ～

乳 が ん 検 診□

． ～ ． ～ ． ～
子 宮 頸 が ん 検 診

大 腸 が ん 検 診 ． ～ ． ～ ～△ ． ～＊ ． ～＊◇

結 核 健 診 元． ～ ． ～

骨 粗 鬆 症 検 診 ． ～ ～☆

マ ン モ グ ラ フ ィ 検 診 ． ～ ◎

型・ 型肝炎ウイルス検査 ． ～ ． ～ ． ～ ． ～＊ ． ～＊◇

表２ 健診種別及び検査項目（令和 年度）

種 別 対 象 者（＊） 検 査 項 目

特定健康診査
歳以上 歳未満 年度内に 歳になる

歳の方は受診可

必須検査：身体測定・血圧測定・尿検査・

血中脂質検査・肝機能検査・

血糖検査・診察

詳細項目：心電図・眼底検査・腎機能

検査・貧血検査

医師の判断により実施

追加検査：尿酸検査・腎機能検査・貧血

検査

（広島市のみ）

健 康 診 査

医 療 保 険

未 加 入 者
上記年齢者の医療保険未加入者

後期高齢者医

療 被 保 険 者
歳以上の方

が ん 検 診

胃 が ん 検 診

線検査については年度内に 歳以上の年

齢に達する方

内視鏡検査については年度内に 歳以上の

年齢に達する方、 年に 回

胃部 線撮影

胃内視鏡検査

肺 が ん 検 診 年度内に 歳以上の年齢に達する方 胸部 線撮影、喀痰細胞診検査

乳 が ん 検 診
年度内に 歳以上の年齢に達する女性、

年に 回
マンモグラフィによる画像診断

子 宮 頸 が ん

検 診
歳以上の女性、 年に 回 視診、内診、細胞診（頸部）

大腸がん検診 年度内に 歳以上の年齢に達する方 便潜血二日法

結核健康診断
歳以上の方 年度内に 歳になる 歳の

方は受診可
胸部 線撮影

骨粗鬆症検診
女性： 歳から 歳間隔の年齢の方

男性： 歳から 歳間隔の年齢の方
骨塩定量検査（超音波方式）

型・ 型肝炎ウイルス検査
各種健診等により肝炎ウイルス検査を受けた

ことのない、又は、受ける予定のない 歳以

上の方

抗体検査

抗原検査

「元 ～」等は、検診開始年月

＊ 日曜検診及び平成 年～ 大がん検診会場（安佐医師会館、安佐公民館を除く）

◇ 白木町は平成 年 月から 年 月まで実施

△ ５大がん検診会場の一部で実施→令和元年度から全会場で実施

◎ 平成 年度から乳がん検診に乳房Ｘ線検査（マンモグラフィ）が必須項目

□ 平成 年度から視触診廃止

☆ 平成 年度から令和元年度までは 大がん検診会場のみ実施

（単位：件）表３ 実施状況

年度

基本健康診査 が ん 検 診
結核定期

健康診断

骨粗鬆症

検 診

マンモグラフィ

検 診

型･ 型肝

炎ｳｲﾙｽ検査必須検査
選択検

査
胃がん※ 肺がん 乳がん 子宮がん 大腸がん

平成元

特定健康診査※

特定保健指導

特定健診
保健指

導
※

※

令和元

◎

◎

※ 特定健康診査は、被用者保険加入者の健康診査・医療保険未加入者の健康診査・後期高齢者の健康診査を含む。（令和 年度までは被爆者特定健診も含む）

※ 型・ 型肝炎ウイルス検査は、平成 年度から緊急肝炎ウイルス検査事業（無料）による件数である。

※ 胃がん検診は、平成 年度から、胃部Ｘ線検査か胃内視鏡検査を選択できるようになった。 内は胃内視鏡検査の受診者数 内数

※ 特定保健指導の平成 年度は積極的支援のみ、平成 年度からは動機づけ及び積極的支援の件数である。平成 年度より当日支援を開始したため、受診

者が増加している。

◎ 新型コロナウイルス感染症に伴う緊急事態宣言を踏まえ集団健診を中止した期間があるため、受診者数等が減少している。
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＊ がん検診、結核健康診断及び骨粗鬆症検診は広島市在住者のみ

高齢者医療確保法・健康増進法等による健康診査等

ア 健康診査等の実施

広島市総合健康センターへ移転した平成元年 月から、住民の健康管理を推進するため、広

島市の委託を受け、高齢者医療確保法に基づく特定健康診査、健康増進法に基づくがん検診、

感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律に基づく健康診断等を実施している。

その概要は表１、検査項目は表２、実施状況は表３のとおりである。

表１ 検診内容・検診区域の推移

検診会場

検診項目
施設検診

集 団 検 診

中区・東区・南

区・西区・佐伯区
安芸区 安佐南区 安佐北区

老 健 法 基 本 健 康 診 査 元． ～ ． ～ ． ～ ＊ ． ～ ＊◇

特定健康診査・健康診査 ～ ～ ～△ ～＊ ～＊

胃 が ん 検 診

元． ～

． ～ ． ～ ． ～

肺 が ん 検 診 ． ～

乳 が ん 検 診□

． ～ ． ～ ． ～
子 宮 頸 が ん 検 診

大 腸 が ん 検 診 ． ～ ． ～ ～△ ． ～＊ ． ～＊◇

結 核 健 診 元． ～ ． ～

骨 粗 鬆 症 検 診 ． ～ ～☆

マ ン モ グ ラ フ ィ 検 診 ． ～ ◎

型・ 型肝炎ウイルス検査 ． ～ ． ～ ． ～ ． ～＊ ． ～＊◇

表２ 健診種別及び検査項目（令和 年度）

種 別 対 象 者（＊） 検 査 項 目

特定健康診査
歳以上 歳未満 年度内に 歳になる

歳の方は受診可

必須検査：身体測定・血圧測定・尿検査・

血中脂質検査・肝機能検査・

血糖検査・診察

詳細項目：心電図・眼底検査・腎機能

検査・貧血検査

医師の判断により実施

追加検査：尿酸検査・腎機能検査・貧血

検査

（広島市のみ）

健 康 診 査

医 療 保 険

未 加 入 者
上記年齢者の医療保険未加入者

後期高齢者医
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歳以上の方

が ん 検 診

胃 が ん 検 診

線検査については年度内に 歳以上の年

齢に達する方

内視鏡検査については年度内に 歳以上の

年齢に達する方、 年に 回

胃部 線撮影

胃内視鏡検査

肺 が ん 検 診 年度内に 歳以上の年齢に達する方 胸部 線撮影、喀痰細胞診検査

乳 が ん 検 診
年度内に 歳以上の年齢に達する女性、

年に 回
マンモグラフィによる画像診断

子 宮 頸 が ん

検 診
歳以上の女性、 年に 回 視診、内診、細胞診（頸部）

大腸がん検診 年度内に 歳以上の年齢に達する方 便潜血二日法

結核健康診断
歳以上の方 年度内に 歳になる 歳の

方は受診可
胸部 線撮影

骨粗鬆症検診
女性： 歳から 歳間隔の年齢の方

男性： 歳から 歳間隔の年齢の方
骨塩定量検査（超音波方式）

型・ 型肝炎ウイルス検査
各種健診等により肝炎ウイルス検査を受けた

ことのない、又は、受ける予定のない 歳以

上の方

抗体検査

抗原検査

「元 ～」等は、検診開始年月

＊ 日曜検診及び平成 年～ 大がん検診会場（安佐医師会館、安佐公民館を除く）

◇ 白木町は平成 年 月から 年 月まで実施

△ ５大がん検診会場の一部で実施→令和元年度から全会場で実施

◎ 平成 年度から乳がん検診に乳房Ｘ線検査（マンモグラフィ）が必須項目

□ 平成 年度から視触診廃止

☆ 平成 年度から令和元年度までは 大がん検診会場のみ実施

（単位：件）表３ 実施状況

年度

基本健康診査 が ん 検 診
結核定期

健康診断

骨粗鬆症

検 診

マンモグラフィ

検 診

型･ 型肝

炎ｳｲﾙｽ検査必須検査
選択検

査
胃がん※ 肺がん 乳がん 子宮がん 大腸がん

平成元

特定健康診査※

特定保健指導

特定健診
保健指

導
※

※

令和元

◎

◎

※ 特定健康診査は、被用者保険加入者の健康診査・医療保険未加入者の健康診査・後期高齢者の健康診査を含む。（令和 年度までは被爆者特定健診も含む）

※ 型・ 型肝炎ウイルス検査は、平成 年度から緊急肝炎ウイルス検査事業（無料）による件数である。

※ 胃がん検診は、平成 年度から、胃部Ｘ線検査か胃内視鏡検査を選択できるようになった。 内は胃内視鏡検査の受診者数 内数

※ 特定保健指導の平成 年度は積極的支援のみ、平成 年度からは動機づけ及び積極的支援の件数である。平成 年度より当日支援を開始したため、受診

者が増加している。

◎ 新型コロナウイルス感染症に伴う緊急事態宣言を踏まえ集団健診を中止した期間があるため、受診者数等が減少している。
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イ 令和 年度健康診査等実施状況

令和 年度の健康診査等の受診者数は、表４ａに示すとおり、男性 人、女性 人、

計 人であった。年齢別にみると、男女とも 歳代が多かった。区別の受診者数では、

西区が ％と最も多く、次いで南区が ％、中区が ％、安佐南区が ％であった 表

４ｂ 。

表４ 健康診査等

ａ 受診者数

ｂ 区別にみた受診者数

ウ 令和 年度がん検診等実施状況

ｱ 胃がん検診

胃部Ｘ線検査による胃がん検診の受診者数は表５ａに示すとおり、男性 人、女性

人、計 人である。要精検率は男性 ％、女性 ％、計 ％、精検受診率はそれぞれ

％、 ％、 ％である。要精検率は男性が女性に比しやや高率である。 全体で見る

と、高齢になるほど高率となる。

精検結果は表５ｂに示すとおり、胃部Ｘ線検査後の内視鏡検査では、有所見率は男性

％、女性 ％、計 ％であり、男性が女性に比し高率である。主な所見の内訳は、

胃潰瘍と胃ポリープが同数で ％と最も多く、次いで非上皮性腫瘍 ％、胃癌 ％で

ある。

胃内視鏡検査による胃がん検診の受診者数は表５ａに示すとおり、男性 人、女性

人、計 人である。精検結果は表５ｂに示すとおり、有所見率は男性 ％、女性 ％、

計 ％である。主な所見の内訳は、非上皮性腫瘍 ％、胃潰瘍 ％、胃ポリープ ％、

胃癌 ％である。

令和 年度新たに発見された胃癌症例は表５ｃに示すとおりである。胃部Ｘ線検査では、

胃癌症例は男性 例、女性 例、計 例である。胃癌発見率は男性 ％ 女性 ％、

計 ％、陽性反応的中度はそれぞれ ％、 ％、 ％である。

年　齢

（歳） (％) (％) (％)

～
～
～
～
以 上
計

（単位：人）

男　性 女　性 計

(％) (％) (％)

中　　区

東　　区

南　　区

西　　区

安佐南区

安佐北区

安 芸 区

佐 伯 区

市　　外

計

*対象は広島市特定健康診査等の受診者

区　分
男　性 女　性 計

（単位：人）
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（単位：人）

年齢

（歳） (％) (％) (％) (％) (％) (％)

39～49

50～59

60～69

70～79

80以上

計

要精検率：要精検者数/受診者数×100 精検受診率：精検受診者数/要精検者数×100

男　　　　性 女　　　　性

精検受診者数
受診者数

計

受診者数
要精検者数 精検受診者数 要精検者数 精検受診者数

受診者数
要精検者数

（単位：人）

年齢

（歳） (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％)

39～49

50～59

60～69

70～79

80以上

計

39～49

50～59

60～69

70～79

80以上

計

39～49

50～59

60～69

70～79

80以上

計

有所見率：所見例数/精検受診者数×100

陽性反応的中度：胃癌症例数/要精検者数×100

その他 正常性

精　　検　　所　　見
有所見例数 陽性反応的中度

胃癌 非上皮性腫瘍 その他のがん 胃腺腫 胃ポリープ 胃潰瘍

男

性

女

性

計

胃内視鏡検査では、胃癌症例は男性 例、女性 例、計 例である。胃癌発見率は男性

％、女性 ％、計 ％である。

厚生労働省の令和 年度地域保健・健康増進事業報告の全国集計の胃癌発見率 ％、陽

性反応的中度 ％に比し胃癌発見率、陽性反応的中度はともに約 倍と高率で、本協議

会の胃がん検診の精度は良好と考える。

表５ 胃がん検診

ａ 受診者数，要精検者数および精検受診者数

胃部Ｘ線検査

胃内視鏡検査

ｂ 精検結果

胃部Ｘ線検査

受診者数 単位(人)

年齢

（歳）

49～59

60～69

70～79

80以上

計

男　　性 女　　性 計

－ 39 －



（単位：人）

発見率(％)

男

性
施　設　検　診

女

性
施　設　検　診

発見率：症例数/受診者数×100

計

性 検　診 状 況 受診者数
胃 癌 症 例

（単位：人）

(％) (％) 発見率(％) 陽性反応的中度(％)

施　設　検　診

集　団　検　診

計

施　設　検　診

集　団　検　診

計

施　設　検　診

集　団　検　診

計

要精検率：要精検者数/受診者数×100 精検受診率：精検受診者数/要精検者数×100

発見率：症例数/受診者数×100 陽性反応的中度：癌症例数/要精検者数×100

性 検　診 状 況 受診者数
要精検者数 精検受診者数 胃 癌 症 例

男

性

女

性

計

令和3年度全国

（単位：人）

年齢 受診者数

（歳） (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％)

49～59

60～69

70～79

80以上

計

49～59

60～69

70～79

80以上

計

49～59

60～69

70～79

80以上

計

有所見率：所見例数/受診者数×100

その他 正常
有所見例数

男

性

性

精　　検　　所　　見

胃癌 非上皮性腫瘍 その他のがん 胃腺腫 胃ポリープ 胃潰瘍

計

女

性

胃内視鏡検査

ｃ 検診状況別に見た胃癌発見率

胃部Ｘ線検査

胃内視鏡検査

ｲ 肺がん検診

肺がん検診の受診者数は表６ａに示すとおり、男性 人、女性 人、計 人

である。要精検率は男性 ％、女性 ％、計 ％、精検受診率はそれぞれ ％、 ％、

％である。

精検結果は表６ｂに示すとおり、有所見率は男性 ％、女性 ％、計 ％であ

る。主な所見の内訳は、非結核性抗酸菌症 ％、肺線維症 ％、肺癌と肺炎が ％、

縦隔腫瘍 ％である。

令和 年度新たに発見された肺癌症例は表６ｃに示すとおり、男性 例、女性 例、計
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（単位：人 ）

年齢

（歳） (％) (％) (％) (％) (％) (％)

39～49

50～59

60～69

70～79

80以上

計

精検受診率：精検受診者数/要精検者数×100

精検受診者数
受診者数

精検受診者数精検受診者数
受診者数

要精検率：要精検者数/受診者数×100

男　　　　性 女　　　　性 計

受診者数
要精検者数 要精検者数 要精検者数

（単位：人）

(％) (％) 発見率(％) 陽性反応的中度(％)

施　設　検　診

集　団　検　診

計

施　設　検　診

集　団　検　診

計

施　設　検　診

集　団　検　診

計

要精検率：要精検者数/受診者数×100 精検受診率：精検受診者数/要精検者数×100

発見率：症例数/受診者数×100 陽性反応的中度：癌症例数/要精検者数×100

令和3年度全国

計

精検受診者数 肺 癌 症 例

男

性

女

性

性 検　診 状 況 受診者数
要精検者数

（単位：人）

年齢

（歳） (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％)

39～49

50～59

60～69

70～79

80以上

計

39～49

50～59

60～69

70～79

80以上

計

39～49

50～59

60～69

70～79

80以上

計

有所見率：所見例数/精検受診者数×100

計

女

性

男

性

性

精　　検　　所　　見
有所見例数

肺　癌 縦隔腫瘍 活動性肺結核 非結核性抗酸菌症 肺  炎 肺線維症 その他 正常

例である。肺癌発見率は男性 ％、女性 ％、計 ％で、陽性反応的中度はそれぞ

れ ％、 ％、 ％である。

厚生労働省の令和 年度地域保健・健康増進事業報告の全国集計の肺癌発見率 ％、陽

性反応的中度 ％に比し肺癌発見率で約 倍、陽性反応的中度で約 倍高率で、本協

議会の肺がん検診の精度は良好と考える。

表６ 肺がん検診

ａ 受診者数 要精検者数および精検受診者数

ｂ 精検結果

ｃ 検診状況別に見た肺癌発見率
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（単位：人）

年齢

（歳） (％) (％)

39～49

50～59

60～69

70～79

80以上

計

要精検率：要精検者数/受診者数×100

精検受診率：精検受診者数/要精検者数×100

乳がん検診

要精検者数 精検受診者数
受診者数

（単位：人）

(％) (％) 発見率(％) 陽性反応的中度(％)

要精検率：要精検者数/受診者数×100 精検受診率：精検受診者数/要精検者数×100

発見率：症例数/受診者数×100 陽性反応的中度：癌症例数/要精検者数×100

検　診 状 況

施　設　検　診

集　団　検　診

計

精検受診者数

令和3年度全国

乳 癌 症 例
受診者数

要精検者数

（単位：人）

年齢

（歳） (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％)

39～49

50～59

60～69

70～79

80以上

計

有所見率：所見例数/精検受診者数×100

早期 進行期 病期不明

精　　検　　所　　見

有所見例数
悪性腫瘍 良性疾患

乳癌
その他 良性腫瘍 その他の良性疾患 所見なし 正常

ｳ 乳がん検診

乳がん検診の対象者は 才以上で、 年に 回受診することができる。乳がん検診の受診

者数は表７ａに示すとおり、 人である。要精検率は ％、精検受診率は ％である。

精検結果は表７ｂに示すとおり、有所見率は ％で、主な所見の内訳は、良性腫瘍

％、乳癌 ４４％である。

令和 年度新たに発見された乳癌症例は表７ｃに示すとおり、 例である。乳癌発見率は

％、陽性反応的中度は ％である。

厚生労働省の令和 年度地域保健・健康増進事業報告の全国集計の乳癌発見率 ％、陽

性反応的中度 ％に比し乳癌発見率で約 倍、陽性反応的中度で約 倍高率で、本協

議会の乳がん検診の精度は良好と考える。

表７ 乳がん検診

ａ 受診者数 要精検者数および精検受診者数

ｂ 精検結果

ｃ 検診状況別に見た乳癌発見率

年齢

（歳） (％) (％)

20～29

30～39

40～49

50～59

60～69

70～79

80以上

計

要精検率：要精検者数/受診者数×100

精検受診率：精検受診者数/要精検者数×100

（単位：人）

受診者数
要精検者数 精検受診者数

（単位：人）

(％) (％) 発見率(％) 陽性反応的中度(％)

要精検率：要精検者数/受診者数×100 精検受診率：精検受診者数/要精検者数×100

発見率：症例数/受診者数×100 陽性反応的中度：癌症例数/要精検者数×100

令和3年度全国

子 宮 頸 癌 症 例
受診者数

要精検者数 精検受診者数
検　診 状 況

施　設　検　診

集　団　検　診

計

（単位：人）

年齢

（歳） (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％)

21～29

30～39

40～49

50～59

60～69

70～79

80以上

計

有所見率：所見例数/精検受診者数×100

精　　検　　所　　見
有所見例数

子宮頸癌 その他の悪性疾患 その他 正常

ｴ 子宮頸がん検診

子宮頸がん検診の対象者は 歳以上で、 年に 回受診することができる。子宮頸がん検

診の受診者数は表８ａに示すとおり、 人である。要精検率は ％、精検受診率は ％

である。

精検結果は表８ｂに示すとおり、有所見率は ％である。主な所見の内訳は、 が

％、 が ％、子宮頸癌と が ％である。

令和 年度新たに発見された子宮頸癌症例は表８ｃに示すとおり、 例である。子宮頸癌

発見率 ％、陽性反応的中度は ％である。

厚生労働省の令和 年度地域保健・健康増進事業報告の全国集計の子宮頸癌発見率 ％、

陽性反応的中度 ％に比し子宮頸癌発見率はほぼ同等であるが、陽性反応的中度は約 倍

高率である。

表８ 子宮頸がん検診

ａ 受診者数 要精検者数および精検受診者数

ｂ 精検結果

ｃ 検診状況別に見た子宮頸癌発見率
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（単位：人）

年齢

（歳） (％) (％)

39～49

50～59

60～69

70～79

80以上

計

要精検率：要精検者数/受診者数×100

精検受診率：精検受診者数/要精検者数×100

乳がん検診

要精検者数 精検受診者数
受診者数

（単位：人）

(％) (％) 発見率(％) 陽性反応的中度(％)

要精検率：要精検者数/受診者数×100 精検受診率：精検受診者数/要精検者数×100

発見率：症例数/受診者数×100 陽性反応的中度：癌症例数/要精検者数×100

検　診 状 況

施　設　検　診

集　団　検　診

計

精検受診者数

令和3年度全国

乳 癌 症 例
受診者数

要精検者数

（単位：人）

年齢

（歳） (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％)

39～49

50～59

60～69

70～79

80以上

計

有所見率：所見例数/精検受診者数×100

早期 進行期 病期不明

精　　検　　所　　見

有所見例数
悪性腫瘍 良性疾患

乳癌
その他 良性腫瘍 その他の良性疾患 所見なし 正常

ｳ 乳がん検診

乳がん検診の対象者は 才以上で、 年に 回受診することができる。乳がん検診の受診

者数は表７ａに示すとおり、 人である。要精検率は ％、精検受診率は ％である。

精検結果は表７ｂに示すとおり、有所見率は ％で、主な所見の内訳は、良性腫瘍

％、乳癌 ４４％である。

令和 年度新たに発見された乳癌症例は表７ｃに示すとおり、 例である。乳癌発見率は

％、陽性反応的中度は ％である。

厚生労働省の令和 年度地域保健・健康増進事業報告の全国集計の乳癌発見率 ％、陽

性反応的中度 ％に比し乳癌発見率で約 倍、陽性反応的中度で約 倍高率で、本協

議会の乳がん検診の精度は良好と考える。

表７ 乳がん検診

ａ 受診者数 要精検者数および精検受診者数

ｂ 精検結果

ｃ 検診状況別に見た乳癌発見率

年齢

（歳） (％) (％)

20～29

30～39

40～49

50～59

60～69

70～79

80以上

計

要精検率：要精検者数/受診者数×100

精検受診率：精検受診者数/要精検者数×100

（単位：人）

受診者数
要精検者数 精検受診者数

（単位：人）

(％) (％) 発見率(％) 陽性反応的中度(％)

要精検率：要精検者数/受診者数×100 精検受診率：精検受診者数/要精検者数×100

発見率：症例数/受診者数×100 陽性反応的中度：癌症例数/要精検者数×100

令和3年度全国

子 宮 頸 癌 症 例
受診者数

要精検者数 精検受診者数
検　診 状 況

施　設　検　診

集　団　検　診

計

（単位：人）

年齢

（歳） (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％)

21～29

30～39

40～49

50～59

60～69

70～79

80以上

計

有所見率：所見例数/精検受診者数×100

精　　検　　所　　見
有所見例数

子宮頸癌 その他の悪性疾患 その他 正常

ｴ 子宮頸がん検診

子宮頸がん検診の対象者は 歳以上で、 年に 回受診することができる。子宮頸がん検

診の受診者数は表８ａに示すとおり、 人である。要精検率は ％、精検受診率は ％

である。

精検結果は表８ｂに示すとおり、有所見率は ％である。主な所見の内訳は、 が

％、 が ％、子宮頸癌と が ％である。

令和 年度新たに発見された子宮頸癌症例は表８ｃに示すとおり、 例である。子宮頸癌

発見率 ％、陽性反応的中度は ％である。

厚生労働省の令和 年度地域保健・健康増進事業報告の全国集計の子宮頸癌発見率 ％、

陽性反応的中度 ％に比し子宮頸癌発見率はほぼ同等であるが、陽性反応的中度は約 倍

高率である。

表８ 子宮頸がん検診

ａ 受診者数 要精検者数および精検受診者数

ｂ 精検結果

ｃ 検診状況別に見た子宮頸癌発見率
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（単位：人）

年齢

（歳） (％) (％) (％) (％) (％) (％)

39～49

50～59

60～69

70～79

80以上

計

精検受診率：精検受診者数/要精検者数×100

精検受診者数要精検者数 精検受診者数
受診者数

要精検率：要精検者数/受診者数×100

男　　　　性 女　　　　性 計

受診者数
要精検者数 精検受診者数

受診者数
要精検者数

（単位：人）

年齢

（歳） (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％)

40～49

50～59

60～69

70～79

80以上

計

40～49

50～59

60～69

70～79

80以上

計

40～49

50～59

60～69

70～79

80以上

計

有所見率：所見例数/精検受診者数×100

有所見例数
大腸癌 大腸癌以外の悪性腫瘍 腺 腫 非腫瘍性ポリープ 潰瘍性大腸炎 大腸憩室 その他 正常性

精　　検　　所　　見

男

性

計

女

性

ｵ 大腸がん検診

大腸がん検診の受診者数は表９ａに示すとおり、男性 人、女性 人、計

人である。要精検率は男性 ％、女性 ％、計 ％、精検受診率はそれぞれ ％、

％、 ％である。

精検結果は表９ｂに示すとおり、有所見率は男性 ％、女性 ％、計 ％である。

主な所見の内訳は、腺腫 ％、大腸憩室 ％、非腫瘍性ポリープ ％、大腸癌 ％で

ある。

令和 年度新たに発見された大腸癌症例は表９ｃに示すとおり、男性 例、女性 例、計

例である。大腸癌発見率は男性 ％、女性 ％、計 ％であり、陽性反応的中度はそれ

ぞれ ％、 ％、 ％である。

厚生労働省の令和 年度地域保健・健康増進事業報告の全国集計の大腸癌発見率 ％、

陽性反応的中度 ％に比し大腸がん発見率は約 倍で、陽性反応的中度もやや高率であ

る。

表９ 大腸がん検診

ａ 受診者数 要精検者数および精検受診者数

ｂ 精検結果
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（単位：人）

年齢

（歳） (％) (％) (％) (％) (％) (％)

39～49

50～59

60～69

70～79

80以上

計

精検受診率：精検受診者数/要精検者数×100

精検受診者数要精検者数 精検受診者数
受診者数

要精検率：要精検者数/受診者数×100

男　　　　性 女　　　　性 計

受診者数
要精検者数 精検受診者数

受診者数
要精検者数

（単位：人）

年齢

（歳） (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％)

40～49

50～59

60～69

70～79

80以上

計

40～49

50～59

60～69

70～79

80以上

計

40～49

50～59

60～69

70～79

80以上

計

有所見率：所見例数/精検受診者数×100

有所見例数
大腸癌 大腸癌以外の悪性腫瘍 腺 腫 非腫瘍性ポリープ 潰瘍性大腸炎 大腸憩室 その他 正常性

精　　検　　所　　見

男

性

計

女

性

ｵ 大腸がん検診

大腸がん検診の受診者数は表９ａに示すとおり、男性 人、女性 人、計

人である。要精検率は男性 ％、女性 ％、計 ％、精検受診率はそれぞれ ％、

％、 ％である。

精検結果は表９ｂに示すとおり、有所見率は男性 ％、女性 ％、計 ％である。

主な所見の内訳は、腺腫 ％、大腸憩室 ％、非腫瘍性ポリープ ％、大腸癌 ％で

ある。

令和 年度新たに発見された大腸癌症例は表９ｃに示すとおり、男性 例、女性 例、計

例である。大腸癌発見率は男性 ％、女性 ％、計 ％であり、陽性反応的中度はそれ

ぞれ ％、 ％、 ％である。

厚生労働省の令和 年度地域保健・健康増進事業報告の全国集計の大腸癌発見率 ％、

陽性反応的中度 ％に比し大腸がん発見率は約 倍で、陽性反応的中度もやや高率であ

る。

表９ 大腸がん検診

ａ 受診者数 要精検者数および精検受診者数

ｂ 精検結果

（単位：人）

(％) (％) 発見率(％) 陽性反応的中度(％)

施　設　検　診

集　団　検　診

計

施　設　検　診

集　団　検　診

計

施　設　検　診

集　団　検　診

計

要精検率：要精検者数/受診者数×100 精検受診率：精検受診者数/要精検者数×100

発見率：症例/受診者数×100 陽性反応的中度：癌症例数/要精検者数×100

令和3年度全国

計

女

性

男

性

性 検　診 状 況 受診者数
要精検者数 精検受診者数 大 腸 癌 症 例

（単位：人 ）

(％) (％) 発見率(％)

胃がん（胃部X線検査）

胃がん（内視鏡検査）

肺がん

大腸がん

胃がん（胃部X線検査）

胃がん（内視鏡検査）

肺がん

大腸がん

乳がん

子宮頸がん

胃がん（胃部X線検査）

胃がん（内視鏡検査）

肺がん

大腸がん

乳がん

子宮頸がん

要精検率：要精検者数/受診者数×100 精検受診率：精検受診者数/要精検者数×100

発見率：症例数/受診者数×100

男

性

女

性

性 検査種 受診者数
要精検者数 精検受診者数 　癌症例

計

ｃ 検診状況別に見た大腸癌発見率

ｶ がん検診別に見たがん発見率

大がん 胃・肺・大腸・乳・子宮 検診別に見た発見率を表 に示す。

胃がん 胃部Ｘ線検査 ・胃がん 胃内視鏡検査 ・肺がん・大腸がん・乳がん・子宮頸がんの

発見率はそれぞれ ％、 ％、 ％、 ％、 ％、 ％である。

表 がん検診別に見たがん発見率

ｷ 骨粗鬆症検診

骨粗鬆症検診は、寝たきりの主要な原因として骨折が大きな比重を占めている現状に鑑み、

その最大原因としての骨粗鬆症を早期発見・早期予防するために、広島市独自の施策として

平成 年 月より開始された 平成 年 月からの検診対象者は、男性では 歳以上、女

性では 歳以上の 歳刻み 。
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（単位：人）

年　齢

（歳） (％)

40・45

50・55

60・65

70・75

80・85・90・95

計

25・30・35・40・45

50・55

60・65

70・75

80・85・90・95

計

25・30・35・40・45

50・55

60・65

70・75

80・85・90・95

計

 有所見率：「要指導」「要精検査」例数/受診者数×100

（注）平成27年度より、測定結果を「減少なし・軽度・中等度・高度」から変更

要指導
性

男

　

性

女

　

性

測　定　結　果

受診者数
異常なし 要精検査

計

計

（単位：人）

年齢

（歳） (％) (％) (％)

64～69

70～79

80以上

計

男　　　　性 女　　　　性 計

令和 年度の受診者数は表 に示すとおりで、男性 人、女性 人、計 人

である。

骨量の「異常あり」と判定された有所見率は、男性 ％、女性 ％、全体で ％で

ある。

表 骨粗鬆症検診

ｸ 結核健康診断

結核健康診断は、平成元年 月から広島市の委託を受けて開始した。

令和 年度の受診者数は表 ａに示すとおり、男性 人、女性 人、計 人で

ある。区別の受診者数は表 ｂに示すとおり、安佐北区が最も多く、次いで南区、西区、安佐

南区の順である。要精検率は表 ｃのとおり、男性 ％、女性 ％、計 ％である。

表 結核健診

ａ 受診者数
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（単位：人）

(％) (％) (％)

中 区

東 区

南 区

西 区

安 佐 南 区

安 佐 北 区

安 芸 区

佐 伯 区

計

区　分
男    性 女    性 計

（単位：人）

年　齢

（歳） (％) (％) (％)

64～69

70～79

80以上

計

受診者数 受診者数 受診者数

女    性

要精検者数

男    性

要精検者数

計

要精検者数

要精検率：要精検者数/受診者数×100 　

ｂ 区別にみた受診者数

ｃ 要精検率

エ 健康管理資料の整備

受診者の健診資料（健康診断個人票・心電図所見・がん症例報告等）を整理、保管した。

－ 47 －



年齢 性別 病名 年齢 性別 病名
＊1 原 発 性 肺 癌 進 行 胃 癌
＊2 原 発 性 肺 癌 進 行 胃 癌
＊3 原 発 性 肺 癌 進 行 胃 癌
＊4 原 発 性 肺 癌 早 期 食 道 癌
＊5 原 発 性 肺 癌 早 期 食 道 癌
＊6 原 発 性 肺 癌 早 期 食 道 癌
＊7 原 発 性 肺 癌 早 期 食 道 癌
＊8 原 発 性 肺 癌 早 期 食 道 癌

原 発 性 肺 癌 ＊66 早 期 食 道 癌
原 発 性 肺 癌 ＊67 胃 悪 性 リ ン パ 腫
原 発 性 肺 癌 胃
原 発 性 肺 癌 胃
原 発 性 肺 癌 ＊70 胃
原 発 性 肺 癌 直 腸 癌 （ 早 期 ）
原 発 性 肺 癌 直 腸 癌 （ 早 期 ）
原 発 性 肺 癌 直 腸 癌 （ 早 期 ）
原 発 性 肺 癌 直 腸 癌 （ 早 期 ）
原 発 性 肺 癌 直 腸 癌 （ 早 期 ）
原 発 性 肺 癌 直 腸 癌 （ 早 期 ）
原 発 性 肺 癌 直 腸 癌 （ 早 期 ）
原 発 性 肺 癌 直 腸 癌 （ 早 期 ）
原 発 性 肺 癌 直 腸 癌 （ 早 期 ）
原 発 性 肺 癌 直 腸 癌 （ 早 期 ）
原 発 性 肺 癌 直 腸 癌 （ 早 期 ）
原 発 性 肺 癌 直 腸 癌 （ 早 期 ）
原 発 性 肺 癌 直 腸 癌 （ 早 期 ）
原 発 性 肺 癌 直 腸 癌 （ 進 行 ）
原 発 性 肺 癌 直 腸 癌 （ 進 行 ）

＊29 リ ン パ 腫 直 腸 癌 （ 進 行 ）
＊30 早 期 胃 癌 直 腸 癌 （ 進 行 ）

早 期 胃 癌 直 腸 癌 （ 進 行 ）
早 期 胃 癌 直 腸 癌 （ 進 行 ）
早 期 胃 癌 直 腸 癌 （ 進 行 ）
早 期 胃 癌 ＊91 大 腸 癌 （ 早 期 ）
早 期 胃 癌 大 腸 癌 （ 早 期 ）
早 期 胃 癌 大 腸 癌 （ 早 期 ）
早 期 胃 癌 大 腸 癌 （ 早 期 ）
早 期 胃 癌 大 腸 癌 （ 早 期 ）
早 期 胃 癌 大 腸 癌 （ 早 期 ）
早 期 胃 癌 大 腸 癌 （ 早 期 ）
早 期 胃 癌 大 腸 癌 （ 早 期 ）
早 期 胃 癌 大 腸 癌 （ 早 期 ）
早 期 胃 癌 大 腸 癌 （ 早 期 ）
早 期 胃 癌 大 腸 癌 （ 早 期 ）
早 期 胃 癌 大 腸 癌 （ 早 期 ）
早 期 胃 癌 大 腸 癌 （ 早 期 ）
早 期 胃 癌 大 腸 癌 （ 早 期 ）
早 期 胃 癌 大 腸 癌 （ 早 期 ）
早 期 胃 癌 大 腸 癌 （ 早 期 ）
早 期 胃 癌 大 腸 癌 （ 早 期 ）
早 期 胃 癌 大 腸 癌 （ 早 期 ）
早 期 胃 癌 大 腸 癌 （ 早 期 ）
早 期 胃 癌 大 腸 癌 （ 早 期 ）

＊54 早 期 胃 癌 大 腸 癌 （ 早 期 ）
早 期 胃 癌 大 腸 癌 （ 早 期 ）
早 期 胃 癌 大 腸 癌 （ 早 期 ）
進 行 胃 癌 大 腸 癌 （ 早 期 ）

本協議会で発見した悪性新生物症例

本協議会ではがん検診の一次検診だけでなく、消化管内視鏡・超音波・ ・ 等の検査機

器を使用しがん検診の精密検査医療機関としても機能しており、人間ドック受診者や他施設の

がん検診受診者の中で要精検となった方々の精密検査も行っている。また健診で自他覚症状よ

り精密検査を行い発見しえた癌症例もある。それらの症例を表 本協議会で発見した悪性新生

物症例として示す。

表 本協議会で発見した悪性新生物症例
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年齢 性別 病名 年齢 性別 病名

大 腸 癌 （ 早 期 ） 早 期 乳 癌
大 腸 癌 （ 早 期 ） 早 期 乳 癌
大 腸 癌 （ 早 期 ） 早 期 乳 癌
大 腸 癌 （ 早 期 ） 早 期 乳 癌
大 腸 癌 （ 早 期 ） 早 期 乳 癌
大 腸 癌 （ 早 期 ） 早 期 乳 癌
大 腸 癌 （ 早 期 ） 早 期 乳 癌
大 腸 癌 （ 早 期 ） 早 期 乳 癌
大 腸 癌 （ 早 期 ） 早 期 乳 癌
大 腸 癌 （ 早 期 ） ＊174 早 期 乳 癌
大 腸 癌 （ 早 期 ） 早 期 乳 癌
大 腸 癌 （ 早 期 ） 早 期 乳 癌
大 腸 癌 （ 早 期 ） 早 期 乳 癌
大 腸 癌 （ 早 期 ） 早 期 乳 癌
結 腸 癌 （ 早 期 ） 早 期 乳 癌

＊130 大 腸 癌 （ 進 行 ） 早 期 乳 癌
＊131 大 腸 癌 （ 進 行 ） 早 期 乳 癌
＊132 大 腸 癌 （ 進 行 ） 早 期 乳 癌
＊133 大 腸 癌 （ 進 行 ） 早 期 乳 癌
＊134 大 腸 癌 （ 進 行 ） 早 期 乳 癌

大 腸 癌 （ 進 行 ） 早 期 乳 癌
大 腸 癌 （ 進 行 ） 早 期 乳 癌
大 腸 癌 （ 進 行 ） 進 行 乳 癌
大 腸 癌 （ 進 行 ） 進 行 乳 癌
大 腸 癌 （ 進 行 ） 進 行 乳 癌
大 腸 癌 （ 進 行 ） 進 行 乳 癌
大 腸 癌 （ 進 行 ） 進 行 乳 癌
大 腸 癌 （ 進 行 ） 進 行 乳 癌
大 腸 癌 （ 進 行 ） 進 行 乳 癌
大 腸 癌 （ 進 行 ） 進 行 乳 癌
大 腸 癌 （ 進 行 ） 進 行 乳 癌
大 腸 癌 （ 進 行 ） 進 行 乳 癌
大 腸 癌 （ 進 行 ） 進 行 乳 癌
大 腸 癌 （ 進 行 ） 進 行 乳 癌
大 腸 悪 性 腫 瘍 進 行 乳 癌
大 腸 悪 性 腫 瘍 進 行 乳 癌

＊151 多 発 性 骨 髄 腫 進 行 乳 癌
＊152 多 発 性 骨 髄 腫 進 行 乳 癌
＊153 多 発 性 骨 髄 腫 子 宮 頸 が ん
＊154 多 発 性 骨 髄 腫 子 宮 頸 が ん （ 早 期 ）

早 期 乳 癌 甲 状 腺 癌
早 期 乳 癌 甲 状 腺 癌
早 期 乳 癌 急 性 骨 髄 性 白 血 病
早 期 乳 癌 慢 性 骨 髄 性 白 血 病
早 期 乳 癌 慢 性 骨 髄 性 白 血 病
早 期 乳 癌 非 浸 潤 癌
早 期 乳 癌 前 立 腺 癌
早 期 乳 癌 前 立 腺 癌
早 期 乳 癌 前 立 腺 癌
早 期 乳 癌 前 立 腺 癌

腎 細 胞 癌
＊付きの番号症例は被爆者
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２２ 被被爆爆者者のの健健康康管管理理にに関関すするる調調査査研研究究事事業業

調査研究の継続実施

現在、以下の研究について継続実施しており、その成果は関係各学会等のほか、随時医学雑誌、

会報その他機関紙等に発表した。

・睡眠の量および質と各種疾患についての横断ならびに縦断調査

・加熱式タバコが喫煙に関連した自覚症状にもたらす影響についての検討

・健診結果に基づく癌と生活習慣病に関する横断ならびに後向きコホート調査

・高齢者における血清 － 値の意義についての観察研究

・高齢者における心血管危険因子と予後についての前向き観察研究

・中高年者における非空腹時脂質値に関する横断ならびに後向きコホート調査

・糖代謝異常症例における心血管危険因子と予後の検討

・被爆者の放射線被曝と動脈硬化ならびに循環器疾患の関連性についての研究

文献の収集

原子爆弾後障害に関する医学論文及び原爆関係図書等の資料を収集し、その活用を図った。

原子爆弾後障害研究会の開催

令和 年 月 日 日 、「第 回原子爆弾後障害研究会」をＷｅｂ開催した。研究会では、

ワークショップが開催され 題が発表された。
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２２ 被被爆爆者者のの健健康康管管理理にに関関すするる調調査査研研究究事事業業

調査研究の継続実施

現在、以下の研究について継続実施しており、その成果は関係各学会等のほか、随時医学雑誌、

会報その他機関紙等に発表した。

・睡眠の量および質と各種疾患についての横断ならびに縦断調査

・加熱式タバコが喫煙に関連した自覚症状にもたらす影響についての検討

・健診結果に基づく癌と生活習慣病に関する横断ならびに後向きコホート調査

・高齢者における血清 － 値の意義についての観察研究

・高齢者における心血管危険因子と予後についての前向き観察研究

・中高年者における非空腹時脂質値に関する横断ならびに後向きコホート調査

・糖代謝異常症例における心血管危険因子と予後の検討

・被爆者の放射線被曝と動脈硬化ならびに循環器疾患の関連性についての研究

文献の収集

原子爆弾後障害に関する医学論文及び原爆関係図書等の資料を収集し、その活用を図った。

原子爆弾後障害研究会の開催

令和 年 月 日 日 、「第 回原子爆弾後障害研究会」をＷｅｂ開催した。研究会では、

ワークショップが開催され 題が発表された。

生活・福祉 件

医療相談 件

被爆者の子

の相談

件

原爆関係諸制度

件 その他 件

合 計
件

３３ 被被爆爆者者のの援援護護福福祉祉事事業業

被爆者相談

昭和 年、原爆被爆者福祉センター開設と同時に相談業務を開始したが、被爆者援護の積極的

強化を図るため、昭和 年 月専任相談員を配置し、昭和 年 月には、来訪者の便宜を図っ

て一階ロビーに相談コーナーを設置した。

開設以来の相談件数及び令和 年度の被爆者相談の状況は下表のとおりである。

開設以後の相談件数

被爆者の援護措置

本協議会の原爆被爆者援護規程に基づき、被爆者の生活及び健康上の相談に応じ、関係行政機

関と連携のうえ、必要な指導及び援護の措置を講じている。

この財源は、全国から本協議会に寄せられる寄付金を基にして、次のとおり実施している。

ア 被 爆 者 援 護 金：被爆者の生活の維持向上を図るため、生活困窮者に月額 円

を支給する。

イ 被 爆 身 障 者 等 見 舞 金：夏季と年末の年 回、被爆身体障害者福祉手当受給者、在宅高齢

者福祉手当受給者、小頭症手当受給者、被爆者援護金受給者を対

象に見舞金を贈って慰問する。

ウ 福祉用具貸与・購入費補助：住民税非課税世帯の介護保険福祉用具利用者に補助金を支給する。

※平成 年度から集計方法を変更し、電話による問い合わせ等

簡易な相談については、相談件数に計上しないこととした。

令和 年度の被爆者相談の状況

年 度 件数（件）

令和元

年 度 件数（件）

昭和

年 度 件数（件）

平成元

年 度 件数（件）

令和
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エ そ の 他 の 補 助：以上のほか特に援護の必要を認められる者に、その都度経費の一

部を補助する。

令和 年度の援護費支給状況は下表のとおりである。

令和５年度援護費の支給内容

種 別 人 員（人） 支 給 額（円）

被爆身体障害者等見舞金

福祉用具貸与・購入費補助

合 計

４４ 広広島島市市健健康康づづくくりりセセンンタターーのの管管理理運運営営事事業業

令和 年 月から 年間引き続き広島市から指定管理者の指定を受け、協定書等に基づき広島市

健康づくりセンターの管理運営と健康教育事業及び子育て支援事業を行った。

健康教育事業

健康に関する科学的知識の普及啓発を図るため、子どもから高年齢者までの各年齢層に応じた

様々な健康問題について、最新で正確な情報を分かりやすく提供することにより、日常における

健康管理について正しい知識の普及に努めた。

ア 健康科学展示施設の運営

人間のからだの仕組み、病気と健康、歯の健康等について子どもから大人まで興味を持って

学習できる拡大模型・映像・グラフィックパネル等の展示を行った。

ｱ 年間利用者数 人

令和５年度健康科学館利用状況

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

 大人 （人）

 小人 （人）

 幼児 （人）

（人）

 上映回数 （回）

（人）

 視察・見学 （回）

 主催事業 （回）

 共催事業 （回）

 ビデオ上映 （回）

 健康ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ （人）

（人）

 大人 （人）

 幼児 （人）

区　　　分

観覧者数              （人）

利

用

者
数

 ﾄｰﾀﾙﾍﾙｽｼｱﾀｰ

 研修会議室

 つどいの広場
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エ そ の 他 の 補 助：以上のほか特に援護の必要を認められる者に、その都度経費の一

部を補助する。

令和 年度の援護費支給状況は下表のとおりである。

令和５年度援護費の支給内容

種 別 人 員（人） 支 給 額（円）

被爆身体障害者等見舞金

福祉用具貸与・購入費補助

合 計

４４ 広広島島市市健健康康づづくくりりセセンンタターーのの管管理理運運営営事事業業

令和 年 月から 年間引き続き広島市から指定管理者の指定を受け、協定書等に基づき広島市

健康づくりセンターの管理運営と健康教育事業及び子育て支援事業を行った。

健康教育事業

健康に関する科学的知識の普及啓発を図るため、子どもから高年齢者までの各年齢層に応じた

様々な健康問題について、最新で正確な情報を分かりやすく提供することにより、日常における

健康管理について正しい知識の普及に努めた。

ア 健康科学展示施設の運営

人間のからだの仕組み、病気と健康、歯の健康等について子どもから大人まで興味を持って

学習できる拡大模型・映像・グラフィックパネル等の展示を行った。

ｱ 年間利用者数 人

令和５年度健康科学館利用状況

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

 大人 （人）

 小人 （人）

 幼児 （人）

（人）

 上映回数 （回）

（人）

 視察・見学 （回）

 主催事業 （回）

 共催事業 （回）

 ビデオ上映 （回）

 健康ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ （人）

（人）

 大人 （人）

 幼児 （人）

区　　　分

観覧者数              （人）

利

用

者
数

 ﾄｰﾀﾙﾍﾙｽｼｱﾀｰ

 研修会議室

 つどいの広場

ｲ 企画展の開催 年 回

令和５年度企画展の観覧者数

ｳ パネル展 年 回

イ 健康ライブラリーの運営

健康に関する最新の健康情報を提供した。

ウ 健康に関する教育研修の実施

・主催による研修会・イベント 年 回 参加者 人

・他の関係機関との共催による研修会 年 回 参加者 人

エ ボランティア（ヘルスサポーター）の育成・活動事業

・ボランティアの養成講座（ 課程） 年 回

・ボランティアの育成講座 年 回

・ボランティアの活動事業 年 回

オ 広報活動（ＴＶ・ラジオ・情報誌取材等） 開催数 回

カ 展示物・資料等貸出 回

子育て支援事業

ア ファミリー・サポート・センターの運営

保護者の都合による一時的なこどもの預かり、子育ての悩みなどに対応するため、ファミ

リー・サポート・センター（地域において子育ての援助活動を行う者と援助を受けたい者から

なる会員組織）を設置し、会員同士の子育てに関する支援機能の充実を図った。

ｱ 会員の募集・登録など会員組織の管理運営

会員数 人（提供会員： 人 依頼会員： 人 両方会員： 人）

【令和 年 月 日現在】

ｲ 援助活動の調整

マッチング件数 件

大人 小人 幼児 合 計

骨コツボーン！
鍛えてマッスル！！

令和５年３月１１日～令和５年７月９日

みんな集まれ！
あそびの世界へ

令和５年７月２２日～１１月５日

ウエル噛ム
お口の健康づくり

令和５年１１月１１日～令和６年３月１０日

からだは食でできている
地元食材でパワーアップ

令和６年３月１６日～令和６年７月７日

      合　　　計

 名　　称 期　　間
日　数
（日）

観覧者数（人）
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ウ　健康に関する教育研修の実施

・主催による研修会・イベント　　　　年 48 回　　参加者  1,544 人

・他の関係機関との共催による研修会　年  1 回　　参加者        60 人

エ　ボランティア（ヘルスサポーター）の育成・活動事業

・ボランティアの養成講座（6 課程）　　　年 　1 回

・ボランティアの育成講座　　　　　　　年 　3 回

・ボランティアの活動事業　　　　　　　 年 432 回

オ　広報活動（ＴＶ・ラジオ・情報誌取材等） 　　　　開催数 141 回

カ　展示物・資料等貸出　　　　　　　　　　　　 　　　　　 4 回



ｳ 提供会員登録講習会（援助活動に必要な知識の普及） （年 回 月）

ｴ 会員同士の交流会 回

ｵ 会員講習会 回

ｶ 機関誌の発行 回

イ つどいの広場の運営

子育て家庭の親と子どもが気軽につどい、育児相談などを行う常設の場を設置することによ

り、子育ての負担感の緩和や地域の子育て支援の充実を図った。

ｱ 常設のつどいの場の提供

ｲ 子育てに関する相談援助

ｳ 子育て関連情報の提供

ｴ 子育て等に関する講習会の開催 年 回

ｵ 利用者数 人（大人 人 幼児 人）

ウ パパとママの育児教室の運営

夫婦が協力して子育てを行うために、育児における夫婦の役割や育児全般について講義・実

習を行い、家庭における育児能力の向上を図った。

プレパパママ育児スクール 年 回、参加者 人

５５ 検検査査診診療療及及びび人人間間ドドッックク健健診診等等のの収収益益事事業業

被爆者や市民の健康診断の結果、悪性疾患等が疑われた場合には、確定診断や病期判定のため

に詳細な検査（ＣＴ・ＭＲＩ・内視鏡・超音波検査等）を行い、治療が必要な場合には、外部医

療機関等との連携により最善の方策を進めた。

また、広島市医師会員からの依頼による生体検査（ＣＴ・ＭＲＩ・内視鏡検査・Ｘ線撮影等）

を行い、積極的に外部医療機関との協力を推進した。

健康保険組合・事業所・個人からの依頼による人間ドック健診、生活習慣病予防健診、事業所

健診等の健診を実施した。健診結果に基づいて生活習慣の見直し等を指導し、病気の発症を未然

に防ぐとともに、疾病を早期に発見し、早期治療ができるように健診活動を行った。

＜実施件数＞ 人間ドック健診 件

生活習慣病予防健診（協会けんぽ） 件

事業所健診 件

ストレスチェック 件

放放射射線線被被曝曝者者医医療療のの国国際際協協力力事事業業へへのの協協力力

放射線被曝者医療国際協力推進協議会への協力

被爆地広島における放射線被曝者医療の経験とその蓄積を広く世界各地の放射線被曝者治療に

役立てようと、平成 年 月に発足した「放射線被曝者医療国際協力推進協議会 」の主

要推進団体として、医師等の受入（令和 年度は、 回にわたり 名の医師等の医療研修）を積

極的に行った。

来日原爆被爆者の健康診断、医療相談等の実施

国外に居住する被爆者が来日の際、健康診断および医療相談等を実施するとともに、健康管理

手当申請等の相談にも応じるなど、在外被爆者への援助を引き続き行った。

令令和和５５年年研研究究業業績績

学会発表

第 回 日本炎症性腸疾患学会 エキスパートと学ぶ若手のための症例検討（ 月 日、神戸市）

・林亮平： 字結腸穿孔後に紹介となった大腸炎の 例

年度 日本炎症性腸疾患学会 医師向け教育セミナー（ 月 日～令和 年 月 日、 ）

・林亮平： の分子標的治療の特徴・使い方④ 抗 抗体製剤

講演会等

リンボック、スキリージ適応追加記念講演会 高知（ 月 日、高知市）

・上野義隆：クローン病の病態に関する最近の話題

カログラ錠 講演会（ 月 日、広島市）

・上野義隆：非難治例における潰瘍性大腸炎治療薬の基本と実践

第 回 難病医療従事者研修会（ 月 日、広島市）

・上野義隆：炎症性腸疾患診療の現状と就労への課題

（ 月 日、岡山市）

・上野義隆：改めて考える 治療における 阻害薬への期待

教育講演（ 月 日、広島市）

・上野義隆： 阻害剤を再考する－ 治療におけるゴリムマブの役割

第 回 （ 月 日、広島市）

・林亮平：炎症性腸疾患とインテグリン

第 回 広島消化器免疫研究会（ 月 日、広島市）

・上野義隆：治療薬の作用機序からは見えてこない の病態

リンボック、スキリージ適応追加記念講演会 （ 月 日、 ）

・上野義隆：難治性潰瘍性大腸炎の病態における 阻害の意義

潰瘍性大腸炎 今更聞けないシリーズ （ 月 日、 ）

・林亮平：潰瘍性大腸炎 難治例の治療

第 回 原子爆弾後障害研究会 ワークショップ（ 月 日、 ）

・上野義隆：広島原対協における被爆者健診資料の保管状況と課題

カンファレンス（ 月 日、広島市）

・林亮平：炎症性腸疾患と腸管外合併症

第 回 安佐消化器病フォーラム（ 月 日、広島市）

・上野義隆：多角的アプローチにおけるクローン病の最新治療

中四国（ 月 日、 ）

・林亮平：潰瘍性大腸炎における チェンジによる 治療

第 回 岩国 （ 月 日、岩国市）

・上野義隆：改めて考える潰瘍性大腸炎治療における 阻害薬への期待

カログラ錠１周年記念講演会 高知（ 月 日、高知市）

・上野義隆：病態生理から考える の治療戦略

－ 54 －



ｳ 提供会員登録講習会（援助活動に必要な知識の普及） （年 回 月）

ｴ 会員同士の交流会 回

ｵ 会員講習会 回

ｶ 機関誌の発行 回

イ つどいの広場の運営

子育て家庭の親と子どもが気軽につどい、育児相談などを行う常設の場を設置することによ

り、子育ての負担感の緩和や地域の子育て支援の充実を図った。

ｱ 常設のつどいの場の提供

ｲ 子育てに関する相談援助

ｳ 子育て関連情報の提供

ｴ 子育て等に関する講習会の開催 年 回

ｵ 利用者数 人（大人 人 幼児 人）

ウ パパとママの育児教室の運営

夫婦が協力して子育てを行うために、育児における夫婦の役割や育児全般について講義・実

習を行い、家庭における育児能力の向上を図った。

プレパパママ育児スクール 年 回、参加者 人

５５ 検検査査診診療療及及びび人人間間ドドッックク健健診診等等のの収収益益事事業業

被爆者や市民の健康診断の結果、悪性疾患等が疑われた場合には、確定診断や病期判定のため

に詳細な検査（ＣＴ・ＭＲＩ・内視鏡・超音波検査等）を行い、治療が必要な場合には、外部医

療機関等との連携により最善の方策を進めた。

また、広島市医師会員からの依頼による生体検査（ＣＴ・ＭＲＩ・内視鏡検査・Ｘ線撮影等）

を行い、積極的に外部医療機関との協力を推進した。

健康保険組合・事業所・個人からの依頼による人間ドック健診、生活習慣病予防健診、事業所

健診等の健診を実施した。健診結果に基づいて生活習慣の見直し等を指導し、病気の発症を未然

に防ぐとともに、疾病を早期に発見し、早期治療ができるように健診活動を行った。

＜実施件数＞ 人間ドック健診 件

生活習慣病予防健診（協会けんぽ） 件

事業所健診 件

ストレスチェック 件

放放射射線線被被曝曝者者医医療療のの国国際際協協力力事事業業へへのの協協力力

放射線被曝者医療国際協力推進協議会への協力

被爆地広島における放射線被曝者医療の経験とその蓄積を広く世界各地の放射線被曝者治療に

役立てようと、平成 年 月に発足した「放射線被曝者医療国際協力推進協議会 」の主

要推進団体として、医師等の受入（令和 年度は、 回にわたり 名の医師等の医療研修）を積

極的に行った。

来日原爆被爆者の健康診断、医療相談等の実施

国外に居住する被爆者が来日の際、健康診断および医療相談等を実施するとともに、健康管理

手当申請等の相談にも応じるなど、在外被爆者への援助を引き続き行った。

令令和和５５年年研研究究業業績績

学会発表

第 回 日本炎症性腸疾患学会 エキスパートと学ぶ若手のための症例検討（ 月 日、神戸市）

・林亮平： 字結腸穿孔後に紹介となった大腸炎の 例

年度 日本炎症性腸疾患学会 医師向け教育セミナー（ 月 日～令和 年 月 日、 ）

・林亮平： の分子標的治療の特徴・使い方④ 抗 抗体製剤

講演会等

リンボック、スキリージ適応追加記念講演会 高知（ 月 日、高知市）

・上野義隆：クローン病の病態に関する最近の話題

カログラ錠 講演会（ 月 日、広島市）

・上野義隆：非難治例における潰瘍性大腸炎治療薬の基本と実践

第 回 難病医療従事者研修会（ 月 日、広島市）

・上野義隆：炎症性腸疾患診療の現状と就労への課題

（ 月 日、岡山市）

・上野義隆：改めて考える 治療における 阻害薬への期待

教育講演（ 月 日、広島市）

・上野義隆： 阻害剤を再考する－ 治療におけるゴリムマブの役割

第 回 （ 月 日、広島市）

・林亮平：炎症性腸疾患とインテグリン

第 回 広島消化器免疫研究会（ 月 日、広島市）

・上野義隆：治療薬の作用機序からは見えてこない の病態

リンボック、スキリージ適応追加記念講演会 （ 月 日、 ）

・上野義隆：難治性潰瘍性大腸炎の病態における 阻害の意義

潰瘍性大腸炎 今更聞けないシリーズ （ 月 日、 ）

・林亮平：潰瘍性大腸炎 難治例の治療

第 回 原子爆弾後障害研究会 ワークショップ（ 月 日、 ）

・上野義隆：広島原対協における被爆者健診資料の保管状況と課題

カンファレンス（ 月 日、広島市）

・林亮平：炎症性腸疾患と腸管外合併症

第 回 安佐消化器病フォーラム（ 月 日、広島市）

・上野義隆：多角的アプローチにおけるクローン病の最新治療

中四国（ 月 日、 ）

・林亮平：潰瘍性大腸炎における チェンジによる 治療

第 回 岩国 （ 月 日、岩国市）

・上野義隆：改めて考える潰瘍性大腸炎治療における 阻害薬への期待

カログラ錠１周年記念講演会 高知（ 月 日、高知市）

・上野義隆：病態生理から考える の治療戦略
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カログラ錠１周年記念講演会 東北（ 月 日、 ）

・上野義隆：病態生理から考える の治療戦略

第 回 下関大腸疾患研究会（ 月 日、下関市）

・上野義隆：高齢 患者に対する診療のポイント

カログラ錠１周年記念講演会 茨城（ 月 日、 ）

・上野義隆：病態生理から考える の治療戦略

徳島（ 月 日、徳島市）

・林亮平： α抗体製剤、先に打つか？後から打つか？

広島 （ 月 日、広島市）

・林亮平：クローン病診療における現状と課題

東広島・備北 セミナー（ 月 日、東広島市）

・上野義隆：潰瘍性大腸炎治療における 阻害の意義

（ 月 日、岡山市）

・上野義隆：潰瘍性大腸炎治療における抗 阻害剤の意義

東広島地区医師会学術講演会（ 月 日、東広島市）

・上野義隆：便通異常をきたす疾患の臨床

健康科学館でのヘルスサポーター養成講座の実施（ 月 日、広島市）

・稲田修吾：生活習慣と感染症

一般検査セミナー”EIKEN”（ 月 日、大阪市）

・林亮平：潰瘍性大腸炎診療におけるバイオマーカーの役割

（ 月 日、広島市）

・上野義隆：難治性 診療の現状と課題

（ 月 日、 ）

・林亮平：クローン病診療における現状と課題

令和 年度 難病講演会・相談会（ 月 日、広島市）

・上野義隆：潰瘍性大腸炎の理解と最新治療について

著書

上野義隆：「炎症性腸疾患診療の現状と就労への課題」 難病と在宅ケア 2023 Vol.29 No.9,24-28 

 

年 度 広 島 市 広 島 県 合 計

昭和

平成元

ⅦⅦ 資資 料料
１１ 年年度度別別被被爆爆者者数数（（広広島島市市及及びび広広島島県県））

広島市「原爆被爆者対策事業概要」より （各年度末、単位：人）
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カログラ錠１周年記念講演会 東北（ 月 日、 ）

・上野義隆：病態生理から考える の治療戦略

第 回 下関大腸疾患研究会（ 月 日、下関市）

・上野義隆：高齢 患者に対する診療のポイント

カログラ錠１周年記念講演会 茨城（ 月 日、 ）

・上野義隆：病態生理から考える の治療戦略

徳島（ 月 日、徳島市）

・林亮平： α抗体製剤、先に打つか？後から打つか？

広島 （ 月 日、広島市）

・林亮平：クローン病診療における現状と課題

東広島・備北 セミナー（ 月 日、東広島市）

・上野義隆：潰瘍性大腸炎治療における 阻害の意義

（ 月 日、岡山市）

・上野義隆：潰瘍性大腸炎治療における抗 阻害剤の意義

東広島地区医師会学術講演会（ 月 日、東広島市）

・上野義隆：便通異常をきたす疾患の臨床

健康科学館でのヘルスサポーター養成講座の実施（ 月 日、広島市）

・稲田修吾：生活習慣と感染症

一般検査セミナー”EIKEN”（ 月 日、大阪市）

・林亮平：潰瘍性大腸炎診療におけるバイオマーカーの役割

（ 月 日、広島市）

・上野義隆：難治性 診療の現状と課題

（ 月 日、 ）

・林亮平：クローン病診療における現状と課題

令和 年度 難病講演会・相談会（ 月 日、広島市）

・上野義隆：潰瘍性大腸炎の理解と最新治療について

著書

上野義隆：「炎症性腸疾患診療の現状と就労への課題」 難病と在宅ケア 2023 Vol.29 No.9,24-28 

 

年 度 広 島 市 広 島 県 合 計

昭和

平成元

ⅦⅦ 資資 料料
１１ 年年度度別別被被爆爆者者数数（（広広島島市市及及びび広広島島県県））

広島市「原爆被爆者対策事業概要」より （各年度末、単位：人）
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年 度 広 島 市 広 島 県 合 計

平成

令和元

２２ 年年賀賀寄寄附附金金配配分分金金にによよるる実実施施事事業業
（単位：円）

年 度 事 業 名 事業費総額 配分金額

昭和
原爆被爆者福祉センター本館建設

健診車、原爆被爆者福祉センター暖房設備設置

原爆被爆者福祉センター増築

テレビレントゲン装置、オートアナライザー設置

原爆被爆者福祉センター増改築

ハイゼルマーク 、コールターカウンター設置

コールターカウンター搭載健診車 号車 購入

パンスパイロコンピュータ設置

胃検診用 線テレビジョン装置

コールターカウンター設置

線テレビジョン装置

胸部一般撮影用装置設備

自動血球分類装置

コールターカウンター搭載健診車 号車 購入

コールターカウンター搭載健診車 号車更新 購入

コンピューテッドラジオグラフィ

胃透視用 線テレビ装置設備

コンピューテッドラジオグラフィ

専用 線透視撮影台設備

用光ディスク画像ファイル装置設備

平成 超電導 装置設置

コールターカウンター搭載健診車 号車更新 購入

コンピューテッドラジオグラフィ 更新

コールターカウンター搭載健診車 号車更新 購入

コンピューテッドラジオグラフィ 更新

光ディスク画像ファイル装置

集合型光ディスク画像ファイル装置

用 線透視撮影装置

装置のバージョンアップ

コンピューテッドラジオグラフィ 更新

心電図データマネジメントシステム

装置 更新

自動血球計算装置 更新

全自動血球計算装置搭載健診車 号車更新

全自動血球計算装置搭載健診車 号車更新

超音波診断装置（更新）

全自動電気泳動装置（更新）

合 計
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２２ 年年賀賀寄寄附附金金配配分分金金にによよるる実実施施事事業業
（単位：円）

年 度 事 業 名 事業費総額 配分金額

昭和
原爆被爆者福祉センター本館建設

健診車、原爆被爆者福祉センター暖房設備設置

原爆被爆者福祉センター増築

テレビレントゲン装置、オートアナライザー設置

原爆被爆者福祉センター増改築

ハイゼルマーク 、コールターカウンター設置

コールターカウンター搭載健診車 号車 購入

パンスパイロコンピュータ設置

胃検診用 線テレビジョン装置

コールターカウンター設置

線テレビジョン装置

胸部一般撮影用装置設備

自動血球分類装置

コールターカウンター搭載健診車 号車 購入

コールターカウンター搭載健診車 号車更新 購入

コンピューテッドラジオグラフィ

胃透視用 線テレビ装置設備

コンピューテッドラジオグラフィ

専用 線透視撮影台設備

用光ディスク画像ファイル装置設備

平成 超電導 装置設置

コールターカウンター搭載健診車 号車更新 購入

コンピューテッドラジオグラフィ 更新

コールターカウンター搭載健診車 号車更新 購入

コンピューテッドラジオグラフィ 更新

光ディスク画像ファイル装置

集合型光ディスク画像ファイル装置

用 線透視撮影装置

装置のバージョンアップ

コンピューテッドラジオグラフィ 更新

心電図データマネジメントシステム

装置 更新

自動血球計算装置 更新

全自動血球計算装置搭載健診車 号車更新

全自動血球計算装置搭載健診車 号車更新

超音波診断装置（更新）

全自動電気泳動装置（更新）

合 計
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３３ 日日本本自自転転車車振振興興会会補補助助金金にによよるる実実施施事事業業
（単位：円）

年 度 事 業 名 事業費総額 補 助 金

昭和
原爆被爆者有福温泉療養研究所

建設工事・用地買収整備

原爆被爆者健康管理設備等の整備

健康診断用自動車整備・ 線装置整備

原爆被爆者有福温泉療養研究所

暖房設備工事・倉庫建設工事

平成元

原爆被爆者の診療機器の整備

専用 線透視撮影台

心電図自動解析ファイリング装置

原爆症診療機器の整備

線骨密度測定装置・超音波診断装置

原爆症診療機器の整備

胃集検用 線デジタルラジオグラフィ装置

原爆症診療機器の整備

用 線透視撮影装置

原爆症診療機器の整備

線骨密度測定装置

原爆症診療機器の整備

線テレビ装置 ＤＲシステム

原爆症診療機器の整備

超音波診断装置配慮

合 計

４４ 車車両両競競技技公公益益資資金金記記念念財財団団補補助助金金にによよるる実実施施事事業業
（単位：円）

年 度 事 業 名 事業費総額 補 助 金

昭和

原爆被爆者有福温泉療養研究所

浴室の増改築、消防設備・機械室の整備

厨房・静養室・外壁の補修工事

原爆被爆者有福温泉療養研究所

ロビー事務室改修工事、食堂拡張及び内装工事

アルミサッシ取替及び木製建具工事等

平成

原爆被爆者有福温泉療養研究所

客室内装工事、アルミサッシ取替工事

外壁塗装及びボイラー・貯水槽更新等

原爆被爆者有福温泉療養研究所

浴室・浴槽改修工事、リネン室防水工事

原爆被爆者有福温泉療養研究所

屋上陸屋根防水工事

原爆被爆者有福温泉療養研究所

外壁・厨房等改修工事

合 計

５５ 広広島島県県補補助助金金にによよるる実実施施事事業業
（単位：円）

年 度 事 業 名 事業費総額 補 助 金

昭和 被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

原爆被爆者有福温泉療養研究所 暖房・倉庫建設工事

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

原爆被爆者有福温泉療養研究所 冷暖房取付工事

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

原爆被爆者有福温泉療養研究所 浴室増改築工事等

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

原爆被爆者有福温泉療養研究所 屋根防水改修工事等

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

原爆被爆者有福温泉療養研究所 屋根防水工事等

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

原爆被爆者有福温泉療養研究所 食堂拡張工事等

被爆者援護福祉事業

平成元 被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

原爆被爆者有福温泉療養研究所 内装工事等

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

原爆被爆者有福温泉療養研究所 浴室・浴槽改修工事等

被爆者援護福祉事業

原爆被爆者有福温泉療養研究所 屋上陸屋根防水工事等

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

原爆被爆者有福温泉療養研究所 空調設備更新工事等

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

原爆被爆者有福温泉療養研究所 外壁・厨房等改修工事

合 計

－ 60 －



３３ 日日本本自自転転車車振振興興会会補補助助金金にによよるる実実施施事事業業
（単位：円）

年 度 事 業 名 事業費総額 補 助 金

昭和
原爆被爆者有福温泉療養研究所

建設工事・用地買収整備

原爆被爆者健康管理設備等の整備

健康診断用自動車整備・ 線装置整備

原爆被爆者有福温泉療養研究所

暖房設備工事・倉庫建設工事

平成元

原爆被爆者の診療機器の整備

専用 線透視撮影台

心電図自動解析ファイリング装置

原爆症診療機器の整備

線骨密度測定装置・超音波診断装置

原爆症診療機器の整備

胃集検用 線デジタルラジオグラフィ装置

原爆症診療機器の整備

用 線透視撮影装置

原爆症診療機器の整備

線骨密度測定装置

原爆症診療機器の整備

線テレビ装置 ＤＲシステム

原爆症診療機器の整備

超音波診断装置配慮

合 計

４４ 車車両両競競技技公公益益資資金金記記念念財財団団補補助助金金にによよるる実実施施事事業業
（単位：円）

年 度 事 業 名 事業費総額 補 助 金

昭和

原爆被爆者有福温泉療養研究所

浴室の増改築、消防設備・機械室の整備

厨房・静養室・外壁の補修工事

原爆被爆者有福温泉療養研究所

ロビー事務室改修工事、食堂拡張及び内装工事

アルミサッシ取替及び木製建具工事等

平成

原爆被爆者有福温泉療養研究所

客室内装工事、アルミサッシ取替工事

外壁塗装及びボイラー・貯水槽更新等

原爆被爆者有福温泉療養研究所

浴室・浴槽改修工事、リネン室防水工事

原爆被爆者有福温泉療養研究所

屋上陸屋根防水工事

原爆被爆者有福温泉療養研究所

外壁・厨房等改修工事

合 計

５５ 広広島島県県補補助助金金にによよるる実実施施事事業業
（単位：円）

年 度 事 業 名 事業費総額 補 助 金

昭和 被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

原爆被爆者有福温泉療養研究所 暖房・倉庫建設工事

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

原爆被爆者有福温泉療養研究所 冷暖房取付工事

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

原爆被爆者有福温泉療養研究所 浴室増改築工事等

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

原爆被爆者有福温泉療養研究所 屋根防水改修工事等

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

原爆被爆者有福温泉療養研究所 屋根防水工事等

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

原爆被爆者有福温泉療養研究所 食堂拡張工事等

被爆者援護福祉事業

平成元 被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

原爆被爆者有福温泉療養研究所 内装工事等

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

原爆被爆者有福温泉療養研究所 浴室・浴槽改修工事等

被爆者援護福祉事業

原爆被爆者有福温泉療養研究所 屋上陸屋根防水工事等

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

原爆被爆者有福温泉療養研究所 空調設備更新工事等

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

原爆被爆者有福温泉療養研究所 外壁・厨房等改修工事

合 計

－ 61 －



６６ 広広島島市市補補助助金金にによよるる実実施施事事業業
（単位：円）

年 度 事 業 名 事業費総額 補 助 金

昭和
被爆者援護福祉事業

原爆被爆者有福温泉療養研究所 建設工事

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

原爆被爆者有福温泉療養研究所 暖房・倉庫建設工事

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

原爆被爆者有福温泉療養研究所 冷暖房取付工事

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

原爆被爆者有福温泉療養研究所 浴室増改築工事等

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

原爆被爆者有福温泉療養研究所 屋根防水改修工事等

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

原爆被爆者有福温泉療養研究所 屋根防水工事等

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

原爆被爆者有福温泉療養研究所 食堂拡張工事等

被爆者援護福祉事業

平成元 被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

原爆被爆者有福温泉療養研究所 内装工事等

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

原爆被爆者有福温泉療養研究所 浴室・浴槽改修工事等

被爆者援護福祉事業

原爆被爆者有福温泉療養研究所 屋上陸屋根防水工事等

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

原爆被爆者有福温泉療養研究所 空調設備更新工事等

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

原爆被爆者有福温泉療養研究所 外壁・厨房等改修工事

合 計

７７ 日日本本高高等等学学校校教教職職員員組組合合等等かかららのの寄寄付付金金

（単位：円）

年 度 日本高等学校教職員組合 個人・その他の団体 合 計

昭和

平成元
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６６ 広広島島市市補補助助金金にによよるる実実施施事事業業
（単位：円）

年 度 事 業 名 事業費総額 補 助 金

昭和
被爆者援護福祉事業

原爆被爆者有福温泉療養研究所 建設工事

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

原爆被爆者有福温泉療養研究所 暖房・倉庫建設工事

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

原爆被爆者有福温泉療養研究所 冷暖房取付工事

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

原爆被爆者有福温泉療養研究所 浴室増改築工事等

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

原爆被爆者有福温泉療養研究所 屋根防水改修工事等

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

原爆被爆者有福温泉療養研究所 屋根防水工事等

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

原爆被爆者有福温泉療養研究所 食堂拡張工事等

被爆者援護福祉事業

平成元 被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

原爆被爆者有福温泉療養研究所 内装工事等

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

原爆被爆者有福温泉療養研究所 浴室・浴槽改修工事等

被爆者援護福祉事業

原爆被爆者有福温泉療養研究所 屋上陸屋根防水工事等

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

原爆被爆者有福温泉療養研究所 空調設備更新工事等

被爆者援護福祉事業

被爆者援護福祉事業

原爆被爆者有福温泉療養研究所 外壁・厨房等改修工事

合 計

７７ 日日本本高高等等学学校校教教職職員員組組合合等等かかららのの寄寄付付金金

（単位：円）

年 度 日本高等学校教職員組合 個人・その他の団体 合 計

昭和

平成元
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年 度 日本高等学校教職員組合 個人・その他の団体 合 計

令和元

合計
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年 度 日本高等学校教職員組合 個人・その他の団体 合 計

令和元

合計

８８ 全全国国かからら寄寄せせらられれたた寄寄付付金金
（資料７再掲，敬称略）

年 度 合 計 金 額 件数 寄 付 者 氏 名

昭和 円

円

円

円

円

件

件

件

件

件

埼玉県比企郡自然科学研究所，中和孝三，若月一夫，広島ロータリークラブ，無名

子，斉藤金三，東京都渋谷区議員団，サンエッチ外，中井一夫，中島茂，無名子，

一般募金，大阪市立松宮小学校同窓会，清水達造，伊勢谷洋一，増川義信，広島

美術人展，岸英一，毛利典欖，米子市口陰田婦人会並青年団，豊田郡大草村青年団○

支部代表者吉田宣徳，日本国民健康会長和気清喬，吉本美枝子，中野正義，匿名，中

国電波管理局組合支部長，石田ハル，一凡人，沢千代子，田川一男・順二，傷痍軍人

会・長門労働組合連合会・長門連合青年会，原爆障害者救援会会員一同，一海上自衛

隊員，匿名人，池田稔，宮原高等学校弁論部，セタヤ・ビカッシュ・バーナジエ，広

島県博愛協議会中島茂，池田稔

池田稔，広島ライオンズクラブ会長寺田豊，湯浅傳，池田稔，蓑○豊子外 名，青山

晴男，佐々木一，岩手小学校五年一組 名一同，アイラ・レ・モーリス，広島県博愛

協議会中島茂，土岡博一，能代市職域文化団体連絡協議会笹村堅一郎，匿名，奥田洋

子，法政大学県人会，京都子供カリタス会，一高校生，朝枝章，広島平和美術展事務

局，大阪Ｔ生，匿名，銀座東宝社長，呉市宮原高校卒業生プラタナス会代表竹中三

郎，原水爆禁止小金井準備会長鈴木誠一，海老名町青年団，斉藤嘉輔・明子，小倉市

Ｉ子，藤岡女子高等学校生徒会，ブラジル・マルネイラセーマ町より，原田久，高知

県安藝郡教員組合，原田東岷，ポートドーバーライオンズ倶楽部，セントピーターラ

イオンズ倶楽部，原爆惨禍相起協議会長遠藤南史，美○ミシン工業株式会社，近藤ミ

シン株式会社，明治大学広島県人会

原爆惨禍想起協議会長遠藤南史，島田平和の集い準備会島田市長，北海道農民同盟青

年部，富山市奥田枝下婦人会，島田市クリスタルクラブ，森廉，下呂平和を護る会準

備会，柳川小学校六年一組一同，無名，浜崎谷松，落合一男，藤村進，マレー ヤン

グ，古谷良念，無名子，海上自衛隊○○隊十五分隊，安芸教区仏青連協議会長○重一

教，渡辺弘子，大阪住友金属工業会社外十二社，東海田町青年団寺迫支部代表田原○

男，医師会卒業者無名氏，横浜市新生活運動婦人○○会一同，福家俊明，野溝○人，

ある少女，森数美，一女生，大阪東区一高校女学生，高橋信雄，徳原芳子，遠藤南

史，小林蘊徹，梅林とし子，榎原彰夫，無名氏，八・一五終戦記念平和の夕世話人会

代表堀口恒次，無名氏，○○○○○○○○，山口県豊田町殿居地区婦人会長岡崎あつ

子，服部保外十四名，全国連合竹和会，賀茂郡造賀村婦人会代表辻川静枝，中山教

進・○○○・国定典明，神阪○子，国鉄幡生工場原爆罹災者救援会小西旭，山崎常雄

外九名，中学一少女，東淀川平和の夕実行委員会，古谷良念，尾久母の会南支部・仲

支部・東支部一同，兄妹三人無名子，茶谷京子，田中卓爾，広本露子，大谷高校二年

生，高橋又一，鉄砲町一吉方一，元宇品小学校五年生一同，大阪市内某氏，菊池京

子，一中学校学級一同，大原乙彦，広島市原子力平和利用博覧会長渡辺忠雄，井口愛

之助，大森植松，柳田孝，東京都共同募金会長藤山愛一郎，兵庫県共同募金会長岡崎

忠，無名士盲人，茨木県取手第○○学校生徒会長大久保征夫，北米加州バークレー広

島県人会長大館誓一，大阪某氏，無名氏，○○孟範，遠藤南史，身体障害者厚明会

長，中国訪日京劇団代表・朝日新聞社，井上敏子，秋本庸夫，山田千恵子，大歳盛

明，太陽海運株式会社，長井あきよ，山田千恵子，三人の友達，成名小学校・鴨川中

学校，維信高等学校二年 組ひいらぎグループ，広島県司法書士会員総会出席者有

志，全国司法職員労働組合広島支部，宮崎迫彦，安永隆夫，金沢薫台高等学校二年修

学旅行団，羽昨高等学校生徒会，アーヴィンクンツ夫妻，高木俊子，羽田○良正，益

村弥太郎，クロンドチーク

大森シゲ，山田○○○○，井木康秀，赤川正章，匿名氏，山田千恵子，斉藤明子，読

売新聞社新聞○○委員会，取石小学校児童会，金清公夫，一青年，宮原太郎，下広井

原青年団小川博○外十三名，匿名，栗栖勝，久留米市匿名，法政大学建築科一同，城

東中学校生徒会，上田柳吉，吉坂中学校原田耕滋外十四名，フレデークイン

日本原水爆被災者救援会代表篠原つる子，増田呉省， ，朝山カツ

ノ，江田島自衛隊○○学校生徒，○○高校三年図書部・○○君子，匿名，ドイツ医学

週間法出版社，東京田無町婦人連絡協議会，シチズン時計工場内文化部映画班，田口

正治，大竹市小方中学生徒会，一無名士，清香仏教青年会，名田典子，岩国市立東小

学校五年二組一同，橋詰博，三立製菓株式会社・鈴木自動車工業会・○○トマト会外

三社，吉原信之，斉藤明子，漫画協団代表筑摩鉄平，中豊純子・實二，秋田県沖田○

小学校五年生一同，京都市一中学生，第一製菓・三共○○・オリンパス光学・カミシ

マ製作社・小野田セメント・沖電気工業会社・三菱電気・東芝商事，高校生二名，梅

津町青年団西江支部，横山妙，田口正治，○○無名氏，大洲病院一同，築地子供会，
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東町連合子供クラブ一同，川崎市東芝○附工，段原女子女学園中学一年六組一同外匿

名三，野口あき，東京電気大学○○学校・浜田加代子・土肥邦雄・三村豊・タクシー

運転手・松下和義・山田洋士・東京忍岡高校生・○川○○，屋代小・中学校・戸倉中

学校，匿名，広島県○○○・吉本勝・浜田カヨ子，山田千恵子，高橋昭博，杉渕徳

治，山田千恵子，河野次郎・県教職組合・乃美小学校 年○組，○尾冨美子，浜田加

代子，土肥邦雄，三村典子，松下和義

丸本杏男，山田千恵子，日本むつみ会，山田千恵子，奈良県一○人，山田千恵子，吉

岡隆夫，神戸市親和高校グループ，日本むつみ会老生，山田千恵子，金沢兼之助，東

京福祉協会理事小祝昌弘，四人の女月光仮面，一読者，愛知トマト 他 社，日本む

つみ会老生， 匿名 ，大阪一女性，匿名者，田口正治，グレチエン・タットヒル，古賀

和紀，グレチエン・タットヒル，金光教群馬県西部連合会，藤村弘，全日労組合広島

地方会議組合員，篠村つる子，香川県千羽鶴運動実行委員会，イタリア生， 匿名 ，浦

辺和美外三名，徳竹道生外一名

広島予研支所匿名，広島予研支所匿名，アーサー・マリー・アイビンダー，赤松鉄

也，赤松鉄也，匿名，篠村つる子、金子健次郎，大阪 氏，匿名，匿名，山田千恵

子，山田千恵子，森新一，山田千恵子，原水爆禁止大川市協議会長古賀清治，広島県

競輪選手会

紺野光吉，紺野光吉，日本原水爆被災者救援協会代表富井令子，石田久子，山田キ

ク，関つる，山蔭貫之，関つる，紺野光吉，日本電装労働組合，ルイス・カヴレル，

匿名，匿名 名，全大丸労働組合神戸支部，全国財務労働組合，紺野光吉，原田東

岷，安佐郡長束地区婦人会長原田静枝，寺本典夫，佐藤富子，土井憲策，山崎君子，

愛知県立明和高等学校定時制夜間課程職員生徒一同，石川県立工業高等学校デザイン

科有志，紺野光吉，原爆傷害調査委員会代表ジョージ・ ・ダーリング，紺野光吉，柿

原幸二，小崎芳子，紺野光吉

紺野光吉・無名氏，三次中学校，三次町本通一子供会，紺野光吉・匿名，山田千恵

子，小川亀三，日○一社員外三氏匿名，紺野光吉・ ，清水芳郎，駒込学園一同，呉

造船労組宮原地区家族会，日本司法書士会連合会総会出席者，東大教育学部高校一年

組，板木節夫，藤田正行，河原卓一，安永茂雄，日下部春一，岩滝宗雄

神戸市育英高等学校一年十組，中村勝弥，奥田光太郎，空調タイムス社代表取締役杉

本英太郎，大歳盛明，志村寛一，ノートルダム清心高等学校三年生一同，山田千恵

子，山田千恵子，徳島県民主社会主義青年連合組織部長岡内淑夫，般若太郎外七口，

岡本稔雄・吉田町役場職員組合，村上春雄，ロスアンゼルス・シカゴミヤコ観光団，

日本高等学校教職員組合，中川シゲノ，山口親愛教会 氏， 匿名 ，本間妙海，匿名，

村上和輝，日赤東京都支部寄託，読売新聞社寄託

読売新聞社寄託 名，日赤東京都支部寄託，匿名，山田千恵子，中国新聞社会事業団

寄託，政治経済研究会代表番匠朝昭，日本高等学校教職員組合代表礒本達則，中国新

聞社会事業団寄託，土手和海外二名，原水爆禁止門○市協議会会長東重太郎，金沢な

でしこ会三人，金光教広島県連合会外二件，岐阜県立中津高等学校職員二学年一同，

黒瀬町上黒瀬小学校五年生一同，福島県石川実務学園長外三ケ所，朝日新聞山口支局

寄託，石川県立金沢高等学校二四ホーム一同，大○七一

神戸新聞厚生事業団寄託，石川県金沢高等学校修学旅行団，パリ大学医学部ウェーグ

マン教授夫妻，中川製袋化工 周年記念会招待者一同，○生製作所労組，渋谷区

代々木善明会教団，全国自動車産業労働組合連合会東海支部，山形県 歳学生，中島

マチ，豊島区 ，こばやし，塚本利光，大豊○樹，尾川昭外七ケ所，比和中学校福田

部落会生徒，キリンビール労働組合広島工場支部長○○永○○，松岡洋子・岡本・玉

置せき，東京電気大学高校普通科二年生一同，日本大学豊山学園友輪会，豊橋市時○

○高校二年一組一同，豊川地方労働組合，○田照夫，石本タケノ

喫茶ガーネット、小池静子外二名，県内に住む一女性，三宅千代子，日本高等学校教

職員組合中央執行委員長礒本達則，善明会教団東京支部，セント・ジエルジ博士，右

田辰雄・原水爆禁止議員連盟外二名，東京電機工業高等学校定時制及全日制生徒○○

○キリスト○○，大阪市旅行クラブ「浪花会」，国際協力及軍備に関するオーストラリ

ヤニュージーランド委員会，吉田達雄，安田火災労働組合東京分会青年婦人部一同，

土井憲作，南千田ヘルスセンター，山本雅子，矢沢一民，旧普通科神○高等学校一年

三組

川上ナルエ，堤健一郎，徳原スミ子，飯田商店外二者，杉山博康，小松修，神戸外大

二部原水禁実行委員会一同，片山茂樹，法眼○外五件，三次市栗原町婦人会外二件，

新潟県十日町市原水禁協議会長服部慶円，読売新聞社寄託，金洞海，山形 東京電

機大学高校工業科二学年一同・定時制四年 組一同，奈良県青龍寺小西妙淳，全日本

印刷工業組合連合会中国地区印刷工業組合協議会広島県印刷工業組合，フランス人シャ
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日本高等学校教職員組合，長崎原子爆弾被爆者対策協議会長諸谷義武，日本火薬福山

工場ダンス同好会一同，本田英郎，日本高等学校教職員組合，大口あさを，金井政

吉，姫路市匿名，舟入本町商店街，広島市の者，藤井音次郎，新潟県十日町市原水禁

協議会長服部慶圓，沖一成，藤井音次郎，日本高等学校教職員組合，東海大学原子力

教室，ビクターオート 株 広島営業所，酒井幸四郎，藤井音次郎，藤井音次郎

香川県高等学校教職員組合執行委員長古川静夫，藤井音次郎，水木ナツ，藤井音次

郎，小畠静江，金井政吉，入田律子，舟入本通会，一老人，田中茂，新潟県十日町市

原水爆禁止協議会，藤井音次郎，日本高等学校教職員組合中央執行委員長曽我部忠

一，日本高等学校教職員組合執行委員長古川静夫，桂雄一，徳山市蟻の会代表水木敏

郎，鈴川寅二，ヒロスイ株式会社員加賀愛万・下岡好一・西村浩，鯉城クラブ，藤井

音次郎，大園英彦，藤井音次郎，小野広秋

藤井音次郎，友広和夫，一匿名者，一匿名者，金井政吉，匿名の一少女，日本高等学

校教職員組合中央執行委員長曽我部忠一，藤井音次郎，神戸市職青年部神戸市葦合区

役所・神戸市生田区役所有志，堀内登久子，新潟県十日町市原水爆禁止協議会，匿名

者，湧井雅晴，小西清，高田和典，法政大学女子高校 年 組，岩室久一，横光利

之，苫小牧西高等学校新聞局，明大附属中野中学校 年生，藤井音次郎，一市民，狩

野重治，藤井音次郎，岡野チヨノ，八木千代，日本高等学校教職員組合中央執行委員

長曽我部忠一

藤井音次郎，藤井音次郎，金井政吉，広島市無名氏，藤井音次郎，日本高等学校教職

員組合中央執行委員長山本弘之，柴崎英治，原水爆禁止十日町市協議会長松井愛美，

三重県立紀南高等学校修学旅行団一同，藤井音次郎，今田稔穂，広島木工製材機械協

会，森崎律子，藤井音次郎，広島市匿名氏，安佐ボール社長武智義則，広島市無名

氏，藤井音次郎，藤井音次郎

山口大学 代表者山崎まり子，藤井音次郎，松川宣正，松川宣正，広島市 子，

日本高等学校教職員組合中央執行委員長山本弘之，下田工業株式会社広島支店長小野

敏次，広島市無名氏，原水爆禁止十日町市協議会長松井愛美，新谷五郎，松坂次男，

藤井音次郎，原田東岷，飯田昭二，藤井音次郎，エア・ポートレーン支配人登勝志，

広島市民無名氏，福岡県立浮羽高等学校二年五組グループ代表野上美由貴，岩手県釜

石南高等学校社会研究部長佐藤三良，藤井音次郎

広島木工製材機械協会長金子堅一，藤井音次郎，大高美代，岡儀造，日本高等学校教

職員組合中央執行委員長山本弘之，下田工業株式会社広島支店従業員代表支店長小野

敏次，原水爆禁止十日町市協議会書記長南雲藤平，藤井音次郎他，藤井音次郎，岡正

造，藤井音次郎，甚兵衛ボールガータスクラブ代表進藤芳樹，藤井音次郎

渡辺ツルコ，足門ミドリ，日本高等学校教職員組合，広島市内原爆被爆者，原水爆禁

止十日町市協議会，藤井音次郎，日本高等学校教職員組合中央執行委員長木山八郎，

奥野ワカヨ，広島市原爆被爆者，市山律子，上山しのぶ

坂本悦治，乙井ミツエ，愛媛県立南宇和高校生徒会顧問武田裕典，広島市民被爆無名

者，広島第一劇場代表取締役吉田尚行，広島木工製材機械協会長金子堅一 西部浩子，

日本高等学校教職員組合，関が原石材労働組合中央執行委員長村瀬秀夫，籾倉利明，

西部浩子

広島鉄道管理局広島工場桂哲雄，河野和夫，日本高等学校教職員組合，長崎正明

大山ミチ子，松上年雄，広島木工製材機械協会，東京の一学生，日本高等学校教職員

組合中央執行委員長斉藤啓夫，清水由紀子，高橋彰温

日本高等学校教職員組合中央執行委員長中川金作，浜井澄人，山口能弘，荒木邦男，

山田春三，府中農協病院植田繁男，川村法人

日本高等学校教職員組合，東洋工業 監査部主管籾倉誠

寺岡聖，日本高等学校教職員組合中央執行委員長金橋寿雄，森崎利樹，藤井幸子

高野慶子，山口大学平和キャラバン隊，日本高等学校教職員組合中央執行委員長金橋

寿雄，巖利文

日本高等学校教職員組合中央執行委員長服部寛信，山口大学ユネスコクラブ第 回平

和キャラバン隊，花田実男，栃木県烏山女子高等学校三年一組一同，大阪産業大学教

職員有志によるチャリティーバザー実行委員会

大高美代，京極春子，山口大学ユネスコクラブ平和キャラバン隊，原水爆禁止十日町

市協議会長松井愛美，ゼンセン同盟十日町職労佐藤敬，日本高等学校教職員組合中央

執行委員長森田忠夫

全日本宗教用具組合連合会，大高美代，大熊開市，日本高等学校教職員組合中央執行

委員長森田忠夫，中野ツルエ，大熊開市，大熊開市，大熊開市，大熊開市

大熊開市，大熊開市，大熊開市，大熊開市，大高美代，日本高等学校教職員組合，大

熊開市，大熊開市，大熊開市，大熊開市，大熊開市，大熊開市
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年 度 合 計 金 額 件数 寄 付 者 氏 名

平成元

令和元

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

１件

１件

１件

２件

１件

１件

１件

１件

１件

１件

大熊開市，大熊開市，松坂次男，大熊開市，大高美代，日本生命中央営業部藤本勇他

職員，一匿名者，日本高等学校教職員組合，酒井真司，山村智寿子，新中央工業株式

会社代表取締役本部長中西忠彦

財団法人多山報恩会，大高美代，さくらタクシー社長藤谷源市，日本高等学校教職員

組合，匿名者

森田長昭，匿名者，大高美代，日本高等学校教職員組合，紀州アート株式会社，匿名

者

藤原雄，広島木工製材機械協会長前田静正，大高美代，日本高等学校教職員組合，柘

植正

柘植好江，石田ヒサ子，藏本淳，大高美代，日本高等学校教職員組合

大高美代，日本高等学校教職員組合

日本高等学校教職員組合

日本高等学校教職員組合

日本高等学校数職員組合，縁生の友の会，中尾隆，向井幸枝

日本高等学校教職員組合

日本高等学校教職員組合，津川弘道，田中文枝，松坂紘一郎，茅原春夫，前田千代子

日本高等学校教職員組合，高原義明，杉本純雄，伊藤文明，伊藤千賀子

日本高等学校教職員組合

日本高等学校教職員組合，原田義弘，毛利佳代子

日本高等学校教職員組合

日本高等学校教職員組合

日本高等学校教職員組合，藤岡マツエ，山田ツユ子，国会職員組合連合会

日本高等学校教職員組合 国原 浩 国会職員組合連合会

日本高等学校教職員組合

日本高等学校教職員組合，国会職員組合連合会，第 回日本健康増進学会

日本高等学校教職員組合

日本高等学校教職員組合

日本高等学校教職員組合

日本高等学校教職員組合

日本高等学校教職員組合

日本高等学校教職員組合

日本高等学校教職員組合

日本高等学校教職員組合

日本高等学校教職員組合

日本高等学校教職員組合

日本高等学校教職員組合

日本高等学校教職員組合，広島市小児科医会長森美喜夫

日本高等学校教職員組合

日本高等学校教職員組合

日本高等学校教職員組合

日本高等学校教職員組合

日本高等学校教職員組合

日本高等学校教職員組合
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年 度 合 計 金 額 件数 寄 付 者 氏 名

平成元

令和元

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

１件

１件

１件

２件

１件

１件

１件

１件

１件

１件

大熊開市，大熊開市，松坂次男，大熊開市，大高美代，日本生命中央営業部藤本勇他

職員，一匿名者，日本高等学校教職員組合，酒井真司，山村智寿子，新中央工業株式

会社代表取締役本部長中西忠彦

財団法人多山報恩会，大高美代，さくらタクシー社長藤谷源市，日本高等学校教職員

組合，匿名者

森田長昭，匿名者，大高美代，日本高等学校教職員組合，紀州アート株式会社，匿名

者

藤原雄，広島木工製材機械協会長前田静正，大高美代，日本高等学校教職員組合，柘

植正

柘植好江，石田ヒサ子，藏本淳，大高美代，日本高等学校教職員組合

大高美代，日本高等学校教職員組合

日本高等学校教職員組合

日本高等学校教職員組合

日本高等学校数職員組合，縁生の友の会，中尾隆，向井幸枝

日本高等学校教職員組合

日本高等学校教職員組合，津川弘道，田中文枝，松坂紘一郎，茅原春夫，前田千代子

日本高等学校教職員組合，高原義明，杉本純雄，伊藤文明，伊藤千賀子

日本高等学校教職員組合

日本高等学校教職員組合，原田義弘，毛利佳代子

日本高等学校教職員組合

日本高等学校教職員組合

日本高等学校教職員組合，藤岡マツエ，山田ツユ子，国会職員組合連合会

日本高等学校教職員組合 国原 浩 国会職員組合連合会

日本高等学校教職員組合

日本高等学校教職員組合，国会職員組合連合会，第 回日本健康増進学会

日本高等学校教職員組合

日本高等学校教職員組合

日本高等学校教職員組合

日本高等学校教職員組合

日本高等学校教職員組合

日本高等学校教職員組合

日本高等学校教職員組合

日本高等学校教職員組合

日本高等学校教職員組合

日本高等学校教職員組合

日本高等学校教職員組合

日本高等学校教職員組合，広島市小児科医会長森美喜夫

日本高等学校教職員組合

日本高等学校教職員組合

日本高等学校教職員組合

日本高等学校教職員組合

日本高等学校教職員組合

日本高等学校教職員組合

９９ 核核兵兵器器廃廃絶絶・・平平和和建建設設広広島島県県民民会会議議かかららのの寄寄贈贈物物品品
（単位：円）

年 度 寄 贈 物 品 評 価 額

毛糸編機 台、ラジオ 台

カラーテレビ 台、長イス 脚

フィルム保管庫 台

フィルム格納庫 台

スロンブエラストグラフ 台、毛糸編機 台

顕微鏡 台、毛糸編機 台

胃カメラ 台

気管支ファイバースコープ 台

眼底カメラ 式

ガストロファイバースコープ 台

ガストロファイバースコープ 台

大腸ファイバースコープ 台

気管支ファイバースコープ 台

オートプロジェクター 台、内視鏡格納棚 台、吸引器 台

ガストロファイバースコープ 台

顕微鏡 台

超音波診断装置備品

平成元 顕微鏡 台

全自動身長体重計

体内脂肪計一式、吸引器、検眼鏡 組、パルスオキシメーター 台

体内脂肪計一式、インターバル・パワートレーニング・マシーン

造影剤遠隔注排装置一式

血圧監視装置、視力表照明装置

酸化電位水生成機

ホルター自動連続血圧計、エルゴメーター、マイクロチューブ用遠心機

自動グルコース測定装置

上部消化管用スコープ

全自動グルコース測定装置

内視鏡洗浄器

超音波診断装置プローブ 台、ゼリーウォーマー 台

電子スパイロメータ

多機能心電計

ホルター自動連続血圧計 式、電動昇降台 式、 クランクベッド プレグラー

スーパーマットレスベッドサイドレール 式

内視鏡洗浄消毒装置 台

全自動血圧計診之助Ｓｌｉｍ 台、ノンコンタクトタイプトノメーター 台

令和
アトム診療ユニット α湿式クスコウォーマー付 洗浄装置付 台、全自動

身長体重計 台

内視鏡洗浄消毒装置 台

合 計

※ ただし、平成 年度以降は、核兵器廃絶・平和建設広島県民会議が広島市に寄贈した物品を、同市から貸

与されたものである。
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１１００ 日日本本労労働働組組合合総総連連合合会会広広島島県県連連合合会会かかららのの寄寄贈贈物物品品
（単位：円）

年 度 寄 贈 物 品 評 価 額

平成 気管支ファイバースコープ１組、高周波焼灼電源装置１台

自動赤血球沈降速度測定機１台 赤沈管 本

下部消化管用細径スコープ１本、カラービデオプリンター１台

合 計

１１１１ 職職員員

（令和 年 月 日現在）

課・科名 職 名 氏 名

事務局 事務局長 長 敏伸

総務課 課長 岡田 一彦

経理課 課長 坪井 誠

健康管理課 兼 課長 坪井 誠

健康管理・ 所長 上野 義隆

増進センター 部長 佐々木伸夫

総合受付課 課長 本山かおり

総合健診科 科長 平野 千尋

精密健診科 部長 松本 善明

放射線科 技師長 吉川 健

ドック健診科 部長 小島 純

検査科 技師長 高本 美保

看護科 看護師長 細木 由美

健康科学館 館長 前田 育子

管理課 事 課長 前田 育子

教育課 課長 平原 成美
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１１００ 日日本本労労働働組組合合総総連連合合会会広広島島県県連連合合会会かかららのの寄寄贈贈物物品品
（単位：円）

年 度 寄 贈 物 品 評 価 額

平成 気管支ファイバースコープ１組、高周波焼灼電源装置１台

自動赤血球沈降速度測定機１台 赤沈管 本

下部消化管用細径スコープ１本、カラービデオプリンター１台

合 計

１１１１ 職職員員

（令和 年 月 日現在）

課・科名 職 名 氏 名

事務局 事務局長 長 敏伸

総務課 課長 岡田 一彦

経理課 課長 坪井 誠

健康管理課 兼 課長 坪井 誠

健康管理・ 所長 上野 義隆

増進センター 部長 佐々木伸夫

総合受付課 課長 本山かおり

総合健診科 科長 平野 千尋

精密健診科 部長 松本 善明

放射線科 技師長 吉川 健

ドック健診科 部長 小島 純

検査科 技師長 高本 美保

看護科 看護師長 細木 由美

健康科学館 館長 前田 育子

管理課 事 課長 前田 育子

教育課 課長 平原 成美
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